
        
            
                
            
        

    

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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シャーマン【Shaman】

　自みずからをトランス状じょう態たい（忘ぼう我が・恍こう惚こつ）に導みちびき、神かみ・精せい霊れい・死し者しゃの霊れいなどと直ちょく接せつ交こう流りゅうする者もの


『万まん辞じ苑えん』より







第だい一廻かい　転てん校こう生せいはシャーマン







「くそっ。」

　ぼくは人ひと気けのなくなった夜よるの住じゅう宅たく街がいを必ひっ死しになって走はしっていた。脇わきに抱かかえた勉べん強きょう道どう具ぐと愛あい用ようの辞じ書しょ『万まん辞じ苑えん』が重おもい。

「塾じゅくのせいですっかり遅おそくなっちゃったよ。急いそがなきゃ。」

　ぼくは近ちか道みちをすることにした。横よこ道みちにちらりと目めをやる。【関かん係けい者しゃ以い外がい立たち入いり禁きん止し】の札ふだがかかった入いり口ぐち。中なかは……、墓ぼ地ちだ。

「ちょっとヤな感かんじだけど、ここをまっすぐ抜ぬけると、早はやいんだよな。」

　わざと声こえに出だして、恐きょう怖ふをまぎらわせる。「立たち入いり禁きん止し」の場ば所しょに入はいる言いい訳わけでもある。

「お前まえ、何なにをそんなに急いそいでるんだ？」

　墓ぼ地ちに入はいった瞬しゅん間かん、だれかに声こえをかけられて、ぼくは心しん臓ぞうが口くちから飛とび出でそうなくらいびっくりした。

　こんな時じ間かんに、墓ぼ地ちにひとがいるだろうか。もしかして、幽ゆう霊れいか。いや、ぼくだってこんな時じ間かんにいるじゃないか。ぼくは、怖こわい気き持もちをぎゅっとおさえこんで、声こえのしたほうを見みあげた。

　そこには、罰ばち当あたりにも、お墓はかの上うえにすわって、ぼんやりと夜よ空ぞらを見みあげる男だん子しがいた。大おおきなヘッドホンを耳みみからずらしてかぶったその少しょう年ねんは、ぼくと同おなじくらいの年ねん代だいに見みえる。

（なんだアイツ？　こんな時じ間かんに、こんな場ば所しょで、ひとりぽつんと……？）
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　やっぱり幽ゆう霊れいかも。そんな考かんがえが頭あたまに浮うかび、ぼくはあわてて、頭あたまをぶんぶんとふった。

「何なにをバカなことを考かんがえてるんだ。早はやく帰かえらなきゃ！」

　ぼくはそいつを無む視しして、墓ぼ地ちをつっきろうとした。

「待まてっつってんだろ。」

　呼よび止とめられる。ほっとこうと思おもったのに、なぜだか、ぼくの足あしは止とまってしまった。

「今日きょうはこんなに星ほしがきれいなんだ。せっかくだから、みんなで眺ながめようぜ。」

「星ほし？　星ほしなんて見みてなんになるのさ？　それに、きみ、日に本ほん語ご変へんだぞ。ふたりしかいないのに、『みんな』なんてさ。」

　おかしなヤツだ。かかわり合あいにならないほうがよさそうだ。

「いいや、みんなさ。」

　すとんと墓はか石いしから飛とびおりると、そいつはぺたぺたとゆっくり歩あるいてぼくに近ちか寄よってきた。

「この墓はか場ばのな。」

　そいつがそう言いった瞬しゅん間かん、いままでふたりしかいなかったはずのこの墓ぼ地ちに、大おお勢ぜいのひとが現あらわれた。突とつ然ぜん。そう、瞬まばたきした間あいだに。
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　サラリーマンもいれば、学がく生せい服ふくを着きた子こもいるし、着き物もの姿すがたのおねえさんやおじいちゃんもいる。昔むかしの兵へい隊たいさんみたいな格かっ好こうのひともいて、まるで「コスプレ」大たい会かいみたいだ。でも、こんな真ま夜よ中なかにそんな大たい会かいがあるはずない。それに、気きのせいかこのひとたち、足あしの部ぶ分ぶんがぼんやりしててよく見みえないんだよな。

「こいつらみんな友ともだちなんだ。いつまでたっても成じょう仏ぶつできないやつらばっかりだけどな。」

　兵へい隊たいさんみたいな格かっ好こうをしたやつと肩かたをくんで、ヘッドホンの少しょう年ねんが笑え顔がおで言いった。

（まさか……、まさか……、ほんとに幽ゆう霊れい!?）




「ぎっ！　ぎゃああああああああ!!」




　のどの奥おくの奥おくから悲ひ鳴めいが飛とび出でてきた。そして、そのあと、どこをどうやって家いえまでたどり着ついたのか、記き憶おくが定さだかではない。




「だから、本ほん当とうに見みたんだって！」

　翌よく日じつ。学がっ校こうでぼくはみんなに昨夜ゆうべのできごとを説せつ明めいした。墓ぼ地ちで幽ゆう霊れいが星ほしを見みながらワイワイやってたって。

「幽ゆう霊れいなんているわけないだろ。」

「小お山やま田だくんの見みまちがいでしょ、どうせ。」

「勉べん強きょうのしすぎで頭あたま、疲つかれてんじゃないのか？　まん太た。」

　クラスメートたちは、ちっとも信しんじてくれない。でも、本ほん当とうなんだ。昨日きのうの「アレ」が幽ゆう霊れいじゃないなら、ぼくは夢ゆめでも見みてたっていうのか。

「おーい、みんな席せきにつけー。ホームルームをはじめっぞー。」

　そのとき先せん生せいが入はいってきた。「今日きょうは転てん校こう生せいを紹しょう介かいするぞー。」と、まだ教きょう室しつがざわついているなか、なかなかのビッグニュースを発はっ表ぴょうした。

「麻あさ倉くら葉ようくんだ。」

　そこには、昨夜ゆうべ、墓ぼ地ちで会あったヘッドホンの少しょう年ねんが眠ねむそうな顔かおをして立たっていた。「麻あさ倉くらは家いえの事じ情じょうで単たん身しん、出いず雲もからやってきたそうだ。」と先せん生せいが説せつ明めいを続つづけているが、ぼくの頭あたまには入はいってこない。

「こ、こ、こ、こいつだぁーっ！」

　ぼくは思おもわず立たち上あがって叫さけんでいた。

「みんな！　こいつだよ。こいつが昨日きのうの幽ゆう霊れい男おとこだよ！」

　ぼくは黒こく板ばんの前まえに立たっているそいつを指ゆび差さして、さらに大おおきな声こえで叫さけんだ。

「何なに言いってんだ？　幽ゆう霊れいなんているわけないだろ？　それに、だれだ、お前まえ？」

　転てん校こう生せいはあきれた顔かおでそうつぶやくと、先せん生せいに指し示じされた席せきにぺたぺたと歩あるいていった。転てん校こう生せいのその一ひと言ことで、ぼくの発はつ言げんはますます「夢ゆめ物もの語がたり」とされてしまい、クラスのみんなはその後あと何なにを言いっても笑わらって「わかった、わかった。」と流ながして聞きいているだけだった。

（まちがいない！　あいつはシラをきってるんだ。ぜったい、本ほん人にんを問とい詰つめてやる。）

　ぼくはそう思おもったのに……。




「なんで、転てん校こう初しょ日にちから、こいつ、寝ねっぱなしなんだぁーっ！」




　そう。もう放ほう課か後ごになろうかというのに、転てん校こう生せいの幽ゆう霊れい男おとこは朝あさからずっと机つくえにつっぷして眠ねむったままだったんだ。

「もういいだろ、まん太た。幽ゆう霊れい話ばなしは置おいとくとして、この転てん校こう生せいが少すこし変かわってるのはわかったよ。」

「それに、お前まえが言いってた墓ぼ地ち。悪わるいやつらのたまり場ばらしいぜ。」

　ぼくはみんなが何なにを言いいたいのかわからない。

「つまりさ、幽ゆう霊れいでも変かわり者ものでもワルでも、得え体たいの知しれないものには近ちかづくなって話はなしだよ。」

　そう言いうとみんなパラパラと教きょう室しつを出でていった。ぼくだって今日きょうも塾じゅくがある。でも、でも、こいつの正しょう体たいをあばかないとぼくの気きがすまないんだ。

（ぜったい、あのとぼけたマヌケヅラ、ギャフンと言いわせてやるからな～。）

　ぼくは転てん校こう生せいを尾び行こうすることにした。




　それから三時じ間かん……。あいつは橋はしの上うえでただただぼーっとしていた。

「何なにタイムだよ、これぇーっ！」

　思おもわずぼくはツッコミを入いれてしまう。「あ？」と転てん校こう生せいが気きづいた。しまった。尾び行こう失しっ敗ぱいだ。

「なんだ、お前まえ、オイラが学がっ校こうで知しらんぷりしたからついてきたのか。」

　転てん校こう生せいは、こそこそと尾び行こうをしていたぼくを責せめるでもなく、近ちかづいてきてそう言いった。

「すまねえな。オイラ、学がっ校こうで秘ひ密みつがバレちまうのが面めん倒どうでな。」

「秘ひ密みつ？」

　それは幽ゆう霊れいが見みえるってことだろうか。

「オイラ、じつは、シャーマンなんだ。」

　ぼくの頭あたまに「？」がいくつも浮うかぶ。「シャーマンってなんだ？」「幽ゆう霊れいと関かん係けいが？」そして、「なぜそれをあっさり言いう？」。

「秘ひ密みつなんじゃなかったのぉーっ!?」

　ぼくのツッコミにも転てん校こう生せいは動どうじない。

「うえっへっへっ。」

　奇き妙みょうな笑わらい声ごえ。

「シャーマンは、あの世よとこの世よを結むすぶ者もの。困こまったことがあったらいつでも呼よんでくれ。力ちからになるぞ。」

　転てん校こう生せいはそう言いうと、夕ゆう日ひの沈しずむ方ほう向こうにサンダルをぺたぺたと鳴ならしながら去さっていった。

「わからん。」

　ぼくはそうつぶやきながらも、とっくに塾じゅくがはじまっている時じ間かんなのに気きづき、あわてて、駆かけ出だした。




「小お山やま田だまん太たぁあああ！」

　ぼくは塾じゅくの先せん生せいに盛せい大だいにしかられてしまった。遅ち刻こくしたうえに、講こう義ぎの間あいだ、ずっと『万まん辞じ苑えん』を開ひらいて、上うわの空そらだったから。だって仕し方かたないじゃないか。転てん校こう生せいが言いってた「シャーマン」という言こと葉ばが気きになって気きになって調しらべずにはいられなかったんだから。

【自みずからをトランス状じょう態たい（忘ぼう我が・恍こう惚こつ）に導みちびき、神かみ・精せい霊れい・死し者しゃの霊れいなどと直ちょく接せつ交こう流りゅうする者もの】

　辞じ書しょにはそう書かかれていた。くわしく読よみこんでいくと、シャーマンたちは、その霊れいたちの力ちからを借かりて病びょう気きの治ち療りょうをしたり、政せい治じをおこなったりしてきたらしい。古こ代だいにおいては人にん間げん社しゃ会かいの中ちゅう心しんであり、現げん代だいにおいても世せ界かい中じゅうに存そん在ざいしている……らしい。

（うさんくさっ。）

　ぼくは心こころの中なかでそうつぶやきながらも、実じっ際さいにこの目めで見みてしまった「幽ゆう霊れい」たちのことを思おもい出だしていた。

（あいつ、また幽ゆう霊れいたちと星ほしでも眺ながめてんのかな……。）

　塾じゅくが終おわった後あと、なんとなくぼくの足あしは、あの墓ぼ地ちに向むかって歩あるき出だしていた。




「オレに断ことわりもなしにこの『ベストプレイス』に踏ふみこむガキがいるだとぉぉぉ!?」

　──ズガアアアン！

　墓ぼ地ちに入はいると、だれかの怒おこった声こえと、何なにか重おもいものが倒たおれる音おとがした。ぼくは、樹きの陰かげに隠かくれて、こっそり様よう子すをうかがうことにした。

「竜りゅうさん!?　来きてたんすか！」

　そこにはいかにも悪わるそうなやつらがたくさん。そいつらに「竜りゅうさん」と呼よばれている男おとこがどうやらリーダーらしい。頭あたまをリーゼントにして、木ぼく刀とうなんて持もって、いかにも「ワル」そうだ。クラスのみんなが言いってた墓ぼ地ちに集あつまってる「ワル」ってこいつらのことか。

「竜りゅうさん……。さっき、竜りゅうさんが倒たおした墓はか石いし。あれ、『阿あ弥み陀だ丸まる』の首くび塚づかっすよ。」

　ワルたちのひとりが「木ぼく刀とう」を持もった「竜りゅう」という男おとこに向むかっておそるおそる言いった。

「あん？　アミダマル……？　なんだそりゃあ？」

「何なにって。この街まちじゃあ有ゆう名めいっすよ。六百年ねん前まえ、鬼き人じんのごとく暴あばれまわって、すげえ大おお勢ぜいのひとを斬きり殺ころしたサムライの伝でん説せつ。その墓はか、倒たおしてタタリでもあったら……。」

　ぼくも聞きいたことがある。あまりにも強つよすぎて、あまりにも多おおくのひとを斬きった罪つみで処しょ刑けいされたという。ここにお墓はかがあったのか。




「うおりゃぁぁあ!!」




　突とつ然ぜん、竜りゅうが倒たおした阿あ弥み陀だ丸まるの首くび塚づかめがけて木ぼく刀とうをふり下おろした。「ボゴォ！」とすごい音おとがして墓はか石いしは真まっぷたつになった。すごい。木ぼく刀とうで石いしを割わるなんて。ただのワルじゃないぞ、こいつ。
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「タタリ？　くだらねぇ。いもしねえ幽ゆう霊れいなんかにビビってベストプレイス楽たのしめるかよ！」

　そのとおり。幽ゆう霊れいなんているわけない。いもしないものを怖こわがったり驚おどろいたりするなんて時じ間かんのむだだ。ちょっと前まえのぼくならそう思おもったろうな。でも、いまはちがう。

「いるんだよな、これが。」

　ぼくはハッとして口くちを手てでふさぐ。思おもわず声こえに出でてしまっていた。

「だれだ!?」

　竜りゅうがこちらに木ぼく刀とうの「切きっ先さき」を向むけてきた。ヤバい。見みつかってしまった。

「てめえか。オレたちのベストプレイスを踏ふみ荒あらしてるガキってのは？」

　竜りゅうたちがこちらにずんずんと近ちか寄よってきた。ちがう。確たしかに、近ちか道みちのためにここに入はいったし、今日きょうも転てん校こう生せいを探さがすために入はいったけど、断だんじて踏ふみ荒あらしたりなんかしてない。

「踏ふみ荒あらしてんのはそっちだろ。」

　ぼくの背はい後ご。竜りゅうたちがいる逆ぎゃく側がわから、声こえがした。

「てっ、転てん校こう生せい！」

　ふり向むくと、そこにはいつものへらへらした笑え顔がおではなく、まじめな顔かおをした転てん校こう生せいが立たっていた。

「お前まえらのこと、メーワクに思おもってるやつらがいんだ。こっから出でてってくんねえか。」

　突とつ然ぜん現あらわれてなんてことを言いい出だすんだ。ただでさえ、あの木ぼく刀とうの竜りゅうってやつは気きが立たってるというのに。

「ああん？　オレたちにこのベストプレイスから出でてけってかあ？　やれるもんならやってみろや！」

　竜りゅうは転てん校こう生せいのほうに木ぼく刀とうを向むけて、ぎろりとにらんだ。

「ああ。さっきから戦たたかいたくてウズウズしてるやつがいるんだ。だよな？」

　そう転てん校こう生せいが言いうと、彼かれの背はい後ごに、ドロンとサムライ姿すがたの幽ゆう霊れいが現あらわれた。




「阿あ弥み陀だ丸まる！」
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　転てん校こう生せいが幽ゆう霊れいの名なを呼よんだ。阿あ弥み陀だ丸まるだって。まさか、あの首くび塚づかの、伝でん説せつの、阿あ弥み陀だ丸まるの霊れいだっていうのか。

「おいおい、お前まえもまた阿あ弥み陀だ丸まるかよ。聞きき飽あきたんだよぉ、幽ゆう霊れい話ばなしはよぉ。」

　どうやら竜りゅうたちには阿あ弥み陀だ丸まるの姿すがたが見みえてないみたいだ。いくら伝でん説せつのサムライの霊れいだって、見みえない、触さわれないじゃあどうすることもできない。

「ブッ飛とばせぇぇええ！」

　竜りゅうのかけ声ごえでやつらがイッキにこちらにおそいかかってくる。

「ちょっと！　来きたよ！　どうすんだよ！」

　ぼくは転てん校こう生せいの肩かたにしがみつく。

「ハッハッハッ。心しん配ぱいすんなって。さあ、見みせてやろうぜ、阿あ弥み陀だ丸まる。」

　転てん校こう生せいがそう言いうと、阿あ弥み陀だ丸まるの幽ゆう霊れいは「ウム。」とうなずいたかと思おもうと、ボンとヒトダマに変へん化げした。

「何なにそれ!?」

「言いっただろう。あの世よとこの世よを結むすぶ者もの、それがシャーマンだってな！」

　転てん校こう生せいはヒトダマ状じょう態たいになった阿あ弥み陀だ丸まるを手てに、連れん中ちゅうに向むかっていった。

「憑ひょう依い合がっ体たい！」

　そう叫さけぶと同どう時じに転てん校こう生せいはヒトダマを自じ分ぶんの胸むねにねじこんだ。

「ああーっ！　ヒトダマが身体からだの中なかに、入はいってく!?」

　でも、そんなことをしてる間あいだに、敵てきは目めの前まえだ。もう、拳こぶしをふりあげている。

「くるぁあああ！」

　もうだめだ。そう思おもった次つぎの瞬しゅん間かん、地じ面めんに倒たおれていたのは、転てん校こう生せい──じゃなくて、相あい手てのほうだった。転てん校こう生せいの手てには、お墓はかにある木きの板いた、たしか「卒そ塔と婆ば」ってやつがいつの間まにか握にぎられていた。

「憑ひょう依いって。まさか、あいつ、霊れいを自じ分ぶんに!?」

　転てん校こう生せいは、卒そ塔と婆ばをまるで刀かたなのように持もち直なおし、木ぼく刀とうの竜りゅうに対たい面めんした。

「さあ、次つぎは己おのれの番ばんだが、覚かく悟ごはよいでござるか？」

　話はなし方かたがサムライみたいだ。まるで別べつ人じん。本ほん当とうに転てん校こう生せいの身体からだに阿あ弥み陀だ丸まるの霊れいが憑ひょう依いしてるんだ。

「どうした？　本ほん物ものの殺さつ人じん剣けんを前まえに、己おのれのままごと剣けん法ぽうが恐おそれをなしたのか？　小こ僧ぞう。」

　転てん校こう生せいが、いや、阿あ弥み陀だ丸まるが木ぼく刀とうの竜りゅうを挑ちょう発はつする。

「こ、こいつぅ。なめんじゃねえぞ。このサムライ気きどりがあ！」

　竜りゅうはこめかみに血けっ管かんを浮うかばせて阿あ弥み陀だ丸まるに向むかっていく。

「だめだ！　殺ころされるぞ！　彼かれはいま、本ほん物もののサムライに『変へん心しん』してしまったんだから！」

　ぼくはもう自じ分ぶんの心しん配ぱいでも、転てん校こう生せいの心しん配ぱいでもなく、竜りゅうのほうの心しん配ぱいをしていた。なぜなら、転てん校こう生せいがシャーマンであること、そして、彼かれの言こと葉ばを理り解かいしたから。

　あの世よとこの世よを結むすぶとは、彼かれが自じ分ぶんの身体からだに霊れいを取とり憑つかせ、霊れいの動うごき、技わざ、すべてをこの世よにトレースしてしまうことだったんだ。

「竜りゅうさん、あぶねえ。」

　竜りゅうの手て下したたちが叫さけんだときにはもう遅おそかった。阿あ弥み陀だ丸まるを憑ひょう依いさせた転てん校こう生せいは、完かん全ぜんに竜りゅうの懐ふところに入はいっている。





──ビュッ!!






「卒そ塔と婆ば」剣けんをまっすぐふりあげる。黒くろい塊かたまりが宙ちゅうを舞まう。ボクは一いっ瞬しゅん、竜りゅうの首くびが跳とんだのかと思おもった。しかし、ちがった。斬きられたのは、竜りゅうの髪かみ。前ぜん方ぽうにずんと突つき出でた「リーゼント」の先せん端たんがばっさりと切せつ断だんされたのだった。

「ぎゃああああ、竜りゅうさんが負まけたー。」

　リーダーをやられた連れん中ちゅうは、気き絶ぜつした竜りゅうを抱かかえて、墓ぼ地ちから一いち目もく散さんに逃にげていった。

「助たすかった……。」

　ぼくはぺたんと尻しりもちをついた。いまさら気きづいたけど、けっこうなピンチだったんだ。

「力ちからになるって言いったろ？」

　転てん校こう生せいがぼくに手てを伸のばしてきた。口く調ちょうが戻もどっている。「憑ひょう依い」は解とけたのか。

「なんで、ぼくを……？」

「霊れいを見みることができる人にん間げんに悪わるいやつはいないってじいちゃんが言いってたからな。」

　転てん校こう生せいは「うえっへっへ。」と笑わらった。

「だから、お前まえ、え～と、まん太ただっけ。お前まえとオイラは友ともだちだ。」

　霊れいが見みえるから友ともだち。ぼくはその理り屈くつにぜんぜんピンとはきてなかったけど、転てん校こう生せいの、いや、麻あさ倉くら葉ようの手てをとった。

　こうして、ぼくと葉ようくんとの魂たましいの世せ界かいをめぐる冒ぼう険けんがはじまったんだ。





第だい二廻かい　サムライボディーガード







　ぼくはいつもの墓ぼ地ちに、葉ようくんと来きていた。いつもとちがうのは、いまは昼ひる間ま。青あお空ぞらピーカンのいい天てん気きだってことだ。それなのに……。




「なんでっ！　昼ひるでも幽ゆう霊れいいるんだよっ!?」




　ぼくのツッコミが青あお空ぞらに吸すいこまれていく。

「いい加か減げん慣なれろよ、まん太た。つねに霊れいとともにある者もの。それがシャーマンだって言いったろ。」

　葉ようくんがため息いきまじりにこぼす。それは聞きいた。シャーマンのすごさは、そのほとんどが協きょう力りょくしてくれる霊れいの強つよさによって決きまるということも。そして、それは何なにも「力ちからの強つよさ」だけじゃなくて、「頭ず脳のう」や「技ぎ能のう」、あらゆるものに優すぐれた霊れいを味み方かたにつけていることで一いち人にん前まえのシャーマンとして認みとめられるということも。

「だから、葉ようくんは、ひとりで東とう京きょうに出でてきたんだよね。」

　シャーマン修しゅ業ぎょう、いや、一いち人にん前まえのシャーマンをめざして、たくさんの霊れいを仲なか間まにするために。

「ああ。東とう京きょうにはいろんな想おもいを残のこして成じょう仏ぶつできない強つよい霊れいがわんさかいるからな。」

　そう言いうと葉ようくんはくるりとふり向むいた。

「というわけで、仲なか間まになってくれよ、阿あ弥み陀だ丸まる。」

　さっきまでの真しん剣けんな表ひょう情じょうはどこへやら。「うえっへっへっ。」と笑わらって、葉ようくんは阿あ弥み陀だ丸まるを勧かん誘ゆうした。

「軽かるぅ！　それに、いきなりすぎるぅ！」

　葉ようくんの突とつ然ぜんの申もうし出でと、ぼくのツッコミに、阿あ弥み陀だ丸まるは目めを丸まるくしている。

「断ことわる。」

　一いっ刀とう両りょう断だん。さすがサムライ。切きれ味あじ鋭するどい返かえしで、今こん度どは葉ようくんがきょとんとしている。

「こないだは、拙せっ者しゃとお主ぬしの意い志しがたまたま一いっ致ちしただけのこと。それなくしてお主ぬしに協きょう力りょくする筋すじ合あいはない。拙せっ者しゃ、ここを離はなれるつもりは毛もう頭とうないのでな。」

　ギロリとこちらをにらむ阿あ弥み陀だ丸まるの眼がん力りきは、思おもわず後あとずさってしまいそうな強つよさだ。

「なんだよ、ケチ。」

　そんな阿あ弥み陀だ丸まるに文もん句くをもらす葉ようくんを、ぼくはあわてて少すこし離はなれた場ば所しょまで連つれていった。

「ちょっと、葉ようくん！　何なにを考かんがえてるんだ。よりにもよってあんなサムライを仲なか間まにしようなんて！」

「え～、何なにがだよ～。」

　ちっともわかっていない葉ようくんに、ぼくは改あらためて阿あ弥み陀だ丸まるが鬼き人じんと呼よばれていることを説せつ明めいする。

「あのサムライは、錯さく乱らんして自じ分ぶんの殿との様さまに逆さからい、何なん百びゃく人にんものサムライを斬きり殺ころしたって伝でん説せつがある恐おそろしいやつなんだよ！」

　ぼくは力りき説せつした。これは葉ようくんのことを思おもってのことだ。鬼き人じんが仲なか間まなんて危き険けんすぎる。でも、葉ようくんは「ん～、そうかなぁ。」と賛さん同どうしかねる様よう子す。

「でも、アイツ、本ほん当とうは悪わるいやつじゃないと思おもうんよ。こないだあいつとひとつになったとき、なんかあったかかったから。」

　あったかかったって、そんなよくわかんない理り由ゆうで。

「もっと阿あ弥み陀だ丸まるのこと知しりてえな。」

　そう言いうと葉ようくんはぼくの顔かおをじっと見みつめた。なんだよ、その目め。ぼくはべつに知しりたくないよ。もっと知しることができる場ば所しょは知しってるけれど。




「いや～、まん太た。よくこんなとこ知しってたな～。」

　ぼくたちは「ふんばりが丘おか郷きょう土ど資し料りょう館かん」に来きていた。この街まちの子こどもが社しゃ会かい科か見けん学がくでかならず一回かいは来くるところだ。ここには、阿あ弥み陀だ丸まるが使つかっていたとされる刀かたな『春はる雨さめ』が展てん示じされている。

「でも、そこにも、そこまでくわしいことは書かかれてないね。」

　すっかり古ふるびてボロボロになった刀かたな『春はる雨さめ』の解かい説せつ文ぶんには、ぼくが知しってる鬼き人じん伝でん説せつとほぼ同おなじ内ない容ようが書かいてあるだけだった。

「いや、そんなの、この刀かたなの上うえにすわってるこいつに聞ききゃいいんだよ。」

　葉ようくんがそう言いった瞬しゅん間かん、「ドロン」と着き物もの、いや、甚じん平べえを着きた男おとこが現あらわれた。
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「うわあ！」と、ぼくは飛とびあがって驚おどろいた。だれなんだこのひとは。

「オ、オレは刀かたな鍛か冶じの喪も助すけ。この刀かたなに取とり憑ついて六百年ねん。ずっとこいつのそばにいる。」

　刀かたなに取とり憑ついてる霊れいなんているのか。それも、六百年ねんもなんて。

「じゃあお前まえ、この刀かたなのこと、知しってるんだな？」

　葉ようくんが喪も助すけさんに尋たずねる。

「知しってるもなにも、オレはこの刀かたなの主ぬし、オレの大だい親しん友ゆうを殺ころしちまった男おとこだよ。」

　刀かたなの主ぬしということは阿あ弥み陀だ丸まるだ。あの阿あ弥み陀だ丸まるを喪も助すけさんが殺ころしたってどういうことだ。しかも、大だい親しん友ゆうだったとは。これは、阿あ弥み陀だ丸まるのことを知しる重じゅう要ような生いき証しょう人にん、いや、霊れい証しょう人にんだ。

「阿あ弥み陀だ丸まるは最さい高こうのサムライになるために、オレは最さい高こうの刀かたな鍛か冶じになるために、日ひ々び精しょう進じんを重かさねていたんだ。」

　喪も助すけさんが語かたり出だす。その精しょう進じんの末すえ、この土と地ちの領りょう主しゅに刀かたなを献けん上じょうすることになった。しかも、その流ながれで、ふたりは領りょう主しゅに召めし抱かかえられることになった。

「オレたちは舞まい上あがっていた。これでもうガキのころのようにひもじい思おもいをしなくてすむってな。でもな、地じ獄ごくはどこまで行いっても地じ獄ごくだったんだ。」

　ふたりが仕つかえた領りょう主しゅは、刀かたなに目めがない人じん物ぶつだったようだ。喪も助すけさんの打うった刀かたなをいたく気きに入いり、だからこそ、その刀かたなをこの世よで唯ゆい一いつの名めい刀とうにするため、これ以い上じょうの刀かたなをつくらせないようにした。

「阿あ弥み陀だ丸まるにオレを殺ころすように命めい令れいしたんだ。」

　喪も助すけさんはそれがまるで昨日きのうのことかのように、悔くやしそうに顔かおをゆがめた。

「でも、阿あ弥み陀だ丸まるはオレを逃にがしてくれた。そして、その命めいに逆さからった罪つみをひとりでかぶると言いいやがった。」

　ただ、喪も助すけさんはこの地ちを去さる前まえに阿あ弥み陀だ丸まるの刀かたな『春はる雨さめ』をもう一いち度どきたえ直なおそうとした。最さい高こうの刀かたなを阿あ弥み陀だ丸まるに渡わたすために。翌よく日じつ、丘おかの上うえで会あうことを約やく束そくしてふたりは別わかれた。しかし、その後ご、ふたりが再さい会かいすることはなかった。

「領りょう主しゅの手て下したに見み張はられてたのさ、オレたちは。その夜よるにオレは殺ころされ、丘おかで待まつ阿あ弥み陀だ丸まるは何なん百びゃくもの手て下したに囲かこまれた。」

　そうか、そのときのことが鬼き人じん伝でん説せつになったんだ。何なん百びゃく人にんものサムライを斬きり殺ころした鬼き人じん阿あ弥み陀だ丸まる。

「でも、春はる雨さめのないあいつは、結けっ局きょく力ちから尽つきてその場ばで死しんじまった。オレが春はる雨さめをあいつに渡わたせていれば……。オレが殺ころしたようなもんだ！」

　喪も助すけさんが悔くやしそうに叫さけぶ。「死しんでも死しにきれねえ。」と嘆なげく喪も助すけさん。これが葉ようくんの言いう、想おもいを残のこした霊れいというやつなのだろうか。

「なあんだ、そんなことか。」

　喪も助すけさんの熱ねつ量りょうに比くらべて、あっさりすぎる。そりゃないよ、葉ようくん。ぼくは、鬼き人じん伝でん説せつの真しん実じつを知しって、涙なみだまで流ながしてるっていうのに。

「あのひと、本ほん当とうはいいひとだったんだね。」

　親しん友ゆうを守まもるために、自じ身しんの命いのちをかけて。そして、親しん友ゆうとの約やく束そくを守まもるために、いまも丘おかの上うえで喪も助すけさんのことを待まち続つづけてるんだもの。六百年ねんもの間あいだ、ずっと。

「うそだろ、オイ。あのバカ野や郎ろう、まだ待まってやがんのかよ……。」

　喪も助すけさんの目めからも涙なみだがあふれる。幽ゆう霊れいでも泣なくんだ。ぼくは、その幽ゆう霊れいの涙なみだにさらにもらい泣なきをしていた。

「でも、行いけねえ。春はる雨さめはボロのままだし、幽ゆう霊れいのオレには春はる雨さめに触さわることさえ……。」

「できるさ。お前まえにオイラの身体からだを貸かしてやる。」

　そう言いうと葉ようくんはさっと喪も助すけさんに手てをかざした。瞬しゅん間かん、喪も助すけさんがヒトダマに変へん化げした。この前まえのやつだ。「ヒトダマモード」といって、憑ひょう依い合がっ体たいするときに霊れいをこのモードにするのだと、葉ようくんから教おそわった。




「憑ひょう依い合がっ体たい!!」




　ヒトダマモードの喪も助すけさんが葉ようくんの身体からだに染しみこんでいく。

「おい、小ちいせえの、この街まちに鍛か冶じ屋やはあるか？」

「はい！」とぼくは元げん気きよく返へん事じをした。これで『春はる雨さめ』は生うまれ変かわるはずだ。




　丘おかの上うえ。喪も助すけさんを憑ひょう依いさせた葉ようくんが打うち直なおした『春はる雨さめ』を阿あ弥み陀だ丸まるに渡わたす。喪も助すけさんは刀かたなを打うったあと、「会あわせる顔かおがない。」って先さきにあの世よへ行いってしまったから、葉ようくんから喪も助すけさんの言こと葉ばを伝つたえた。

「『待またせたな』だってさ。」

　阿あ弥み陀だ丸まるは最さい初しょ、驚おどろきを隠かくせない顔かおだったが、『春はる雨さめ』の仕し上あがりを見みて、表ひょう情じょうを変かえた。

「ったく、あのバカ！　六百年ねんも待またせやがって……。」

　言こと葉ばは乱らん暴ぼうだったが、その顔かおには優やさしそうな笑えみが浮うかんでいた。

「いますぐにでも追おいかけてってぶん殴なぐってやりたいところだが、どうやら拙せっ者しゃがあの世よへ行いけるのは、もう少すこし先さきのことになるらしいな。」

　そう言いうと阿あ弥み陀だ丸まるは立たち上あがって、葉ようくんの前まえで深ふかく頭こうべを垂たれた。

「サムライとは、恩おん義ぎある君くん主しゅにつき従したがう者もの也なり。」

　どうやら葉ようくんが東とう京きょうにきて最さい初しょに仲なか間まにするのは、最さい強きょうの伝でん説せつを持もつサムライということになりそうだ。




　しばらくしたある日ひ。ぼくらは、学がっ校こう帰がえりにコンビニに立たち寄よっていた。

「あれから阿あ弥み陀だ丸まるはどうしてるの？」

　素そ朴ぼくな疑ぎ問もん。ぼくは何なに気げなく葉ようくんにたずねた。学がっ校こうで見みかけたりしないってことは、やはり阿あ弥み陀だ丸まるはあの丘おかのある墓ぼ地ちに、いまもいるんだろうか。

「ん？　ここにいるぞ。」

　そういうと葉ようくんはどこにしまっていたのか、「位い牌はい」をぬっと取とり出だした。仏ぶつ壇だんなどに置おいてあるやつだ。その位い牌はいから「ドロン」と阿あ弥み陀だ丸まるが現あらわれる。

「拙せっ者しゃ、葉よう殿どのにどこまでも憑ついていくでござる。」

　出でたー。でも、どこまでもって。四し六ろく時じ中ちゅう、霊れいといっしょに生せい活かつなんて、やはりぼくには信しんじられない状じょう況きょうだ。

「何なに言いってんだ。いいことばっかだぞ。」

　葉ようくんは、まるでぼくのほうがおかしなことを言いってるかのように答こたえる。

「朝あさはかならず金かな縛しばりで起おこしてくれるし、」

「アラームじゃなくて!?」とぼくはツッコむ。

「道みちに迷まよったら空そらから案あん内ないしてくれるし、」

「ＧジーＰピーＳエス代がわり!?」とぼく。

「夜よ中なかトイレが怖こわくてもついてきてくれるしな。」

「っていうか、こっちがおどかす側がわの霊れい！」

　ぼくは阿あ弥み陀だ丸まるを指ゆび差さして大おおきめにツッコミを入いれた。

「まあ、とにかく。阿あ弥み陀だ丸まるはオイラにとって最さい高こうのボディーガードなんだよ。」

　葉ようくんはとてもうれしそうに言いった。

「ぼでぃーがーどとはなんでござる？」

　阿あ弥み陀だ丸まるの疑ぎ問もんに、ぼくが「用よう心じん棒ぼうのことだよ。」と答こたえてあげた。

「おお！　用よう心じん棒ぼう。サムライならだれもが一いち度どはあこがれる存そん在ざいでござるよ。」

　阿あ弥み陀だ丸まるも「ぼでぃーがーど」になれてうれしそうだ。いつでも自じ分ぶんのことを守まもってくれる存そん在ざい。信しん頼らい関かん係けいで結むすばれた霊れいとシャーマン。

（なんかちょっとうらやましいな……。）

　ぼくはそう思おもいながら、楽たのしそうに語かたり合あうふたりを少すこし離はなれて見みていた。そのときだった。




「火か事じだ!!」




　コンビニの外そとで叫さけび声ごえがした。ぼくらはあわててコンビニを飛とび出だした。

　向むかいにある中ちゅう華か料りょう理り屋やの入はいったビルから、ものすごい勢いきおいで黒こく煙えんが噴ふき出だしている。あの煙けむりの量りょう。おそらく火ひはかなり燃もえ広ひろがっているにちがいない。

「すごい火ひだ。はやく逃にげなきゃ、葉ようくん！」

　ぼくは葉ようくんの腕うでをつかんで、逃にげ出だそうとした。しかし、葉ようくんは動うごこうとしない。

「待まて、まん太た。まだ中なかにひとがいるかもしれないだろ？」

　逃にげ遅おくれたひとがいるかもしれない。でも、それは消しょう防ぼう隊たいがきっと探さがしてくれる。ぼくらにできることは一いっ刻こくも早はやくここから避ひ難なんすることだ。そうだろ。でも、葉ようくんは、ぼくの話はなしをちっとも聞きいていなかった。

「ちょっと見みてきてくれるか、阿あ弥み陀だ丸まる。」

「御ぎょ意い。」と一ひと言こと、阿あ弥み陀だ丸まるがビルのほうへ飛とんでいった。

「霊れいなら火ひの中なか、水みずの中なか、壁かべの向むこうだってどこでも行いけるからな。」

　葉ようくんはそう言いって、阿あ弥み陀だ丸まるからの報ほう告こくを待まった。避ひ難なんしたかったぼくも、仕し方かたなくここに残のこることになってしまった。




「葉よう殿どのー!!」




　火か事じ場ば騒さわぎの中なか、阿あ弥み陀だ丸まるの声こえがぼくらにははっきり聞きこえる。

「中なかにはだれもいないでござる。しかし、屋おく上じょうに子こどもたちが！」

　なんてことだ。消しょう防ぼう隊たいはまだこない。もしかしたらどこかで足あし止どめをくらっているのかもしれない。

「ったく、しょうがないな～。」

　葉ようくんがビルのほうに駆かけ出だした。

「よ、葉ようくん、どうするつもり!?」

「助たすけに行いくに決きまってんだろ。ここで悪あく霊りょうをつくるわけにはいかないからな。」

　しかし、ビルに入はいろうとする葉ようくんの前まえに阿あ弥み陀だ丸まるが立たちはだかった。

「行いってはなりませぬ！　建たて物もの内ないには安あん全ぜんな道みちなど、もうござらん。」

「でも、ほっとくわけにもいかないだろ。子こどもたちを見み殺ごろしにして平へい気きなのか？」

　葉ようくんの問といに「平へい気きではござらん！」と阿あ弥み陀だ丸まるは強つよく返かえした。

「だが！　拙せっ者しゃ、葉よう殿どのに死しなれるわけにはもっといかないのでござる。」

　阿あ弥み陀だ丸まるの必ひっ死しの叫さけびだった。いや、もう死しんでるから「必ひっ死し」はおかしいかもだけど。

「よっしゃ、その意い気きだ。」

　葉ようくんはにこりと笑わらうと、阿あ弥み陀だ丸まるの脇わきを抜ぬけて燃もえ盛さかるビルに入はいっていく。

「意い地じでもオイラを死しなすんじゃないぞ！」

　ああ、行いっちゃった。ぼくは火ひの中なかに消きえる葉ようくんの背せ中なかを見み送おくることしかできなかった。しかし、阿あ弥み陀だ丸まるはちがった。葉ようくんを追おいかけていったみたいだ。

　火ひの勢いきおいは増ますばかり。さっきは何なにかが崩くずれる音おともした。ビル自じ体たいが炎ほのおにたえられなくなってきてるんだ。




「葉ようくん！　阿あ弥み陀だ丸まる！　ふたりともがんばれぇえ!!」




　ぼくにできるのはふたりを信しんじることだけだ。お願ねがいだ。みんな無ぶ事じでいて。





──ドパァアン!!







[image: ]








　そのとき屋おく上じょうから大たい量りょうの水みずが噴ふき出だした。防ぼう火か用よう水すいのタンクかららしい。火ひの勢いきおいがイッキに弱よわまっていく。きっとふたりが憑ひょう依い合がっ体たいしてタンクを斬きったんだ。

「葉よう殿どのの『ぼでぃーがーど』とやらもなかなか楽らくではないでござるな。」

　子こどもたちといっしょにビルから出でてきた葉ようくん、いや、阿あ弥み陀だ丸まるがそうつぶやいたかと思おもうと、ばたりと力ちからつきて倒たおれた。

「ほんと、すごいコンビだよ、きみたちは。」

　やりきった顔かおをして眠ねむる葉ようくんの顔かおを見みながら、ぼくはそうつぶやいた。





第だい三廻かい　もうひとりのシャーマン







「くそっ。」

　ぼくは人ひと気けのなくなった夜よるの住じゅう宅たく街がいを必ひっ死しになって走はしっていた。脇わきに抱かかえた勉べん強きょう道どう具ぐと愛あい用ようの辞じ書しょ『万まん辞じ苑えん』が重おもい。

「塾じゅくのせいですっかり遅おそくなっちゃったよ。急いそがなきゃ。」

　ぼくは近ちか道みちをすることにした。あれ、こんなこと、前まえにもあったな。ああ、そうだ。葉ようくんと初はじめて会あったときもたしか、こうして墓ぼ地ちを抜ぬけようとしたんだ。でも、もうこの墓ぼ地ちなんて怖こわくない。ここにいる幽ゆう霊れいはみんな顔かお見み知しりになっちゃったし。

「そこのお前まえ、何なにをそんなに急いそいでいるんだ。」

　墓ぼ地ちに足あしを踏ふみ入いれた瞬しゅん間かん、声こえをかけられてぼくは思おもわず「葉ようくん？」と思おもってしまった。けど、聞きいたことのない声こえだった。

「だれだ、あれ？」

　声こえのほうを見みると、見みたことのない少しょう年ねんが、丘おかの上うえでじっと星ほしを見みあげている。足あしはある。たぶん幽ゆう霊れいじゃあない。

　墓はか場ばで星ほしを見みるなんて変かわったやつが葉ようくん以い外がいにもいるなんて、と思おもいつつも、ぼくは時じ間かんを気きにして、先さきを急いそいだ。

「キサマも、霊れいが見みえる人にん間げんなのだろう？」

　突とつ然ぜん、すぐ背はい後ごから、さっきの少しょう年ねんの声こえがした。おかしい。さっきまで、丘おかの上うえで星ほしを見みていたはずなのに。

「きみはいったい!?」

「フフフ、そう怖こわがるな。危き害がいを加くわえるつもりはない。ただ少すこし頼たのみごとがあってな。」

　なぜだかぼくはふり返かえれなかった。背せ筋すじがぞくぞくして、背はい後ごを向むいたらダメな予よ感かんがびしびしとしていたんだ。

「頼たのみ……って？」

　ぼくは背せ中なかで質しつ問もんする。

「なあに、キサマの連つれのあのヘッドホンの男おとこに伝つたえてくれればいい。」

「葉ようくんに!?」

　ここで初はじめてふり返かえった。葉ようくんがらみとなると、このぞくぞくの正しょう体たいも予よ想そうがつく。

「オレの名なは、[image: ]レン。」

　頭あたまのてっぺんの髪かみの毛けがツンと角つののようにとがった少しょう年ねんが名な乗のった。そして、その少しょう年ねんの背はい後ごには、とんでもない威い圧あつ感かんのある霊れいが腕うでを組くんで立たっていた。いや、足あしはないから、正せい確かくには立たってはいないんだけど。兜かぶとに鎧よろいに手てっ甲こう。日にっ本ぽんのサムライとはちがう。『万まん辞じ苑えん』で見みたことがある中ちゅう国ごくの「武ぶ人じん」のようだ。

「伝つたえておけ。キサマの霊れいは、このオレがいただくとな。」

　そう残のこすと、[image: ]レンは武ぶ人じんの霊れいとともにぼくの目めの前まえから消きえてしまった。しんと静しずまり返かえる墓ぼ地ち。なぜだか、今日きょうはほかの霊れいたちも静しずかにしているようだ。いまさらながら、遅おくれて恐きょう怖ふが身体からだの奥おくからやってきた。なんだ、あのおそろしい霊れい。そして、それを従したがえている[image: ]レンという少しょう年ねんの鋭するどい眼がん光こう。ぼくは叫さけばずにはいられなかった。




「うわぁああああああああ!!」







「本ほん当とうなんだって！」

　翌よく朝あさ、ぼくは居い眠ねむりをしている葉ようくんをたたき起おこして、昨夜ゆうべのできごとを伝つたえた。

「あれはまちがいなくシャーマンだよ！　きみのほかにもシャーマンがいたんだよ！」

　ぼくの興こう奮ふん具ぐ合あいに反はんして、葉ようくんは「へえ。」と冷さめている。

「えー！　驚おどろかないの！」

　ぼくのリアクションだけが空から回まわりしている。

「前まえにも言いったろ。シャーマンは世せ界かい中じゅうにいるって。」

「だ！　か！　ら！　そのシャーマンが、きみの阿あ弥み陀だ丸まるをいただくって言いってんの！」

　阿あ弥み陀だ丸まるの名な前まえを出だすと、初はじめて葉ようくんはむくりと上じょう半はん身しんを起おこした。

　その日ひの放ほう課か後ご、ぼくらは学がっ校こう帰がえりに、ファミレスで作さく戦せん会かい議ぎをすることにした。やはり、ひとの「持もち霊れい」を奪うばうなんておだやかじゃない。何なにか理り由ゆうがあるはずだとぼくは葉ようくんに話はなした。

「う～ん。でもなあ。[image: ]レンなんてやつ、知しらんしな～。」

「本ほん当とうに？　ぼーっとして、知しらないうちに恨うらみ買かっちゃったんじゃないの？」

　ぼくは正しょう直じきな感かん想そうを伝つたえた。葉ようくんは憑ひょう依いしてるときはすごいけど、ほんと、いつもは自じ分ぶんの魂たましいまで抜ぬけてるんじゃないかってくらいぼーっとしてるから。

「考かんがえられるとしたらアレかな？」

　葉ようくんが言いうには、シャーマンの「格かく」は「持もち霊れい」の強つよさで決きまるから、だからこそ、ものすごく強つよい阿あ弥み陀だ丸まるの霊れいを欲ほしがってるんじゃないか、と。

「なるほど。それで強つよくてかっこいい拙せっ者しゃをわがものにしようとしているでござるか。」

　どこで話はなしを聞きいていたのか、ドロンと突とつ然ぜん現あらわれた阿あ弥み陀だ丸まるが会かい話わに割わって入はいってきた。

「それより拙せっ者しゃ、その[image: ]レンという御ご仁じんの持もち霊れいが中ちゅう国ごくの武ぶ人じんというのが気きになるでござる。」

　やはり阿あ弥み陀だ丸まるはサムライなんだな。血ちがさわぐというやつだろうか。ぼくなんかは、怖こわくて、おなかの下したのあたりがざわついてるけれど。

「本ほん当とうに強つよそうだったよ。あの[image: ]レンってやつもなんか危あぶない目めをしてたし……。」

　ぼくが心しん配ぱいそうにしていると、「うえっへっへっ。」と葉ようくんがいつもの笑わらい方かたをした。

「大だい丈じょう夫ぶだよ、まん太た。言いったろ、霊れいが見みえるやつに悪わるいやつはいねえって。」

　葉ようくんは本ほん当とうにのんきだ。挙あげ句くに「シャーマンの友ともだちができるかもしれん。」ってわくわくしてるんだから、どうかしてる。でも、そんなのんきな空くう気きをぶち壊こわすような声こえが外そとから聞きこえてきた。




「何なにすんじゃ、このガキ!!」




　ぼくは窓まどから外そとを見みた。小こ柄がらな少しょう年ねんが複ふく数すうのチンピラに囲かこまれている。その囲かこまれている少しょう年ねんに見み覚おぼえがあった。

「ああー！　あいつっ！　あいつが、[image: ]レンだよ！」

　ぼくらは外そとに出でる。周しゅう囲いの野や次じ馬うまの話はなしを総そう合ごうすると、どうやら、[image: ]レンがチンピラたちの車くるまを蹴けって傷きずをつけてしまったらしい。

「どうしてくれんだ、ああ？」

　チンピラたちは完かん全ぜんにキレている。

「わめくな、害がい虫ちゅうどもが。この星ほしを汚けがす車くるまなど、いい気きになって乗のり回まわしおって。」

「てめえ！　なめてんじゃねぇぞ！」

「害がい虫ちゅう」なんて言いわれて完かん全ぜんにぶち切きれたチンピラたちが、いっせいに[image: ]レンに襲おそいかかった。





──ガガッ！　バキッ！　ドカッ！　ボゴッ！　ゴゴッ！






　[image: ]レンはひとりでチンピラ全ぜん員いんをあっという間まに倒たおしてしまった。

「おいおい、まん太た。本ほん当とうにあいつシャーマンか。なんもしなくても強つええじゃん。」

　たしかに。でも、おかしいな。昨夜ゆうべはたしかに霊れいを連つれていたんだ。





──ギャワワワワアアアアン!!






　そのときだった。倒たおされたチンピラのひとりが車くるまに乗のって[image: ]レンめがけて突とっ進しんしてきた。完かん全ぜんにはねとばそうとする勢いきおいだ。




「出いでよ！　馬バ孫ソン!!」




　上うわ着ぎを脱ぬいだ[image: ]レンの懐ふところにはピカピカの「位い牌はい」が。すると、[image: ]レンの背はい後ごに昨夜ゆうべの武ぶ人じんの霊れいが雄お叫たけびをあげながら現あらわれた。同どう時じに、[image: ]レンは持もっていたジュラルミンケースを開あける。中なかには折おりたたまれた武ぶ器きが。伸のばすと、『万まん辞じ苑えん』で見みたことのある大おおきな薙刀なぎなたのような中ちゅう国ごくの武ぶ器き「偃えん月げつ刀とう」になった。

「憑ひょう依い合がっ体たい！」

　やはり[image: ]レンはシャーマンだった。「馬バ孫ソン」と呼よばれた武ぶ人じんの霊れいと、自みずからを一いっ体たい化かさせる。




「中ちゅう華か斬ざん舞まい!!」





[image: ]








　[image: ]レンは、突とっ進しんしてくる車くるまに向むかって偃えん月げつ刀とうをふり下おろした。





──ズパァァアアン!!






　車くるまは真まっぷたつ。[image: ]レンを中ちゅう心しんに左さ右ゆうにわかれて大たい破はした。乗のっていたチンピラは必ひっ死しの形ぎょう相そうで中なかから出でてきた。

「死しね。」

　そのチンピラに[image: ]レンはとどめを刺さそうとした。しかし、それを葉ようくんが止とめる。

「シャーマンがひとの命いのちを奪うばおうとするなんて。いったい、どういうつもりだ。」

　[image: ]レンが「現あらわれたな、ヘッドホンの男おとこ。」と葉ようくんのほうにふり返かえる。

「そうムキになるな。こいつらの命いのちなどなんだと言いうんだ。」

　[image: ]レンは不ふ敵てきな笑えみを浮うかべている。

「空くう気きを汚けがし、星ほしを見みず、わが物もの顔がおで喰くらいつくす寄き生せい虫ちゅう。それがこいつら腐くさった人にん間げんの正しょう体たいだ。」

　ゆがんでいる。たしかに、人にん間げんは環かん境きょう破は壊かいをしてるし、やられたチンピラたちもいいことをしてたとは言いえないけど、それでも、そこまで言いわなくたって……。[image: ]レンは続つづける。

「こんなやつらがいくら死しのうがかまわない。」

　[image: ]レンの背はい後ごで、真まっぷたつになった車くるまから「ボガアン！」と爆ばく発はつ音おんがして、火ひが噴ふき出だした。ガソリンに引いん火かしたんだ。燃もえ上あがる炎ほのおを背せ負おって、[image: ]レンは宣せん言げんした。

「オレの名なは道タオ[image: ]レン。この世せ界かいを浄じょう化かする『シャーマンの王おう』になるべき男おとこだ。」

「シャーマンの王おう」っていったいなんだ。それに、世せ界かいを浄じょう化かするってどういう意い味みだ。

「さあ、話はなしは終おわりだ。ヘッドホンの男おとこよ。キサマの持もち霊れいをよこすのだ！」

　[image: ]レンは葉ようくんに向むかって、強つよく発はっした。

「いやです。」

（葉ようくん、ばっさりぃぃぃ！）

　あまりの即そく答とうぶりに、ぼくは心こころの中なかでツッコミを入いれた。

「なんなんだ、お前まえはさっきから。わけわからんことばかり言いって。だいたい、ひとに向むかっていきなりよこせとはなんだ！」

「フッ……。じゃあ、下くださいませ、と頭あたまでも下さげたらよかったのか？」

　[image: ]レンはバカにしたように言いった。

「ちがう！　阿あ弥み陀だ丸まるはオイラの友ともだちだ!!」

　いつになく真しん剣けんな顔かおで葉ようくんが言いった。

「だから、よこせとか下くださいとか、モノ扱あつかいするなってんだよ！」

　葉ようくんの言こと葉ばに「友ともだち？」と[image: ]レンが反はん応のうした。直ちょく後ご、「フッ。」とまたバカにするような笑わらいを口くちからこぼす。

「われらシャーマンにとって、霊れいなどしょせん能のう力りょくを引ひき出だすための道どう具ぐにすぎん。その道どう具ぐにくだらん友ともだち感かん情じょうを抱いだくなど、まったくバカげているとは思おもわんか？」

　今こん度どは、[image: ]レンの発はつ言げんに葉ようくんが「道どう具ぐ？」と反はん応のうした。葉ようくんの顔かおに怒いかりがにじむ。

「なんだ、その顔かおは、オレはただ真しん実じつを述のべただけではないか。」

　なんだかとてもヤバいムードだ。「一いっ触しょく即そく発はつ」という四よん文も字じ熟じゅく語ごがぼくの頭あたまに浮うかぶ。

「フッ……。しかし、シャーマンの王おうも知しらぬシャーマンがいるとは……。」

　ゆっくりと[image: ]レンが葉ようくんに歩あゆみ寄よる。背はい後ごには馬バ孫ソンという武ぶ人じんの霊れいがドロンと現あらわれる。

「キサマにサムライの霊れいは使つかいこなせん。キサマがどうしてもよこさぬというなら、力ちからずくでオレのものにしてやるまで。」

　[image: ]レンは「行いけ！　馬バ孫ソン！」と武ぶ人じんの霊れいに命めい令れいをした。

「持もち主ぬしであるあのシャーマンを破は壊かいするのだ！」

　破は壊かいってどういうことだ。まさか、殺ころすってことか。

「元がん来らい、霊れいは拠より所どころのない不ふ安あん定ていな存そん在ざい。飼かい主ぬしを失うしなった霊れいなど、簡かん単たんに手てなずけられる。そしてみごとな道どう具ぐに生うまれ変かわるのだ！」

　ひどい。ぼくは葉ようくんといっしょにいるようになって、霊れいにも感かん情じょうがあることを知しった。それを無む視しして道どう具ぐにしてしまうなんて、許ゆるせない。そして、それは、葉ようくんも同どう感かんだったようだ。

「お前まえがどんなたいそーなやつか知しらんが、霊れいを道どう具ぐ扱あつかいするのは許ゆるせん。」

　そう言いうと、「阿あ弥み陀だ丸まる！」と叫さけんだ。ドロンと阿あ弥み陀だ丸まる登とう場じょう。葉ようくんは落おちていた鉄てつパイプを拾ひろってかまえる。

「聞きいてたろ、阿あ弥み陀だ丸まる。こいつ、なんかまちがってる。こらしめてやろうぜ！」

「御ぎょ意い！」

　阿あ弥み陀だ丸まるも葉ようくんとまったくの同どう意い見けんだったようだ。




「「いくぞ、憑ひょう依い合がっ体たい!!」」




　葉ようくんと[image: ]レンが同どう時じに叫さけんだ。ちょっと、まさかふたりとも本ほん気きで戦たたかうつもりかい。




「サムライ　対たい　武ぶ人じんだ!!」





[image: ]








　時じ代だいも国こっ境きょうも越こえたバトルが始はじまってしまった。シャーマンはこんなことまで実じつ現げんしてしまうんだ。でも、いいんだろうか。憑ひょう依い合がっ体たいのすごさはぼくも知しっている。その状じょう態たいになったシャーマンふたりが戦たたかうなんて、無ぶ事じにすむわけがない。


──ビシビシビシビシビシ!!　ガガガガガ!!



　ふたりが激はげしくぶつかり合あう。阿あ弥み陀だ丸まると馬バ孫ソン。その力ちからは、互ご角かく。しかし、そもそもの身しん体たい能のう力りょくは[image: ]レンのほうが上うえだ。さっきのチンピラたちとの格かく闘とうでそれはわかっている。

「中ちゅう華か斬ざん舞まい!!」

　葉ようくんが一いっ瞬しゅん体たい勢せいを崩くずした瞬しゅん間かん、下したから斬きり上あげるように[image: ]レンがさきほど車くるまを真まっぷたつにした技わざを繰くり出だした。

「まずいよ、阿あ弥み陀だ丸まる！　それをかわさなきゃ、葉ようくんが真まっぷたつに！」

「なんの、これしき！」





──ガキィイイイン!!






　葉ようくんに憑ひょう依いした阿あ弥み陀だ丸まるは、偃えん月げつ刀とうの側そく面めんを鉄てつパイプではじいた。

「ククク……。さすがはオレの見みこんだ霊れいだ。」

　必ひっ殺さつ技わざを防ふせがれたにもかかわらず、[image: ]レンの顔かおには笑えみが浮うかんでいる。

「では、本ほん気きで狩からせてもらうとしよう！」

　本ほん気きだって。まさか、いままでは力ちから試だめしだったというのか。

「阿あ弥み陀だ丸まるよ。お前まえは確たしかに強つよい。わが馬バ孫ソンよりはるかにな。だが、そのヘッドホンの男おとこに憑ついていては『オレ』には勝かてん。」

　どういうことだ。シャーマンは霊れいの力ちからを使つかって戦たたかうんだって葉ようくんが言いってた。なら、阿あ弥み陀だ丸まるが馬バ孫ソンより強つよいなら、勝かつのは阿あ弥み陀だ丸まるのはずじゃないか。

「その男おとこは、10％パーセントもキサマの力ちからを引ひき出だせていない。」

　うそだろ。憑ひょう依い合がっ体たいしたときの葉ようくんと阿あ弥み陀だ丸まるはものすごく強つよいのに、それでも10％パーセントしか力ちからを出だせてないなんて。しかも、それが葉ようくんのせいだなんて。

「ふははははっ！　見みるがいい！　これが真しんのシャーマンの力ちからだ！」

　一いっ瞬しゅん、[image: ]レンの身体からだが光ひかったように見みえた。その直ちょく後ごだった。




「憑ひょう依い１００％パーセント!!　中ちゅう華か斬ざん舞まい!!」





[image: ]








　目めに見みえない速はやさで[image: ]レンの偃えん月げつ刀とうが繰くり出だされた。気きづけば鉄てつパイプは真まっぷたつに斬きられ、葉ようくんは地じ面めんに倒たおれている。

「よっ、葉ようくん!?」

　まさか。葉ようくんと阿あ弥み陀だ丸まるが負まけるなんて。いったい、何なにが起おこったんだ。

「これが、霊れいの動うごきを全ぜん開かいまでトレースする憑ひょう依い１００％パーセント状じょう態たいだ。霊れいを『友ともだち』などとぬかし、支し配はいもできないやつがオレに勝かてるハズがなかろう。」

「し、支し配はい……？」

　ぼくの疑ぎ問もんに[image: ]レンはこちらを向むかずに答こたえる。

「そうだ。われわれにはそうしなければならないわけがある。なにしろ、憑ひょう依い状じょう態たいにおいては、この身体からだにふたつの魂たましいが同どう居きょすることになるのだからな。」

「ふたつ……？　ああ、そうか！」

　つまり、ひとつの身体からだをふたつの魂たましいが操そう縦じゅうする。それが憑ひょう依い合がっ体たいしたときの状じょう態たいなんだ。そうなると、ふたつの魂たましいで考かんがえることやしたいことがちがえば、それだけ「身体からだの操そう縦じゅう」に不ふ具ぐ合あいが出でることになる。

「ほう、小ちいさいの。理り解かいが早はやいな。」

　お前まえだって小ちいさいじゃないか、とは思おもったけど、口くちには出ださなかった。

「シャーマンとは、自みずからの意い志しで霊れいの力ちからをこの世よに行こう使しする存そん在ざい。霊れいを『友ともだち』などと甘あまいことをほざいているやつに、霊れいの力ちからを１００％パーセント引ひき出だせるハズがなかろう！」

　霊れいを支し配はいできないシャーマンに、霊れいは使つかいこなせない。反はん論ろんが出でてこなかった。事じ実じつ、霊れいを友ともだちだと思おもう葉ようくんは、霊れいを道どう具ぐとして扱あつかう[image: ]レンにやられてしまった。

「安あん心しんして、死しんでゆけ。阿あ弥み陀だ丸まるはオレが上じょう手ずに使つかいこなしてやるよ。」

　倒たおれた葉ようくんに、[image: ]レンは近ちかづき、にやりと笑わらった。

「だから、阿あ弥み陀だ丸まるはオイラの友ともだちだっつってんだろうが。まだ道どう具ぐ扱あつかいすんのか。」

「よっ、葉ようくん！」

　よかった。どうやら、ぎりぎり「憑ひょう依い１００％パーセント中ちゅう華か斬ざん舞まい」をかわしていたようだ。でも、まだ、肩かたからどくどくと血ちが流ながれ続つづけている。重じゅう傷しょうなのに変かわりはない。

「まだ、立たち上あがるとは驚おどろきだが、そのケガだ。次つぎはかわせまい。」

　[image: ]レンがいまだ優ゆう勢せいであることはたしかだ。

「阿あ弥み陀だ丸まる。」

　葉ようくんがその名なを呼よぶと、憑ひょう依いがとけて、阿あ弥み陀だ丸まるが現あらわれた。

「せっかくお前まえは強つええのに、オイラがふがいなくてすまねえな。」

「葉よう殿どの……。」

「だから、お前まえはいますぐここから逃にげて、あの世よへ行いくんだ。」

　葉ようくんは阿あ弥み陀だ丸まるに成じょう仏ぶつしろと言いってるんだ。刀かたな鍛か冶じの喪も助すけさんのように。たしかに、喪も助すけさんと再さい会かいした阿あ弥み陀だ丸まるにはもう、この世よに未み練れんはないけれど。

「バカな！　通つう常じょう、一いち度ど成じょう仏ぶつした霊れいは二に度どとこの世よに戻もどってくることはないのだぞ。キサマ、持もち霊れいを捨すてるというのか!?」

　[image: ]レンの叫さけびに、今こん度どは、葉ようくんが不ふ敵てきに笑わらった。ついでに、「あかんべえ」までしてる。

「阿あ弥み陀だ丸まるがお前まえの『道も具の』になるくらいなら、ぜんぜんマシ！」

「キサマァ！　ならばそのサムライが成じょう仏ぶつする間まもなくキサマを殺ころし、わがモノとしてくれる！」

　[image: ]レンはふたたび馬バ孫ソンと憑ひょう依い合がっ体たいをして、襲おそいかかってきた。しかし、葉ようくんの前まえに、阿あ弥み陀だ丸まるが立たちふさがる。

「阿あ弥み陀だ丸まる!?　何なにしてんだ！　早はやく成じょう仏ぶつしろ！」

「拙せっ者しゃにはすでに、葉よう殿どのという未み練れんがこの世よにあるでござる！」

　阿あ弥み陀だ丸まるの言こと葉ばに、葉ようくんがハッとした顔かおをしていた。

「ハハハハッ！　素す晴ばらしい友ゆう情じょうだな。だが、その友ゆう情じょうゆえ、オレには勝かてぬのだ！」

　[image: ]レンが憑ひょう依い１００％パーセントの「中ちゅう華か斬ざん舞まい」を繰くり出だした。





──ガッ!!






　葉ようくんはそれを受うけ止とめていた。しかも、片かた手てで。

「[image: ]レン、お前まえのおかげでわかったよ。お互たがいの気き持もちが１００％パーセントひとつになれば、１００％パーセント霊れいの力ちからが引ひき出だせることに。」

「まさか。偶ぐう然ぜんだ。お前まえらに、友ともだち同どう士しなどと言いっているお前まえらに１００％パーセント憑ひょう依いなどできるハズは……。」

「できるさ。オイラたちの気き持もちはひとつになったからな。」

　さきほどの戦たたかいで真まっぷたつにされた鉄てつパイプを両りょう手てに持もち、葉ようくんは独どく特とくのかまえをした。

「ふざけるな！　いくら友ともだちとはいえ、意い思しが１００％パーセント一いっ致ちすることなどありえん！」

「ありえるさ、これが答こたえだ!!」

　ふたたび、葉ようくんと[image: ]レンが、阿あ弥み陀だ丸まると馬バ孫ソンが交こう差さする。




「如にょ来らい!!　阿あ弥み陀だ流りゅう後ご光こう刃じん！」





──パアアン!!







[image: ]





　閃せん光こうが起おきた瞬しゅん間かん、[image: ]レンが宙ちゅうを舞まっていた。葉ようくんと阿あ弥み陀だ丸まるの必ひっ殺さつ技わざが決きまったんだ。

「終おわったのか……？」

　気きづけば警けい察さつやら消しょう防ぼう隊たいやら、あたりは大だい混こん乱らん。いつの間まにか道タオ[image: ]レンはいなくなっていて、葉ようくんはそのまま目め覚ざめることなく、緊きん急きゅう入にゅう院いんすることになった。

「シャーマンってなんなんだ？　シャーマンの王おうってなんだ？」

　新あらたなシャーマンの登とう場じょうで、ひとつだけわかったことがある。ぼくは、まだ、シャーマンについて、何なにも知しらない……。





第だい四廻かい　イタコの許婚いいなずけ







　ここは「ふんばりヶが丘おか総そう合ごう病びょう院いん」の四〇一号ごう室しつ。葉ようくんが入にゅう院いんしている病びょう室しつだ。ぼくはここに毎まい日にちのようにお見み舞まいにきていた。今日きょうで、三みっ日か目め。

「……ぜんぜん起おきないね、葉ようくん……。肩かたの傷きずがよっぽどひどかったのかな。」

　独ひとり言ごとじゃない。ぼくはベッドの向むこうにたたずむ阿あ弥み陀だ丸まるに向むかって言いったんだ。

「いや、あの無む茶ちゃな憑ひょう依いが葉よう殿どのの心しん身しんに大おおきな負ふ担たんとなってしまったのでござる。」

　阿あ弥み陀だ丸まるは「口くち惜おしや。」と連れん呼こする。これが「恨うらめしや。」だったら、立りっ派ぱな怨おん霊りょうになってしまうところだ。いや、ちょっと前まえまで、ぼくは怨おん霊りょうだと思おもってたんだけど。

「阿あ弥み陀だ丸まるのせいじゃないよっ！　ぜんぶ、あの[image: ]レンってやつのせいだって！」

　落おちこむ阿あ弥み陀だ丸まるをなぐさめながら、ぼくは改あらためて、あの道タオ[image: ]レンという少しょう年ねんは何なに者ものだったんだろうと考かんがえた。そして、彼かれが口くちにしていた「シャーマンの王おう」とは。

「ねえ、葉ようくんは知しってるのかい？　知しってたら、教おしえておくれよ……。」

　眠ねむり続つづける葉ようくんに、ぼくはそうつぶやいた。

「教おしえてあげるわよ。」

　声こえがして、顔かおを見みあげると、病びょう室しつの入いり口ぐちに、すらっと細ほそ身みで、頭あたまにバンダナをまいた女おんなの子こが立たっていた。首くびに大おおきな「数じゅ珠ず」をつけているところを見みると、また、シャーマンがらみかもしれない。

「ど、どなたですか？」

　[image: ]レンのこともある。ぼくは、丁てい寧ねいに慎しん重ちょうに、言こと葉ばを選えらびながらたずねた。葉ようくんが動うごけないいま、おそわれてしまったら、どうすることもできないから。

「あたしは、シャーマン。イタコのアンナ。」

「やっぱりぃいいい!!」

　予よ想そう的てき中ちゅうすぎて、ぼくはイスから飛とびあがってしまった。

「麻あさ倉くら葉ようの許婚いいなずけよ。」





[image: ]





「え？　ええええええええ!?」

　予よ想そう外がいすぎる補ほ足そく説せつ明めいに、ぼくは飛とびあがった後あと、床ゆかに転ころげ落おちてしまった。

「さわがしいわね、おチビさん。」

「イタコのアンナ」と名な乗のった女おんなの子こは、つかつかとこちらまで近ちかづいてきて、阿あ弥み陀だ丸まるをちらりとにらむと「どいて。」と言いって、ベッド脇わきのイスに腰こしかけた。

「ほ、本ほん当とうに、葉ようくんの、い、許婚いいなずけなの？」

　今こん度どは、ぼくをぎろりとにらむアンナさん。「はあー。」と面めん倒どうくさそうにため息いきをつくと、「麻あさ倉くら家けはね、代だい々だいシャーマンの家か系けいなの。」と語かたり出だした。

「麻あさ倉くら葉よう明めい、陰おん陽みょう師じ。『式しき神がみ』を得とく意い技わざとする葉ようのじいさまよ。」

「麻あさ倉くら木き乃の、イタコ。葉ようのばあさまであたしのお師し匠しょうさんね。」

「麻あさ倉くら茎けい子こ、巫み女こ。麻あさ倉くら幹みき久ひさ、修しゅ験げん者じゃ。このふたりが葉ようの両りょう親しん。」

　つぎつぎと葉ようくんの家か族ぞくの情じょう報ほうが出でてくる。どうやら、葉ようくんの関かん係けい者しゃであることはまちがいなさそうだ。

「本ほん当とうに許婚いいなずけなんだね。」

「だから、最さい初しょからそう言いってるじゃない。あたしは『シャーマンキング』の妻つまになる女おんな、恐きょう山やまアンナ、十三歳さいよ。」

　ぼくと同おない年どしなのに、この貫かん禄ろく。しかも、十三歳さいでもう結けっ婚こんする相あい手てを決きめてるなんて。シャーマン業ぎょう界かい、おそるべし。

「って、そんなことより、いま『シャーマンキング』って言いった？　それなんなの？　シャーマンの王おうと同おなじ？」

　ぼくが勢いきおいこんでたずねると、アンナさんは「あんた何なにも知しらないのね。」とふたたびため息いきをついた。

「全ぜん知ち全ぜん能のう、究きゅう極きょくの霊れい。一いっ般ぱん的てきには『神かみ』と呼よばれる偉い大だいなる精せい霊れいの王おう。その精せい霊れいの王おうと一いっ体たい化かでき、かつ、すべてのシャーマンの能のう力りょくを持もつ存そん在ざい。人にん間げんの歴れき史し上じょう、救きゅう世せい主しゅと呼よばれてきた者ものたち。それが……、」

　神かみ様さまとか救きゅう世せい主しゅとかすごいワードが出でてきて、ぼくののどがごくりと鳴なる。




「シャーマンキング。」




　アンナさんの口くちからその言こと葉ばが出でたとき、ぼくらの間あいだで寝ねていた葉ようくんがむくりと起おき上あがった。

「ああ、やっぱり、[image: ]あいつが言いってた『シャーマンの王おう』って『シャーマンキング』のことだったんか。」

「葉ようくんっ!!」

「葉よう殿どのっ!!」

　ぼくと阿あ弥み陀だ丸まるは、感かん激げきして思おもわず葉ようくんに飛とびつこうとした。しかし。





──ビシッ！　バシッ！






　ぼくは平ひら手てで、阿あ弥み陀だ丸まるは数じゅ珠ずで、アンナさんにしばかれてしまった。

「なに許婚いいなずけを差さし置おいて抱だきつこうとしてんのよ。」

　ひどい。なんて暴ぼう力りょく的てきな許婚いいなずけなんだ。ぼくと阿あ弥み陀だ丸まるは涙なみだ目めになってしまった。

「久ひさしぶりね、葉よう。この前まえの木き乃のの里さと帰がえり以い来らいかしら。」

「ア、アンナ。お前まえ、どうしてここに……？」

　にこりとほほえむアンナさん。対たい照しょう的てきに、アンナさんに気きづいた葉ようくんは、脂あぶら汗あせをかいてビビっている。

「忘わすれたの。あたしは葉ようのばあさま、麻あさ倉くら木き乃のに育そだてられたイタコよ。特とく技ぎは『口くち寄よせ』。たとえあたしがどこにいたって、たとえ霊ゴーストが成じょう仏ぶつしてたって、いつでもどこでも霊れいを呼よべちゃう、話はなせちゃう。」

　アンナさんが「ジャラン」と数じゅ珠ずをふると、背はい後ごに「ドロン」と、見みたことのある顔かおの霊れいがたくさん現あらわれた。その中なかには葉ようくんが成じょう仏ぶつさせた霊れいも混まじっている。

「だから、ふんばりが丘おかの霊れいを呼よべば、葉ようのことなんて全ぜん部ぶわかっちゃうんだから。」

　それってすごくおそろしいことなんじゃ。アンナさんにはいっさい隠かくしごとができないってことだから。

「ちょっと、そこのおチビさん？」

　ぼくのことかな。自じ分ぶんの顔かおを指ゆび差さしてぽかんとしてると、「ジュース買かってきて。」と命めい令れいされてしまった。「なんでぼく？」と言いい返かえそうとした瞬しゅん間かん、またまたほっぺを平ひら手てでぴしゃり。

「ぎゃあぎゃあ、うるさいわね。未み来らいのシャーマンキングの妻つまの言いうことは絶ぜっ対たいなのよ。」




「いったいなんなんだよ、あのおっかない女おんなの子こは……。」

　ぼくはエレベーター横よこの自じ販はん機きでぶちぶち言いいながらジュースを買かっていた。

「すまねえな、まん太た。」

　ふり返かえると葉ようくんが立たっていた。トイレに行いくと言いってアンナさんから逃にげてきたらしい。

「シャーマンも人じん口こう減げん少しょうが激はげしいからな。親おや同どう士しが勝かっ手てに決きめちまったらしい。」

　いつもへらへらしている葉ようくんがいつになく困こまった顔かおをしている。

「でも、まさかばあちゃんとこのアンナになるなんてな……。」

　ついには頭あたまを抱かかえてしまった。

「アンナさんって、そ、そんなにヤバいのかい？」

「あいつとは小ちいさいころからの仲なかだけど、会あうたびに泣なかされてた記き憶おくしかない。」

　ああ。葉ようくん、かわいそうに。そんな「天てん敵てき」みたいなひとが許婚いいなずけになっちゃうなんて。

「でも、アンナのやつ、本ほん気きでオイラをシャーマンキングにするつもりだぞ。スペシャルメニューの修しゅ業ぎょうを用よう意いしてるって言いってたしな。」

　葉ようくんはそのスペシャルな修しゅ業ぎょうのメニューを想そう像ぞうして、ため息いきをついている。ジュースを買かい終おわったぼくたちは病びょう室しつに戻もどることにした。

「でもさ、きみのご両りょう親しんたちが彼かの女じょをパートナーに選えらんだのって、きみにやる気きをださせるためなんじゃないの？」

　ゆるゆるマイペースな葉ようくんがシャーマンキングになるなんて、ぼくにはちょっと想そう像ぞうがつかなかった。やり方かたはまちがってるけど、あの[image: ]レンってやつのほうが、よっぽど「王おう様さま」ぽいもんな。

「オイラにはオイラなりのまったりとしたやり方かたってもんがあるんだ。」

「あんた死しにたいの？」

　病びょう室しつに戻もどった瞬しゅん間かん、アンナさんはそう言いって、葉ようくんに詰つめ寄よってきた。

「あの[image: ]レンってやつがまたおそってきたら、今こん度ども都つ合ごうよく憑ひょう依い１００％パーセント状じょう態たいになるなんてこと、絶ぜっ対たいにありえないのよ。」

　イタコのアンナさんにはすべてお見み通とおしみたいだった。[image: ]レンとの戦たたかいのこともすでに耳みみにはいっていたんだ。

「今いまのあんたじゃ、あいつに勝かてない。それに、世せ界かい中じゅうから集あつまる選えりすぐりのシャーマンたち相あい手てじゃ、シャーマンキングになるなんて、夢ゆめのまた夢ゆめよ。」

　アンナさんの言こと葉ばに、ぼくらは「世せ界かい中じゅう？」と声こえを揃そろえる。

「ま、まさか。」

　葉ようくんだけは何なにか心こころ当あたりがあるみたいだ。

「そう。人ひと々びとが大おおいなる霊れいの存そん在ざいを忘わすれ、己おのれの欲よくのままに動うごき、世せ界かいの秩ちつ序じょが乱みだれたいま……。ついに、そのまさかの時ときがやってきたのよ。」

　アンナさんの鋭するどい目めが、いっそう鋭するどくなる。

「精せい霊れい王おうを求もとめ、世せ界かい中じゅうのシャーマンが集つどい、この世せ界かいの救きゅう世せい主しゅたるべくシャーマンキングの座ざをかけて争あらそう。その名なも……。」

　ごくりとぼくののどが鳴なった。




「シャーマンファイト・イン・トーキョー。」




　緊きん張ちょうして聞きいていたが、その名な前まえを聞きいて、ぼくは思おもわず笑わらいをこぼしてしまった。

「あっはっはっ。どんなすごい争あらそいが起おきるかと思おもったら、なんだいその何なにかの大たい会かいみたいな名な前まえは。それに『イン・トーキョー』って。」

　オリンピックじゃあるまいし、とぼくが付つけ加くわえると、「ズパァアン！」とアンナさんにひっぱたかれた。

「これはマジメな話はなしよ。シャーマンファイトはその時じ代だいにもっとも乱みだれた場ば所しょで行おこなわれる。いつの世よも『救きゅう世せい主しゅ』はそういう場ば所しょから生うまれるから。」

　ショックだった。ぼくらの住すんでるこの国くにが、この街まちが、いまもっとも乱みだれた場ば所しょだなんて。でも、同どう時じにそこから救きゅう世せい主しゅが生うまれるということには、少すこし興こう奮ふんしていた。

「この東とう京きょうには世せ界かい各かく地ちからシャーマンが続ぞく々ぞくと集つどい始はじめているの。それぞれの理り想そうと自じ慢まんの霊ゴーストを胸むねに抱いだいてね。」

　[image: ]レンもそのひとりだったというわけだ。だから彼かれは葉ようくんを狙ねらったんだ。

「葉よう。あたしのダンナとなる以い上じょうは、意い地じでもシャーマンキングになってもらうわよ。そのために、そのヤワな根こん性じょう、たたき直なおしてあげるから。」

　こうして、葉ようくんのシャーマンキングをめざす修しゅ業ぎょうがはじまった。それも、アンナさん発はつ案あんのスペシャルなやつが……。





第だい五廻かい　カンフーキョンシー







　新しん学がっ期き。結けっ局きょく、夏なつ休やすみ中ちゅうぼくは葉ようくんと会あうことができなかった。ぼくはぼくなりに「シャーマンファイト」について調しらべてみたけど、ネットにも『万まん辞じ苑えん』にも、それらしいことは何なにものっていなかった。

「そもそも、なんでシャーマン同どう士しが戦たたかわなきゃいけないんだ？」

　独ひとり言ごとのつもりだった。でも、その「？」に答こたえが返かえってきた。

「『ひとはつねに極きょく限げん状じょう態たいの中なかでのみ実じつ力りょくが試ためされる。だから戦たたかいこそがシャーマンキングを選えらぶのにふさわしいやり方かたなのだ』だってよ。」

「葉ようくん!?」

　声こえのほうをふりむくと、傷きずだらけでボロボロの葉ようくんが立たっていた。

「どうしたの？　その傷きず！　まさか、もうシャーマンファイトが……!?」

「いや、これは、アンナのスペシャル修しゅ業ぎょうコースで。」

　言いい終おわるやいなや、葉ようくんは机つくえに倒たおれこんだ。




「地じ獄ごくの特とっ訓くん!?」




　まさか、本ほん当とうに夏なつ休やすみ中ちゅうずっと特とっ訓くんをしてたなんて。いったい、どんな内ない容ようだったんだろう。

「ずっと体たい力りょく作づくりさ。」

　葉ようくん曰いわく、自じ身しんに霊れいを降おろして戦たたかうスタイルの葉ようくんは、霊れいの力ちからを１００％パーセントトレースして動うごけるように、それなりの筋きん力りょくや持じ久きゅう力りょくや、攻こう撃げきされたときの耐たい久きゅう力りょくなどが必ひつ要ようになるらしい。その「戦せん闘とう」を想そう定ていした修しゅ業ぎょう内ない容ように、改あらためてぼくは「シャーマンファイト」がウソではないことを感かんじた。

「あのな、まん太た。このだるいの大だい好すきっ子このオイラが、意い味みもなくつらい修しゅ業ぎょうなんかするわけないだろ？」

　そんなこと言いわれても。でもたしかに葉ようくんがこんなにぼろぼろになるまでマジメに修しゅ業ぎょうするなんて意い外がいではあった。

「シャーマンファイトは、シャーマン能のう力りょくと持もち霊れいの能のう力りょくの総そう合ごう力りょくを競きそう大たい会かいなんだ。」

　だから、持もち霊れいがどんだけ強つよくたって、その霊れいの力ちからを１００％パーセント使つかいこなせなきゃ勝かつことは難むずかしい、と葉ようくんは続つづけた。

「オイラ、がんばるんだ。」

　そう言いうと、葉ようくんはポケットから位い牌はいを取とり出だした。

「今いまは遠とおい先さきにある夢ゆめよりも、この阿あ弥み陀だ丸まるに見み合あうシャーマンになるために。」

　なんだ、なんだ。「がんばる」なんて。急きゅうに葉ようくんが立りっ派ぱになった気きがする。

「いったい何なにがあったんだい？」

「べつに。オイラはただ、阿あ弥み陀だ丸まるをだれかにとられないように、強つよくなりたいだけさ。」

　またもやカッコいいセリフ。そんなやる気きに満みちあふれたやつだったっけ。

「またまたぁ。ほんとはアンナさんに無む理りやりやらされてるだけだったりして。」

　ぼくは冗じょう談だんっぽく葉ようくんをからかった。

「む、無む理りやりって言いうな。こ、これはオイラのほ、本ほん当とうの気き持もちなんだ……。」

　葉ようくんの目めにうっすらと涙なみだが浮うかんでいる。

「図ず星ぼしだったんだ……。」

　かわいそうな葉ようくん。毎まい日にちが地じ獄ごくのような日ひ々びだったらしい。逆さからえば、ひっぱたかれるわ、ひっかかれるわ。生なま傷きずが絶たえない理り由ゆうはむしろそっちのせいじゃないだろうか。

「でも、アンナさんってすごいんだね。あれだけやる気きのなかったきみをそこまでさせるなんて。」

「へっ。冗じょう談だんじゃねえや。あの地じ獄ごくから解かい放ほうされたと思おもうと、新しん学がっ期きがはじまってホッとしてるぞ。」

「甘あまい。あんた今日きょう、一日にち空くう気きイスね。」

　ぼくと葉ようくんは、ぎくりとして声こえのしたほうを見みる。そこにはアンナさんが立たっていた。夏なつ休やすみ前まえに会あった、バンダナ、数じゅ珠ず姿すがたじゃない。制せい服ふく姿すがただ。しかもうちの学がっ校こうの。

「え～、というわけで、突とつ然ぜんだが、また転てん校こう生せいだ。」

（ウソでしょ～!?）

　どうやら、葉ようくんに安あん息そくの地ちはないらしい。空くう気きイスでひざをプルプルふるわせている葉ようくんに、ぼくは心しん底そこ同どう情じょうした。




「映えい画がに行いくわよ。」

　放ほう課か後ご、アンナさんがそう言いい出だしたときには、これも何なにかの修しゅ業ぎょうかと思おもった。しかし、実じっ際さいは、チケットをもらったから、というシンプルな理り由ゆうだった。

「ウアチョーッ!!」

　劇げき場じょうに響ひびく雄お叫たけび。繰くり広ひろげられるカンフーアクション。映えい画がのタイトルは『パイロン怒いかりの一いっ発ぱつ』。ぼくの大だい好すきな李リー白パイ竜ロンが出でている古ふるい映えい画がのリバイバル上じょう映えいだ。

「いやー、かっこよかったなー。」

　映えい画が館かんを出でた後あとも、葉ようくんは興こう奮ふんしていた。

「いやー、拙せっ者しゃ、映えい画がなるものは初はじめて観みたでござるが、実じつにすばらしいものでござったー。」

　阿あ弥み陀だ丸まるも満まん足ぞくしているようだ。

「あんたら、映えい画がの最さい中ちゅうに『おー』とか『ござる』とかうるさいのよ。」

　アンナさんは集しゅう中ちゅうできなかったと、文もん句くを言いっている。

「でも、やっぱり李リー白パイ竜ロンはすごいね。何なにがすごいってあのアクションがフィクションじゃないってとこがまたすごいよね。」

　昔むかしから白パイ竜ロンファンのぼくは、つい「すごい」を連れん呼こしてしまう。

「あれ、演えん技ぎじゃないのか？」

　葉ようくんも驚おどろいている。そうなのだ。白パイ竜ロンは独どく自じのカンフー『導ダオ弾ダン道ドー』をあみだすほどの格かく闘とう家か。『導ダオ弾ダン道ドー』はカンフー、ボクシング、ムエタイ、空から手てをミックスした一いち撃げき必ひっ殺さつの拳けん法ぽうなんだ。その威い力りょくはまさにミサイルのごとし。だから中ちゅう国ごく語ごでミサイルを意い味みする『導ダオ弾ダン』の名な前まえがつけられている。

「くわしいな、まん太た。」

「拙せっ者しゃ、一いち度ど、手て合あわせしてみたいものでござるなぁ。」

「それは、無む理りなんだ……。」

　そう。李リー白パイ竜ロンは三十歳さいの若わかさで謎なぞの死しを遂とげたんだ。その理り由ゆうはいっさい不ふ明めい。しかも、葬そう儀ぎの途と中ちゅうで死し体たいが消きえるというミステリー。その謎なぞが謎なぞを呼よび、李リー白パイ竜ロンは伝でん説せつとなってしまったんだ。

「その話はなし、気きになるわね。」

　アンナさんも白パイ竜ロンのすごさに感かん動どうしたのかと思おもったらちがっていた。

「差さし出だし人にん不ふ明めいで送おくられてきた映えい画がのチケット。内ない容ようは大おお昔むかしのもので、その主しゅ演えんは謎なぞの死しを遂とげ、死し体たいは行ゆく方え不ふ明めい。あやしいわね……。」

　たしかに、あやしい。でも、そんなあやしいチケットでよく映えい画がを観みようと思おもったな。

「だって、無タ料ダだから。」

　ああ、そうですか。アンナさんはしっかり者ものだ。そんな会かい話わに知しらない声こえが割わって入はいってきた。

「うふふ。わが李リー白パイ竜ロンの映えい画がは堪たん能のうしていただけたようね。彼かれ、とても強つよかったでしょ？　麻あさ倉くら葉ようくん。」

「だれだっ!?」

　ぼくらは声こえのほうにふり返かえる。そこには、「チャイナドレス」を着きたきれいなお姉ねえさんが。

「私わたしは『道どう士し』、道タオ潤ジュン。」

　道どう士しとはなんだろう。それに、「道タオ」ってまさか……。

「あなたにお願ねがいがあるの。私わたしの愛あい弟てい、[image: ]レンのためにそのサムライをいただけないかしら？」

　やはりあの[image: ]レンってやつの仲なか間まだった。「愛あい弟てい」ってことは、あいつの姉あねか。

「余よ計けいな戦たたかいはしたくないの。だから、映えい画がを観みて、彼かれの強つよさを知しってもらいたかった。」

　潤ジュンというひとはそう言いうと、ひらりとドレスの「スリット」から、お札ふだのようなものを取とり出だした。

「それは、呪じゅ符ふ！　道どう士しってまさか!?」

　アンナさんは、そのお札ふだが何なにか気きづいたようだ。

「離はなれて、葉よう！　その女おんな、シャーマンよ！」

　道タオ潤ジュンにいちばん近ちかい場ば所しょにいた葉ようくんにアンナさんが叫さけんだ。

「ふふ。ようやく気きづいたようね。『道どう士し』とはわが偉い大だいなる中ちゅう国ごくに古こ来らいより伝つたわるシャーマンのひとつ。その呪じゅ術じゅつは『符ふ』による憑ひょう依い術じゅつ。」

　道タオ潤ジュンは両りょう手てに「呪じゅ符ふ」を持もつと、バッと宙ちゅうにほうった。

「さあ、出でていらっしゃい！　わが戦せん士し、李リー白パイ竜ロン!!」

　李リー白パイ竜ロンだって。いったい、何なにを言いってるんだ。


──ドォオオオン!!



　ものすごい地じ響ひびき。何なにかが空そらから降ふってきて、地じ面めんをふるわせた。

「李白竜ホンモノだ!!」





[image: ]





　ぼくは混こん乱らんしていた。さっき映えい画がの中なかでカンフーアクションを繰くり広ひろげていた李リー白パイ竜ロンが目めの前まえにいる。大だいファンのぼくが見みまちがえるはずがない。

「でも、あれ、本ほん当とうの身体からだだよ!?　幽ゆう霊れいじゃないよ!?　白パイ竜ロン、死しんだハズだよね？」

「あれは、死し体たいよ。」

　パニクるぼくに対たいして、アンナさんは冷れい静せいだ。

「ただし、あの女おんなの『符ふ』によって意いのままに操あやつられる、動うごく屍しかばね人にん形ぎょう『キョンシー』だけどね。」

　キョンシー。『万まん辞じ苑えん』で見みたことがある。でも、目めの前まえの白パイ竜ロンが「それ」なんて、まだ信しんじられない。

「そう。私わたしたち道どう士しは、持もち霊れいを霊れい本ほん人にんの屍しかばねに入いれて操あやつるの。その肉にく体たいは本ほん人にんのものだから、つねに憑ひょう依い１００％パーセント状じょう態たいを維い持じできる。」

　淡たん々たんと語かたる道タオ潤ジュンがぼくはおそろしかった。霊れいを死し体たいに入いれて操あやつるなんて、そんなひどいこと。

「つまりこの李リー白パイ竜ロンのキョンシーは、道タオ家けが捕ほ獲かくした最さい高こうの屍しかばね兵へい器きよ。」

「ふざけんなっ」

　葉ようくんは静しずかに、しかし強つよくそう発はっした。

「捕ほ獲かく？　兵へい器き？　お前まえも霊れいのことをそんなふうに思おもってんのか。」

　葉ようくんの声こえには怒いかりがこもっていた。そう、道タオ潤ジュンの弟おとうと、[image: ]レンと戦たたかったときのように。

「そんなことはどうでもいいの。私わたしの能のう力りょくはすべて見みせたわ。さあ、観かん念ねんしてサムライの霊れいをわたしなさい。」

「うるせえ。」

　葉ようくんは阿あ弥み陀だ丸まるをヒトダマモードにした。修しゅ業ぎょうの成せい果かなのか、夏なつ休やすみ前まえに見みたときとちがって、ヒトダマに変へん化げした阿あ弥み陀だ丸まるが、小ちいさな刀かたなと鎧よろいを身みに付つけている。戦たたかう気きだ。

「だれにもわたすつもりはないが……、お前まえらにゃ、絶ぜっ対たいわたさん！」

　道タオ潤ジュンは、深ふかいため息いきをついた。

「そう……。やるしかないのね。こうなったら力ちからずくよ。『戦せん闘とう用よう呪じゅ符ふ』装そう着ちゃく！　白パイ竜ロン、その坊ぼうやに制せい裁さいを！」

「憑ひょう依い合がっ体たい!!」

　白パイ竜ロンが動うごき出だす前まえに、葉ようくんは阿あ弥み陀だ丸まると一いっ体たいになって、鉄てつパイプをふりおろした。

「早はやい！　合がっ体たいまで一・五秒びょう。修しゅ業ぎょうの成せい果かが出でてるじゃない！」

　アンナさんの地じ獄ごくの特とっ訓くんのおかげのようだ。

「甘あまい！　白パイ竜ロンは史し上じょう最さい強きょうのカンフーマスター。サムライのウスノロくさい刀かたななど、とうに見み切きっているわ。」

　道タオ潤ジュンの言こと葉ばどおり、背せ中なかから取とり出だしたヌンチャクで、葉ようくんの手てから鉄てつパイプがからめ取とられてしまった。

「ごめんなさい。私わたしの白パイ竜ロンは無む敵てきなの。」





──ドン!!






　武ぶ器きを失うしなった葉ようくんの胸むねに白パイ竜ロンの「掌しょう底てい」が突つき刺ささる。

「ガハッ！」

　あれは、身体からだの芯しんに衝しょう撃げきを伝つたえる技わざだ。葉ようくんの口くちから苦くるしそうな声こえがもれる。

「これでわかったでしょう？　あなたでは私わたしに勝かつことはできないの。シャーマンから霊れいをもらうには当とう人にん同どう士しが認みとめないかぎり、相あい手てのシャーマンを行こう動どう不ふ能のうにすることで、無む理りやり奪うばうしかない。つまり、最さい後ごには殺ころすということよ。」

　ウソでしょ。このひと、葉ようくんを殺ころすつもりなのか。ダメだ、そんなの。

「わかったらおとなしく、サムライを……、」

「う、うるせえ……。阿あ弥み陀だ丸まるはやらんっつったろ。」

「そう。それじゃあ、あなた、死しんでもいいのね。」

　そう言いうと、道タオ潤ジュンは、自じ分ぶんの親おや指ゆびをかみ、そこから出でた血ちで呪じゅ符ふに何なにかを書かき始はじめた。

「白パイ竜ロン！　彼かれが死しぬまで攻こう撃げきを！」

　血ちで書かかれた呪じゅ符ふを投なげると、白パイ竜ロンのおでこにぴたりと貼はりついた。【勅ちょく令れい　殺さつ人じん上じょう等とう】と書かかれている。


──ブワッ!!



　白パイ竜ロンは葉ようくんをつかんで、宙ちゅう高たかく投なげ飛とばした。そのまま、葉ようくんを追おうように、ジャンプ。

「あれは、まさか、導ダオ弾ダン道ドー!?」

　何なん度ども映えい画がで観みた。ミサイルが発はっ射しゃ台だいから放はなたれるように、垂すい直ちょくに飛とびあがる技わざ。




「火フォ箭ジャン脚キャクだ!!」





[image: ]








　垂すい直ちょくに蹴けり上あげた右みぎ足あしが葉ようくんに突つき刺ささる。が、葉ようくんはそれをガード。やはり修しゅ業ぎょうの成せい果かが出でてる。攻こう撃げきを受うけたときの対たい応おうが早はやい。

「甘あまい！」

　道タオ潤ジュンが笑わらう。そうだ、導ダオ弾ダン道ドーにはまだ技わざがたくさんある。空くう中ちゅうで回かい転てんしながら白パイ竜ロンが右みぎ足あしをものすごい速はやさでふり下おろす。「大たい陸りく間かん弾だん道どう弾だん」の異い名みょうがついたあの技わざだ。




「洲ゾウ[image: ]ジ導ダオ弾ダン脚キャク!!」




　葉ようくんが地じ面めんにたたきつけられる。白パイ竜ロンの連れん撃げきは止とまらない。「急きゅう降こう下か爆ばく撃げき機き」の名ながつけられた「俯フー冲チョン[image: ]ホン炸ジャ機ジー」で降おりてくると、そのまま「[image: ]ホン炸ジャ脚キャク」を葉ようくんの身体からだにめりこませる。

「大だい丈じょう夫ぶ!?　葉ようくん！」

　ぼくは倒たおれた葉ようくんに駆かけよった。

「むだよ。私わたしの白パイ竜ロンの攻こう撃げきを受うけて立たち上あがった者ものなどいない。」

　道タオ潤ジュンがぼくらを見み下おろしている。

「ひきょうだぞ！」

　ぼくは叫さけんだ。丸まる腰ごしの葉ようくんが、李リー白パイ竜ロンに敵かなうわけないじゃないか。それをなぶり殺ごろしみたいにするなんて。

「こんなのおかしいよ！　李リー白パイ竜ロンは正せい義ぎの味み方かたで、ぼくの憧あこがれだったのに。なのに、なんで……!?」

　くやしかった。大だい好すきな白パイ竜ロンが大たい切せつな友ともだちを傷きずつけてるなんて。

「それは、李リー白パイ竜ロンがあの女おんなに操あやつられているからよ。」

　アンナさんが教おしえてくれる。道どう士しはあの呪じゅ符ふによっていろいろな行こう動どうパターンを死し体たいにプログラムすることができるらしい。

「だから、悪わるいのは白パイ竜ロンじゃない。あの女おんなよ！」

　そんな。それじゃあ、白パイ竜ロンは自じ分ぶんの意い思しとは関かん係けいなく、あのひとに使つかわれてるだけなのか。

「何なにが悪わるいの？　シャーマンは霊れいを支し配はいするもの。わが道タオ家けでは、幼おさないころより自じ分ぶんの支し配はいする持もち霊れいを与あたえられるの。」

「まさか、白パイ竜ロンは……？」

　いやな予よ感かんが頭あたまをよぎる。白パイ竜ロンの謎なぞに包つつまれた「死し」の本ほん当とうの理り由ゆうって……。

「そう。両りょう親しんが私わたしの誕たん生じょう祝いわいに殺ころしてくれた、最さい強きょうのプレゼントよ。」

「あんまりだよ。ぼくの憧あこがれの白パイ竜ロンが、そんなことのために殺ころされただなんて……。あまりにもかわいそうだよ。」

　ぼくの目めから涙なみだがこぼれ落おちる。

「かわいそうもなにもない。白パイ竜ロンは私わたしの操あやつり人にん形ぎょう。人にん形ぎょうは感かん情じょうなど持もち合あわせていないものよ。」

「ふざけんな。」

　葉ようくんが鉄てつパイプを拾ひろいあげ、起おき上あがって言いった。

「感かん情じょうがない霊れいなんていねえ！」

「バカな！　白パイ竜ロンの攻こう撃げきを受うけて立たち上あがる者ものなどいないはず……!?」

「へへ。この夏なつの特とっ訓くんで打うたれ強づよくなったかんな。それにな、オイラと阿あ弥み陀だ丸まるにゃ、心こころに迷まよいのある攻こう撃げきは通つう用ようしねえんだ。」

　葉ようくんの言こと葉ばに、道タオ潤ジュンが動どう揺ようしている。

「いくらお札ふだで操あやつられていようと、こいつの心こころまでは操あやつることはできねえ。なあ、そうだよな、李リー白パイ竜ロン？」

　葉ようくんがそう白パイ竜ロンに語かたりかけると、白パイ竜ロンが目めから涙なみだを流ながしていた。

「そんなっ!?　キョンシーに感かん情じょうなんてないはず。まさか、麻あさ倉くら葉ようと出で会あったことで、眠ねむっていた感かん情じょうが呼よび起おこされたというの？」

　道タオ潤ジュンの顔かおに、初はじめて焦あせりが浮うかんだ。でも、すぐにそれをふり払はらうように、白パイ竜ロンに命めい令れいを下くだす。

「ええい！　そんなはずはない！　白パイ竜ロン！　早はやくとどめを刺さすのよ！」


──ゴオオオオオオオ!!



　白パイ竜ロンが涙なみだを流ながしながらこちらに襲おそいかかってきた。

「へへ。待まってなよ、白パイ竜ロン。もうすぐそのお札ふだをはがして、お前まえの魂たましいを解かい放ほうしてやる！」

　葉ようくんは、白パイ竜ロンのヌンチャクを自じ分ぶんの左ひだり腕うでにからめて、動うごきを封ふうじた。そして、右みぎ手ての鉄てつパイプでイッキに額ひたいのお札ふだを狙ねらう。

「甘あまいわ！　カンフーの極ごく意いは接せっ近きん戦せんにあり。その間ま合あいは、白パイ竜ロンにとって絶ぜっ対たいの領りょう域いきよ。」

　葉ようくんの斬ざん撃げきより早はやく白パイ竜ロンのキックが飛とんできた。カウンターをくらう形かたちで、葉ようくんはふっとばされてしまった。

「申もうし訳わけない葉よう殿どの。せめて刀かたならしい刀かたなさえあればどうにかなるのでござるが。どうにも鉄てつパイプでは……。」

　阿あ弥み陀だ丸まるが悔くやしそうにつぶやいた。

「どういうことだ、阿あ弥み陀だ丸まる？」

「いや、ただの泣なき言ごとととってくれて構かまわんが、刃やいばがなくても、せめて『握にぎり』のある刀かたながあれば、拙せっ者しゃ、間ま合あいの外そとから額ひたいの札ふだを切きりはがすことができるでござるが……。」

　確たしかにサムライが装そう備びするのは、刀かたなであって鉄てつパイプではない。阿あ弥み陀だ丸まるが真しんの実じつ力りょくを出だせないのもわかる。阿あ弥み陀だ丸まるの親しん友ゆうで刀かたな鍛か冶じの喪も助すけさんも言いってたじゃないか。阿あ弥み陀だ丸まるは、名めい刀とう『春はる雨さめ』を持もてば無む敵てきの強つよさだったって。

　でも、春はる雨さめは郷きょう土ど資し料りょう館かんに返かえしてしまった。まさか盗ぬすみ出だすわけにもいかないし。

「待まってて、葉ようくん！」

　ぼくは駆かけ出だしていた。「あて」なんてない。でも、いまは刀かたなを探さがしてくるしかない。このままじゃ白パイ竜ロンにはきっと勝かてない。

　ぼくは商しょう店てん街がいを走はしった。でも、こんな時じ間かんだ。どの店みせも開あいてない。

「ああ、刀かたな、刀かたな、刀かたなぁあああ。いったい、どこへいけば、刀かたななんてあるんだー!?」

　──ドカッ！

「刀かたな」を連れん呼こしながら走はしっていると、だれかにぶつかった。

「いてえな、コラァ！」

　いかにもな「ガラ」の悪わるいセリフ。でも、この声こえどこかで聞きいたことがある。




「木ぼく刀とうの竜りゅう!!」




　墓ぼ地ちでの一いっ件けん以い来らい、出で会あうこともなかったけど、まさかいま会あってしまうなんて。最さい悪あくだ。

「いや、最さい高こうだ！」

　ぼくはすぐに思おもい直なおした。それは、竜りゅうの手てに握にぎられているものに気きづいたから。

「その木ぼく刀とう、貸かしてくれませんか？」

　迷まよわずぼくは竜りゅうにそう頼たのんでいた。

「ああん？　ふざけんじゃねぇぞ。」

　──バキッ！

　ぼくは竜りゅうに殴なぐられて、吹ふっ飛とんだ。痛いたい。殴なぐられるってこんなに痛いたいんだ。あきらめて逃にげてしまいたい。でも、いまぼくが逃にげたら、葉ようくんは本ほん当とうに殺ころされてしまう。

「お願ねがいします！　木ぼく刀とうをぼくに……、」

　──ボカッ！

　竜りゅうの手て下したに殴なぐられる。

「時じ間かんがないんです。お願ねがいだから……、」

　──ドカッ！

　今こん度どはおなかを思おもい切きり蹴けられた。

「本ほん当とうにマジでヤバいんです。頼たのむから……、」

「しつけえっつってんだろ！」

　──バキャッ！

　ふたたび竜りゅうに殴なぐられる。もう顔かお半はん分ぶんの感かん覚かくがない。おそらくぱんぱんにはれてしまってるだろう。でも、ここまでやられて、ぼくは吹ふっ切きれた。いや、ぶちキレた。

「このわからずやー!!」





──ガアン!!






　ぼくは持もっていた『万まん辞じ苑えん』の角かどで思おもい切きり竜りゅうの頭あたまをたたいた。

「時じ間かんがないって言いってるだろ！　本ほん当とうにヤバいって言いってるだろ！」

　ぼくは無む我が夢む中ちゅうで『万まん辞じ苑えん』をふり回まわす。知しらなかった、辞じ書しょにこんな使つかい方かたがあるなんて。竜りゅうがひるんだすきに、木ぼく刀とうを奪うばいとる。

　ぼくは「刀かたな」を手てに、葉ようくんのもとに急いそいだ。





第だい六廻かい　魂たましいの解かい放ほう







「どのみちサムライは取とられるのに降こう参さんしないなんて。バカな子こね。」

「うるせえ。オイラが負まけを認みとめたら阿あ弥み陀だ丸まるに悪わるいだろ。」

「この期ごにおよんで命いのちより友ゆう情じょう？　理り解かいできないわね。いったい友ゆう情じょうがなんの役やくに立たつというの？」

　ぼくが戻もどってくると、葉ようくんはさらにボロボロになっていて、道タオ潤ジュンがいままさに「とどめ」を刺さそうとしているところだった。

「役やくに立たつさ。たとえば、あんたをここから追おっ払ぱらったりするのにね。」

「まん太た！　どうしたんだ、そのケガ？」

　傷きずだらけの葉ようくんに心しん配ぱいされるなんて。ぼくもけっこうボロボロなのかな。必ひっ死しすぎて、痛いたみなんて感かんじないけど。

「いや、ケガはいいから、これを見みてよ。」

　ぼくは竜りゅうから奪うばってきた木ぼく刀とうを葉ようくんに見みせる。

「おチビちゃん、やるじゃない。」

　アンナさんからおほめのお言こと葉ば。意い外がい。でも、いちばん意い外がいなのはぼく自じ身しんだ。まさかぼくがあの竜りゅうから木ぼく刀とうを奪うばえるなんて。

「葉ようくんには前まえに助たすけてもらったからね。だから、ぼくも助たすけなきゃ。」

　ぼくは葉ようくんに木ぼく刀とうを手て渡わたした。

「友ともだちだもんね。」

「まん太た……。」

　ぼくは、ドスンとその場ばに座すわりこんだ。もう動うごけない。いまさら体からだ中じゅうが痛いたくなってきた。あとはまかせたからね、葉ようくん。

「いけるな、阿あ弥み陀だ丸まる？」

「無む論ろんでござる。まん太た殿どののその熱ねつ意い。阿あ弥み陀だ丸まる最さい大だいの奥おう義ぎをもって応こたえてみせようぞ！」

「なにが、最さい大だい奥おう義ぎよ。鉄てつパイプが木ぼく刀とうに変かわったくらいで何なにもできるハズないわ。」

　道タオ潤ジュンが新あらたな呪じゅ符ふで白パイ竜ロンに攻こう撃げきの命めい令れいを下くだす。

「うむ。この握にぎり心ごこ地ち……。やはり刀かたなはこうでなくては。」

　阿あ弥み陀だ丸まるが憑ひょう依いした葉ようくんが、木ぼく刀とうを上じょう段だんにかまえる。

「いざ、参まいる!!」

　白パイ竜ロンが飛とび蹴げりを繰くり出だしたが、阿あ弥み陀だ丸まるはそれを木ぼく刀とうの「柄つか」で受うけ流ながす。そのまま、広ひろく間ま合あいをとる。白パイ竜ロンのカンフーが届とどかない距きょ離り。でも、それだと阿あ弥み陀だ丸まるの斬ざん撃げきも届とどかないんじゃ……。

「言いったはずだ。拙せっ者しゃなら、間ま合あいの外そとから、札ふだを切きりはがせると。」

　阿あ弥み陀だ丸まるは木ぼく刀とうを水すい平へいにふり払はらう。





──ズパァアアアン!!






　空くう気きが切きり裂さかれたような音おとがする。

「阿あ弥み陀だ流りゅう・真しん空くう仏ブッ陀ダ切ぎり。」

　阿あ弥み陀だ丸まるが技わざ名めいをつぶやくと同どう時じに、はらりと白パイ竜ロンの額ひたいの呪じゅ符ふが地じ面めんに落おちる。本ほん当とうに間ま合あいの外そとから真まっぷたつにしちゃった。サムライに刀かたな、すごすぎる。
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「……オ、オレは……、いったい……。」

　白パイ竜ロンが自じ分ぶんの意い識しきを取とり戻もどした。

「そうだ。オレは、李リー白パイ竜ロン……。でも、オレは、あの日ひ、殺ころされた……ハズ……。」

　白パイ竜ロンがぼそりぼそりとつぶやく。少すこしずつ意い識しきが鮮せん明めいになってきてるんだ。

「そうよ！　あなたはすでに死しんでいるの。道タオ家けの屍しかばね人にん形ぎょうなのよ！」

　道タオ潤ジュンが新あたらしい呪じゅ符ふを書かいて飛とばす。ふたたび白パイ竜ロンを支し配はい下かに置おくつもりだ。

　──パシィイ！

　しかし、白パイ竜ロンは呪じゅ符ふを片かた手てでつかんだ。

「……道タオ家け、許ゆるさん……。」

　白パイ竜ロンが怒おこっている。つかんだ呪じゅ符ふをぐちゃぐちゃにする。

「当とう然ぜんよ。白パイ竜ロンは家か族ぞくや夢ゆめや、ましてや自じ分ぶんの命いのちさえも道タオ家けに奪うばわれた。その上うえ、心こころも身体からだもずっと支し配はいされていたんだもの。これで怒おこるなってほうがおかしいでしょ。」

　アンナさんの言いうとおりだ。ぼくだったら絶ぜっ対たいに道タオ潤ジュンを、道タオ家けを許ゆるさない。




「ヌアアアアアアア!!」




　もう一いち度ど白パイ竜ロンに呪じゅ符ふを貼はろうと近ちかづいた道タオ潤ジュンに、白パイ竜ロンが拳こぶしをふり下おろす。

「ちっ！　白パイ竜ロンのやつ、怒いかりのあまり、魂たましいが暴ぼう走そうしたかっ。」

　道タオ潤ジュンは間かん一いっ髪ぱつで拳こぶしをかわすも、白パイ竜ロンは続つづいてヌンチャクをふり上あげる。

「道タオ家けの人にん間げん……、殺ころしてやる！」

　白パイ竜ロンの抑おさえきれない怒いかりを込こめたヌンチャクが道タオ潤ジュンめがけて伸のびていく。





──ガァアアアアン!!






「キサマ、なんのマネだ……？　なぜ、その女おんなを助たすける？」

「葉ようくん！」

　葉ようくんは道タオ潤ジュンと白パイ竜ロンの間あいだに割わって入はいり、ヌンチャクを木ぼく刀とうで受うけ止とめていた。

「なぜ、敵てきである私わたしを助たすけたの？」

「霊れいの見みえる人にん間げんに悪わるいやつはいねえ。それに仕し返かえしなんて楽たのしくないだろ？」

　葉ようくんは何なにを言いってるんだ。仕し返かえしに楽たのしいもなにもないじゃないか。

「お前まえの怒いかりはわかる。でも復ふく讐しゅうしても何なにも変かわらん。ならせめて、どうやったら楽たのしくやれるか考かんがえようぜ。」

「せめて楽たのしく」。葉ようくんらしい発はっ想そうだ。でもたしかに、起おきてしまったことは、もうどうすることもできない。なら前まえ向むきに切きり替かえるのも大たい切せつなことだ。




「ヌ、ヌァアアアアアアア!!」




　しかし、白パイ竜ロンの攻こう撃げきはとまらない。今こん度どは、葉ようくんめがけてヌンチャクを連れん打だする。

「ダメでござる、葉よう殿どの。怒いかりのあまり何なにも耳みみに入はいらないでござるよ。」

　さきほどの攻こう撃げきで折おれてしまった木ぼく刀とうで必ひっ死しに防ふせぐが、すべてはさばききれない。

「くそっ！　せっかく札ふだをはがしたのに、今こん度どは暴ぼう走そうなんて。木ぼく刀とうはもう使つかいものにならねえし、何なにより、白パイ竜ロンがこのままじゃ悪あく霊りょうになっちまう。」

　そうだった。この世よに強つよい負ふの感かん情じょうを持もつ霊れいは悪あく霊りょう化かするんだった。

「おい、道タオ潤ジュン。お札ふだを貼はる以い外がいで止とめる方ほう法ほうはないのか？」

「無む理りよ。」

　道タオ潤ジュンは、すべてをあきらめたように、つぶやいた。

「呪じゅ符ふがはがれたキョンシーは、むき出だしの魂たましいそのもの。その暴ぼう走そうは、肉にく体たいを破は壊かいすることでしか止とめることはできない。もう私わたしにも、だれにも白パイ竜ロンは止とめられない。何なにもかも終おわりだわ。」





──パアン！






「アンナさん!?」

　アンナさんが道タオ潤ジュンの頰ほおを強つよく平ひら手て打うちした。

「なにあきらめてんのよ。そりゃ、あんたのやり方かたじゃ、持もち霊れいに逆さからわれたって無む理りないけどね。」

「私わたしの……、持もち霊れい……？」

「そうよ。だから責せき任にんもって協きょう力りょくなさい。」

　アンナさんは「ジャララン」と首くびの数じゅ珠ずを手てに取とる。

「あたしと葉ようがいるかぎり、この世よに終おわりなんかこないのだから。」

　こんな状じょう況きょうだけど、アンナさんはまったくあきらめていない。心こころ強づよい。でも、いったいどうすればいいんだ。何なにか策さくがあるんだろうか。

「道タオ潤ジュン、あんた、白パイ竜ロンをたおせる人にん間げんに心こころ当あたりはないの？」

「……ひとりだけ。白パイ竜ロンには唯ゆい一いつ頭あたまがあがらない師しがいたんだけど……。」

　ぼくはそのひとを知しっていた。白パイ竜ロンが幼おさないころからカンフーの基き礎そを学まなんだ師し匠しょう「沙シャ問モン」。「導ダオ弾ダン道ドー」のルーツにもなった「鋭えい銃じゅう拳けん」の達たつ人じんだ。

「でも、沙シャ問モンのことがわかったからなんだって言いうの。彼かれは高こう齢れいのためすでに死しんでいるわ。」

　道タオ潤ジュンは、ため息いきをつく。しかし、ぼくにはアンナさんのしたいことがわかった。

「いいね。だったらアンナさんなら『呼よべる』。」

「『呼よべる』？　あのアンナって子こ、まさか……。」

「そう、あたしはイタコのアンナ。いつだってどこからだって、もちろんあの世よからだって霊れいを呼よべる。」

　──ジャラッ！　ジャラッ！　ジャラッ！　ジャラジャラジャラジャラ。

　アンナさんが数じゅ珠ずをリズミカルに鳴ならす。すると、どこからともなく生なまあたたかい風かぜがふいてきた。鬼おに火びがポツポツ現あらわれて、ひとつにまとまっていく。

「うわあ、どんどんひとの形かたちになってく……。」

「葉よう！　沙シャ問モンの霊れいは、憑ひょう依いで戦たたかえるあんたの身体からだに降おろすわよ！」

　アンナさんの声こえに、葉ようくんはいったん阿あ弥み陀だ丸まるとの憑ひょう依いを解といた。

「いくわよ。下クダリテクレリヤ。下クダリテクレリヤ。沙シャ問モンの霊れいよ。イタコ式しき憑ひょう依い術じゅつ……、」

　アンナさんは数じゅ珠ずの輪わの中なかに入いれた霊れいを葉ようくんの背せ中なかにたたきつけた。




「クチヨセ！」




　老ろう師し「沙シャ問モン」の霊れいと葉ようくんが憑ひょう依い合がっ体たいした。でも、なんだか様よう子すがおかしい。

「あんだって？　めしの時じ間かんかい？」

　葉ようくんが急きゅうにおじいちゃんみたいになってしまった。足あし腰こしプルプル。動うごきもヨボヨボしている。
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「そうか。沙シャ問モンは享きょう年ねん九十六歳さい。通つう常じょう、霊れいは死しんだときの姿すがたで現あらわれるから……。」

　道タオ潤ジュンの解かい説せつを聞きくまでもなく、この「クチヨセ」が失しっ敗ぱいだったことはわかる。これじゃあ、さっきよりもピンチだ。

「ヌァアアア!!」

　白パイ竜ロンは、相あい手てがヨボヨボだろうと、その中なか身みがかつての師し匠しょうだろうと、構かまわずおそいかかってくる。

「葉ようくん、あぶないっ！」

　──スカッ。

　しかし、葉ようくん、いや沙シャ問モン老ろう師しはぎりぎりのところで白パイ竜ロンの拳こぶしをかわした。

「はずれた!?」

　その後ごも攻こう撃げきは続つづくが、沙シャ問モン老ろう師しには一いっ発ぱつも当あたらない。

「あのご老ろう人じん、攻こう撃げきをすべて見み切きった上うえで、かわしているのでござる。動うごきにまったくむだがない！」

　沙シャ問モン老ろう師しは、くるくると宙ちゅうで回かい転てんすると、白パイ竜ロンの蹴けり終おわりの足あしに、音おともなく着ちゃく地ちした。

「どうなってんの？　これがあの老ろう人じんの動うごき？　葉ようくんの身体からだを使つかってるから？」

　葉ようくん自じ身しんそんなに身み軽がるだとは思おもえないが、それでも百歳さい近ちかいおじいさんよりは動うごけるだろうから。しかし、アンナさんがぼくの推すい理りを即そく座ざに否ひ定ていする。

「ちがうわ。老ろう人じんの霊れいはあくまで老ろう人じん。憑ひょう依いした身体からだが若わかいからって、動うごきまで若わか返がえることはない。なのに、あそこまで動うごけるなんて……？」

　アンナさんにも沙シャ問モン老ろう師しの動うごきの理り由ゆうがわからないようだった。

「武ぶ道どうを制せいするものは技ぎ術じゅつでも体たい力りょくでも若わかさでもない。大だい事じなのは己おのれを殺ころす心こころじゃ。」

　沙シャ問モン老ろう師しの顔かおつきが変かわった。ギロリと白パイ竜ロンをにらみつける。

「ウヌウー！　ガァアアッー！」

　白パイ竜ロンが怒いかりにまかせて拳こぶしをふりおろす。が、沙シャ問モン老ろう師しはひらりとそれをかわす。

「怒いかりに狂くるった心こころのお前まえなど、老おいぼれのワシでもたやすく倒たおせるわ。」

　──バキィイイイン!!

　沙シャ問モン老ろう師しの掌しょう底ていで、白パイ竜ロンがふっとばされる。すごい。さっきまでヨボヨボしてたひとの攻こう撃げきとは思おもえない威い力りょくだ。

「立たて、白パイ竜ロン。『己おのれを殺ころす』とはどういうことか。それがわからんようなバカ弟で子しは、ワシが直ちょく接せつこの掌てで『心こころの引いん導どう』を渡わたしてくれるわ。」

　沙シャ問モン老ろう師しがかまえた。「導ダオ弾ダン道ドー」のルーツにもなった「鋭えい銃じゅう拳けん」のかまえだ。

「ヌウアアア!!」

　白パイ竜ロンが襲おそいかかる。「導ダオ弾ダン道ドー」対たい「鋭えい銃じゅう拳けん」だ。しかし、白パイ竜ロンの拳こぶしも蹴けりも沙シャ問モン老ろう師しはすべて防ふせいでいる。

「なんと!?　あの老ろう人じんのどこにそんな力ちからがあるでござるか？」

　阿あ弥み陀だ丸まるが驚おどろくのも無む理りはない。でも、あれが「鋭えい銃じゅう拳けん」なんだ。もともと、力ちからのない女じょ性せいが編あみ出だした拳けん法ぽうで、相あい手ての動うごきを利り用ようして、相あい手ての自じ滅めつを誘さそうのが特とく徴ちょうなんだ。




「背ベイ打ダァ！」




　沙シャ問モン老ろう師しの攻こう撃げきで、ふたたび白パイ竜ロンが地じ面めんに沈しずむ。強つよい。あの白パイ竜ロンがまるで子こども扱あつかいだ。

「怒いかりは心こころをにごらせる。にごった心こころでは何なにも見みえまい。怒いかりを捨すてよ、白パイ竜ロン。」

　沙シャ問モン老ろう師しは白パイ竜ロンに、いや、かつての弟で子しに、諭さとすように言いった。

「怒いかりを捨すてる……？　オレは、人じん生せいを奪うばわれ、すべてを失うしなった。どうして！　どうしてこれで怒いからずにいられよう。」

　白パイ竜ロンの目めからは涙なみだがこぼれ落おちていた。悔くやし涙なみだだろうか。

「すべてを失うしなったか。ならばなぜ怒いかる。すべてを失うしなうということは、怒いかる心こころさえも失うしなうということ。お前まえにはまだ、奪うばわれてないものがあるのではないか？」

　白パイ竜ロンは、沙シャ問モン老ろう師しの言こと葉ばに構かまわず、またもや怒いかりの拳こぶしをふるう。

「なんじゃ、この怒いかりに満みちた拳こぶしは！　導ダオ弾ダン道ドーを極きわめるという己おのれの夢ゆめをも失うしなってしもうたか！」

　沙シャ問モン老ろう師しのカウンターパンチが、白パイ竜ロンの頰ほおにめりこむ。

「だまれっ！」

　白パイ竜ロンは体たい勢せいをくずしながらも、裏うら拳けんを放はなってきた。しかし、それを軽かるくかわすと、沙シャ問モン老ろう師しは、両りょう拳こぶしを引ひいて力ちからを溜ためた。見みたこともないかまえだ。

「武ぶ道どうを制せいするのは己おのれを殺ころす心こころ。己おのれを殺ころせば自おのずと進すすむべき道みちが見みえてくるはずじゃ。」





──バキューン!!






　沙シャ問モン老ろう師しの突つき出だした両りょう手てが、白パイ竜ロンをふきとばす。

「鋭えい銃じゅう拳けん奥おう義ぎ、双そう銃じゅう拳けん。ワシからの最さい後ごの伝でん授じゅじゃ。受うけ取とっておくれ、白パイ竜ロン。」
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　沙シャ問モン老ろう師しの言こと葉ばに白パイ竜ロンは答こたえない。地じ面めんに倒たおれ、仰あお向むけになったまま、白パイ竜ロンはぴくりとも動うごかなかった。

「白パイ竜ロン!?　私わたしの白パイ竜ロンが！」

　道タオ潤ジュンが、倒たおれたままの白パイ竜ロンに駆かけよろうとする。そのとき、白パイ竜ロンの身体からだから、ポウっとヒトダマが浮うかび上あがってきた。

「呪じゅ縛ばくが解とけたのよ。」

　アンナさんが教おしえてくれる。

「ほら、見みなさい。霊れい魂こんが本ほん当とうの彼かれの姿すがたになっていくわ。」

　そこには、「キョンシー」ではない、ぼくもよく知しる、修しゅ業ぎょう着ぎ姿すがたの李リー白パイ竜ロンがいた。

「……老ろう師し。」

「やっと元もとに戻もどったか、バカ弟で子しよ。久ひさしぶりじゃの、白パイ竜ロン。」

　師し弟てい再さい会かい。でも、ふたりともすでにこの世よのひとではなくなってしまっている。

「申もうし訳わけありませんでしたっ！　自じ分ぶんが至いたらないばっかりにご足そく労ろうを……。」

「詫わびなどいらんわい。それに、礼れいなら、あの少しょう年ねんにするんじゃな。」

　沙シャ問モン老ろう師しと白パイ竜ロンの視し線せんの先さきには、ヘトヘトのボロボロになった葉ようくんがいた。

「あの子こは、お前まえの夢ゆめ、みんなの夢ゆめを守まもるために、自じ身しんの負ふ担たんも構かまわず、ずっと憑つかれ続つづけておったんじゃ。」

「夢ゆめ……。」

　白パイ竜ロンの口くちから、こぼれ落おちるように「夢ゆめ」という言こと葉ばが出でてくる。

「お前まえの導ダオ弾ダン道ドーは、ひとを救すくうための拳けん法ぽう。だからこそお前まえは世せ界かい中じゅうの人ひと々びとに愛あいされ、ヒーローになった。あの少しょう年ねんもお前まえのあんな姿すがたを見みたくないからがんばったんじゃろうて。」

　沙シャ問モン老ろう師しの言いうとおりだ。ぼくらのヒーロー、李リー白パイ竜ロンが操あやつられるままの屍しかばね人にん形ぎょうなんて、悲かなしすぎた。きっと葉ようくんも同おなじ思おもいだったにちがいない。

「どこへ行いくの？」

　アンナさんの声こえにふり返かえると、道タオ潤ジュンがここから立たち去さろうとしていた。

「私わたしはまちがっていたのかもしれない。自じ分ぶんの持もち霊れいでありながら、白パイ竜ロンのことを何なにも理り解かいしてなかった。私わたしの完かん全ぜんな負まけね。大たいしたものだわ、あの少しょう年ねん、麻あさ倉くら葉ようは。」

　道タオ潤ジュンの敗はい北ぼく宣せん言げん。よかった。これでこの戦たたかいは終おわったんだ。大だい苦く戦せんの末すえだったが、本ほん当とうによかった。阿あ弥み陀だ丸まるを取とられることもなかったし、白パイ竜ロンを呪じゅ縛ばくから解とき放はなつこともできた。

「もう私わたしには持もち霊れいを縛しばる資し格かくなどない。白パイ竜ロンともお別わかれね。」

「待まて、道タオ潤ジュン。」

　歩あるき出だした道タオ潤ジュンを呼よび止とめたのは、ほかでもない白パイ竜ロンだった。

「オレはまだ成じょう仏ぶつできない。オレにはまだ導ダオ弾ダン道ドーを極きわめるという夢ゆめがある。」

「何なにを言いっておるんじゃ、お前まえは。肉にく体たいもないお前まえがそんなこと……。」

　沙シャ問モン老ろう師しがあきれている。でも、とぼくは思おもった。身体からだならあるんだ。それも本ほん人にんのものが。

「キョンシーという不ふ死じ身みの身体からだなら、導ダオ弾ダン道ドーを極きわめ、さらなる高たかみにもいける。」

　力ちから強づよくそう言いうと、白パイ竜ロンは道タオ潤ジュンの顔かおをじっと見みつめた。

「オレは、これから前まえだけを見みて歩あゆませてもらうぞ。無む論ろん、札ふだなしでな。」

　そう言いうと白パイ竜ロンは、道タオ潤ジュンとともに月つき明あかりの中なかに消きえていった。この戦たたかいで新あらたな絆きずなを得えたふたりの背せ中なかを、ぼくらはいつまでも見み送おくっていた。





第だい七廻かい　ベストプレイス







「ええっ!?　ここが葉ようくんち？」




　ぼくは立りっ派ぱな一いっ軒けん家やを前まえに、思おもわず叫さけび声ごえをあげてしまっていた。なんだかんだで葉ようくんとのつきあいも長ながくなってきていたぼくだが、彼かれの住すんでいる家いえに招しょう待たいされたのは、今日きょうが初はじめてだった。

「ああ、賃ちん貸たいだけどな。」

　葉ようくんは門もんをくぐって敷しき地ちにぺたぺたと入はいっていく。ぼくも後あとに続つづく。でも信しんじられない。この東とう京きょうで、庭にわ付つき、池いけ付つき、門もん付つきの「豪ごう邸てい」に、中ちゅう学がく生せいがひとりで住すんでるなんて。賃ちん貸たいと言いっても、月つき々づきの家や賃ちんはとんでもない額がくになるんじゃなかろうか。

「ひとり暮ぐらしじゃねえし、家や賃ちんも一か月げつ千円えんだぞ。」

　ぼくの質しつ問もんに、玄げん関かんでサンダルを脱ぬぎながら葉ようくんが答こたえてくれた。

「ただいま……、あら、まん太た、あんた来きてたの？」

　ふり返かえると、そこには制せい服ふく姿すがたのアンナさんが立たっていた。

「ええっ？　もしかして、葉ようくんとアンナさん、いっしょに住すんでるの？　それって……、」




「許ゆるさんぞ、ふたり暮ぐらしなんてーっ！」




　アンナさんの背はい後ごでどなったのは、なんと、木ぼく刀とうの竜りゅうだった。

「なんで、ここに竜りゅうが!?」

「ああ、コイツ？　なんか、帰かえり道みちで声こえかけてきて、そのまま付ついてきちゃったのよ。」

　アンナさんは迷めい惑わくそうな顔かおをしている。

「ああ！　お前まえは、墓はか場ばの！　んで、お前まえは、オレから木ぼく刀とう奪うばったやつ！」

　竜りゅうが、葉ようくんとぼくを交こう互ごに指ゆび差さす。

「もう、どうでもいいから、さっさと帰かえりなさいよ。」

　アンナさんは「しっし」と犬いぬを追おい払はらうような仕し草ぐさをした。

「いや、何なん度どでも言いわせてくれ。お嬢じょうさん、オレのベストプレイスになってくれ。」

　竜りゅうは、その手てに木ぼく刀とうではなく、一いち輪りんの花はなを持もって、アンナさんの前まえでひざまずいた。もしかして竜りゅうのやつ、アンナさんにひと目めぼれしちゃったのかも。

「ヘンな頭あたま。」

　アンナさんばっさり。確たしかに竜りゅうのリーゼントは「変へん」だけど、そんなにはっきり言いわなくても。

「ちっ、ちっくしょー。」

　竜りゅうはショックを受うけて、走はしり去さっていった。意い外がいに打うたれ弱よわいんだな、あのひと。

「それにしても、驚おどろいたよ。ふたりがいっしょに暮くらしてるなんて。」

　竜りゅうが去さったあと、ぼくは葉ようくんとアンナさんの住すむ家いえにあがらせてもらって、居い間まで一ひと息いきついていた。

「ふたりじゃないわよ。」

　アンナさんがテレビを点つけながら言いった。どういう意い味みだろう。ほかにも同どう居きょ人にんがいるということだろうか。

「おお、まん太た殿どの。いらしていたでござるか。」

　ああ、阿あ弥み陀だ丸まるのことを忘わすれていた。そうか、彼かれもいれれば、三人にんか。

「言いっとくけど、三人にんでもないからね。」

　アンナさんの言いっている意い味みがわからない。いや、本ほん当とうは薄うす々うす気きづいてはいるんだ。東とう京きょうで、庭にわ付つきで、こんなに広ひろくて、家や賃ちんが千円えんなんてありえないことに。

「もしかして……。」

　ぼくの推すい理りに、アンナさんが正せい解かいを付つけ足たす。

「そう。出でるのよ、ここ。」

　その瞬しゅん間かん、壁かべから、天てん井じょうから、いまバラエティ番ばん組ぐみが流ながれていたはずのテレビからも、幽ゆう霊れいが「ドロロロロン！」とイッキに現あらわれた。




「いやぁああああ!!」




　涙なみだ目めのぼく。いまだに慣なれないな、幽ゆう霊れいの出しゅつ現げんには。そして、やっぱりここは「ワケあり」物ぶっ件けんだった。

「もともとは民みん宿しゅくだったみたいなのよね。いろいろあってつぶれちゃったみたいだけど。」

　その「いろいろ」に何なにが含ふくまれるのか、ぼくは聞きかないでおいた。

「まあ、オイラたちは取とり憑つかれる心しん配ぱいはないし、家や賃ちん安やすいのは助たすかるしな。」

　葉ようくんは、気き楽らくな顔かおで「うえっへっへっ。」と笑わらっている。

「ぼく、今日きょうはもう帰かえるね……。」

　テレビを観みてても、ごろんと寝ね転ころんでても、そして、トイレに行いっても幽ゆう霊れいが出でてきて、ちっとも落おち着つかない。葉ようくんとアンナさんはよくこんなおばけ屋や敷しきで暮くらしてられるよ。さすがシャーマンとでも言いうべきか。

「む？　まん太た殿どの、もうお帰かえりでござるか？」

　庭にわで阿あ弥み陀だ丸まるが素す振ぶりをしていた。霊れいになってからも日ひ々びの鍛たん錬れんを欠かかさないところなど、さすがサムライとでも言いうべきか。

「うん、ちょっと見みなれない霊れいばっかいてさ……。」

「はっはっはっ。無む理りもない。本ほん来らい、霊れいとひととは相あい容いれないものでござるからな。」

　そうなんだ。それがふつうだ。そして、ぼくだってついこの間あいだまでは、その「ふつう」のほうの人にん間げんだった。霊れいなんてちっとも信しんじてなかったのに。

「ねえ、阿あ弥み陀だ丸まる。ぼく、どうして突とつ然ぜん、霊れいが見みえるようになっちゃったのかな？」

　阿あ弥み陀だ丸まるは「さっぱり、わからぬ。」と首くびをかしげている。そりゃそうだ。ぼくは、阿あ弥み陀だ丸まるに「おやすみ。」と告つげて、門もんを出でようとした。

「心しん配ぱいいらぬでござるよ。」

　背せ中なかに阿あ弥み陀だ丸まるの声こえが届とどく。

「霊れいの見みえる人にん間げんに悪わるい者ものはいない。つまり、まん太た殿どのは良よい人にん間げんということでござろう。」

　ぼくはふり返かえり、「ありがとう、阿あ弥み陀だ丸まる。」と言いって、今こん度どこそ葉ようくんちをあとにした。

「良よい人にん間げんかぁ。でも、人にん間げんの『良よし悪あし』ってそんな簡かん単たんには決きめられないよな……。」

　ぼくはだれもいないさみしい夜よ道みちを、独ひとり言ごとをお供ともに歩あるいていた。

「葉ようくんち、広ひろいけど、やっぱりかなり街まちはずれにあるんだよな。」

　ここらへんはいわゆる「郊こう外がい」というやつで、建たて物ものも少すくなくて、街がい灯とうもちらほらとしかない。

「そういえば、たしかこの辺へんに『出でる』ってうわさのボウリング場じょうがあったな……。」

　葉ようくんが住すんでいる「元もと民みん宿しゅく」も立りっ派ぱなおばけ屋や敷しきだったが、そのボウリング場じょうも、昔むかしから幽ゆう霊れいが出でるって有ゆう名めいな場ば所しょで、結けっ局きょくそれが原げん因いんでつぶれてしまったという話はなしだ。

「でも、建たて物もの自じ体たいはまだ残のこってるとか……？」

　正せい解かい。ななめ前まえに、大おおきなボウリングの「ピン」が屋や根ねに載のった建たて物ものが見みえてきた。




「ぐわはははははーーーーっ!!」




　突とつ然ぜん、だれもいないはずの廃はい墟きょのボウリング場じょうから、笑わらい声ごえが響ひびいてきた。

「何なに事ごと!?」

　ヤバいと思おもいつつも、ぼくの足あしはボウリング場じょうに向むかっていた。ああ、よくないな。【好こう奇き心しんは猫ねこを殺ころす】ってイギリスのことわざが『万まん辞じ苑えん』にものってたじゃないか。でも、ぼくは声こえの正しょう体たいを確かく認にんせずにはいられなかった。

「ああ、いいねえ。六百年ねんぶりの生なま身みの身体からだはよぉお。」

　そこにいたのは木ぼく刀とうの竜りゅうたちだった。まだ懲こりずに「ベストプレイス」ってやつを探さがしてるようだ。それで、この廃はい墟きょのボウリング場じょうを見みつけたというわけか。でも、なにやら様よう子すがおかしい。

「竜りゅうさん、何なに言いってるんですか。六百年ねんってなんスか？」

「いつもとしゃべり方かたもちがうし。どうしちまったんですか、竜りゅうさん！」

　竜りゅうの手て下したたちが動どう揺ようしている。それに、木ぼく刀とうの竜りゅうがなんだか変へんなのは、ぼくにもわかった。なんだか不ふ快かいなオーラが出でているんだ、竜りゅうから。

「今日きょうは、なんてツイてる日ひなんだ。手てに入いれたこの身体からだで、やっと念ねん願がんが叶かなうぜ。」

　そう言いって立たち上あがった竜りゅうに重かさなるように、「だれか」がそこにはいた。周まわりの手て下したたちは気きづいていない。ぼくにだけ見みえてるんだ。




「復ふく讐しゅうしてやるぜ！　なあ、阿あ弥み陀だ丸まるよぉお!!」
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　竜りゅうは霊れいに取とり憑つかれていた。甲かっ冑ちゅうのようなものを身みにつけている。現げん代だいの霊れいじゃない。きっと大おお昔むかしの、それこそ、阿あ弥み陀だ丸まるが生いきていたころの……。

（阿あ弥み陀だ丸まるの知しり合あい!?　でも、復ふく讐しゅうって!?）

　ぼくの心しん臓ぞうが「ドックンドックン」と鳴なり止やまない。とんでもないところに来きてしまった。

「おい、お前まえ。」

　竜りゅうの呼よびかけにビクリとする。しかし、ぼくのことがバレたわけではなかった。呼よばれたのは手て下したのひとりだった。

「この街まちに『春はる雨さめ』って刀かたながあるだろう？」

　阿あ弥み陀だ丸まるの刀かたなで、親しん友ゆうの喪も助すけさんが打うった刀かたな。いまは「ふんばりが丘おか郷きょう土ど資し料りょう館かん」で展てん示じされている。

「春はる雨さめ、盗とってこいや。」

　竜りゅうが、いや、竜りゅうに取とり憑ついた「だれか」がそう命めい令れいした。

「えええ？　何なに言いってんスか、竜りゅうさん。それじゃ、オレらドロボウになっちまう。」

「そうっすよ、竜りゅうさん。それに『木ぼく刀とうの竜りゅう』が『真しん剣けん』なんて、おかしいっすよ。」

　手て下したたちが口くち々ぐちに反はん論ろんの声こえをあげる。

「これはな、六百年ねん想おもい続つづけた、オレの復ふく讐しゅうなんだ。やつの刀かたなでやつを斬きる。しかも、オレなりのやり方かたで、やつを絶ぜつ望ぼうの極きわみに導みちびいてやる。」

「ククククク。」と不ぶ気き味みな笑わらい声ごえをあげている。

「復ふく讐しゅうかなんか知しらんスけど、オレら、盗ぬすみなんてやんないスよ！」

「そうすよ。竜りゅうさんいつも言いってたじゃないすか。盗ぬすみは親おやが悲かなしむからしちゃいけねえって。」

「そうだ、そうだっ！　今日きょうの竜りゅうさんは竜りゅうさんじゃねえ！」


──ドスッ。



　鈍にぶい音おとがした。一いっ瞬しゅん何なにが起おきたのかわからなかった。手て下したのひとりが足あしを抱かかえて、悲ひ鳴めいをあげている。血ちも出でている。刺さされたんだ、竜りゅうに。




「オレは盗とう賊ぞく、トカゲロウだぜ。盗ぬすむのが仕し事ごとなんだよ。」




　盗とう賊ぞくトカゲロウ。聞きいたことがある。阿あ弥み陀だ丸まる伝でん説せつのひとつに、刀かたなを奪うばいにきた盗とう賊ぞく団だんを返かえり討うちにしたというのがある。その盗とう賊ぞく団だんのカシラがたしか「トカゲロウ」って名な前まえだったはずだ。

「ほら、クソガキども。さっさと『春はる雨さめ』盗とってこい！　今こん度どはてめえらの命タマも盗とっちまうぞ！」




「ひ、ひええええ！　わ、わかりましたぁああ！」




　手て下したたちは、悲ひ鳴めいをあげながらボウリング場じょうを飛とび出だしていった。きっと郷きょう土ど資し料りょう館かんに行いったんだ。ヤバい。葉ようくんと阿あ弥み陀だ丸まるにこのことを伝つたえないと。ぼくは、そっと音おとをたてないようにして、ボウリング場じょうを離はなれようとした。

「おおっと。そういうわけにはいかんな、小お山やま田だまん太たよ。」

　ドンと背せ中なかを蹴けられ、うつぶせに倒たおれたぼくはそのまま、トカゲロウに踏ふみつけられた。なんでこいつ、ぼくの名な前まえを知しってるんだ、と思おもいつつ。

「なんで名な前まえを、なんて思おもったか？　阿あ弥み陀だ丸まるにかかわるやつのことは全ぜん部ぶ調しらべてんだよ。」

　グリグリとぼくの背せ中なかを踏ふみつけてくる。

「ククク。それにしても、今日きょうはほんとツイてるぜ。身体からだを手てに入いれ、刀かたなもこれから。そして、阿あ弥み陀だ丸まるのやつを絶ぜつ望ぼうの極きわみに導みちびく『道どう具ぐ』ものこのこ自じ分ぶんからやってきてくれるなんてな。」

「道どう具ぐ」とはぼくのことだろうか。

「オレの復ふく讐しゅうは憑ひょう依い合がっ体たいをした阿あ弥み陀だ丸まるのやつを、やつの刀かたなで、やつの主しゅ人じんごと斬きってやることさ。やつを斬きれるオレの喜よろこび。かつ、自じ分ぶんの刀かたなで自じ分ぶんの主しゅ人じんを死しなせるやつの悲かなしみ。こんな楽たのしいこたぁないだろう。」

　なんてひどいことを考かんがえるんだ、こいつは。

「阿あ弥み陀だ丸まるが、お前まえなんかに負まけるもんか。」

　踏ふみつけられながらも、ぼくは精せい一いっ杯ぱいの抵てい抗こうを試こころみた。

「いや、やつは何なにもできんさ。お前まえは『人ひと質じち』になるんだからな。」

　やはり、好こう奇き心しんに釣つられてしまったのがよくなかった。こんなことになるなんて。でも後こう悔かいしても遅おそい。ぼくは、身み動うごきできないように身体からだをぐるぐるに縛しばられてしまった。そして、手て下したたちが盗ぬすんだ「春はる雨さめ」を手てに戻もどってくると、トカゲロウに抱かかえられ、どこかへ連つれていかれる。いや、「どこか」じゃない。この方ほう向こうは、葉ようくんちだ。

「逃にげて！　葉ようくん！　阿あ弥み陀だ丸まる！」

　力ちからのかぎり叫さけんだけど、口くちをガムテープでふさがれたぼくの声こえは、「モゴモゴモゴ。」と意い味み不ふ明めいの音おとになり、闇やみ夜よに吸すいこまれてしまった。





第だい八廻かい　因いん縁ねん六百年ねん







「クックックッ。邪じゃ魔まするぜえ。」

　右みぎ肩かたにぼくを抱かかえ、左ひだり手てに「春はる雨さめ」を持もったトカゲロウは、ずかずかと葉ようくんちの門もんをくぐる。

「まん太た！　なんかいやな予よ感かんがしたと思おもったら、どうしたんだ!?」

　葉ようくんが、新あらたに購こう入にゅうしてあった木ぼく刀とうを手てに玄げん関かんから飛とび出でてきた。「いやな予よ感かん」。シャーマンにはそういう「虫むしの知しらせ」的てきな感かん覚かくが備そなわっているのかもしれない。

「まん太た殿どの！　うぬぬ、お主ぬし、墓はか場ばで拙せっ者しゃが髪かみを斬きり落おとしたやつでござるな。まだ根ねに持もっているでござるか。」

　阿あ弥み陀だ丸まるも葉ようくんといっしょに出でてきた。でも、ちがうんだ。たしかに肉にく体たいはあのとき阿あ弥み陀だ丸まるにやられた木ぼく刀とうの竜りゅうだけど、中なか身みは、阿あ弥み陀だ丸まるに復ふく讐しゅうを誓ちかうトカゲロウって盗とう賊ぞくなんだ。そのことを伝つたえたいのに、声こえが出だせない。ぼくはそれをもどかしく感かんじた。

「久ひさしぶりだな、阿あ弥み陀だ丸まる。トカゲロウ様さまが六百年ねん前まえの恨うらみを晴はらしにきたぜえ。」

　トカゲロウがその姿すがたを現あらわした。しかし、阿あ弥み陀だ丸まるの反はん応のうは薄うすい。

「知しり合あいか？」と阿あ弥み陀だ丸まるに尋たずねる葉ようくん。

「だれだお主ぬしは！」とトカゲロウにどなる阿あ弥み陀だ丸まる。

「何なにぃいい!?　まさか忘わすれたとは言いわせねえぞ。六百年ねん前まえにおめえに殺ころされた盗とう賊ぞく団だんのカシラだろうが！」

　トカゲロウは必ひっ死しだった。積せき年ねんの恨うらみを「忘わすれた」で片かた付づけられたのではたまらないといった感かんじだ。

「お主ぬしみたいなやつは腐くさるほどおったわ！」

　さすが「鬼き人じん」。武ぶ勇ゆう伝でんがありすぎて、斬きった悪あく党とうのことなどいちいち覚おぼえていられないようだ。

「な、なめやがって、コノヤロー。こいつがどうなってもいいのか!?」

　トカゲロウがさっそくぼくという「人ひと質じち」を使つかい始はじめた。しかし、阿あ弥み陀だ丸まるにはきかなかったようだ。

「やめておけ。まん太た殿どのに手てを出だしてみろ。それより早はやくお主ぬしを斬きるぞ。」

　たしかに阿あ弥み陀だ丸まるならそれが可か能のうだろう。あの、武ぶ人じん「馬バ孫ソン」にも、カンフーマスター「白パイ竜ロン」にも負まけない速はやさと強つよさを兼かね備そなえたサムライなんだから。

（でも、ダメだ！）

　トカゲロウが持もっているのは阿あ弥み陀だ丸まるの名めい刀とう「春はる雨さめ」なんだ。

「だめだ！　阿あ弥み陀だ丸まる！　この刀かたなは……、」

　ずっとモゴモゴしてたおかげで口くちのガムテープがゆるんでいた。「舌した」を押おし出だしてそれをはがしたぼくは、阿あ弥み陀だ丸まるに危き険けんを知しらせようとした。

「てめえ！　余よ計けいなこと言いうんじゃねえ！」

　トカゲロウがぼくを地じ面めんにたたきつけた。

「まん太た！」「まん太た殿どの！」

　葉ようくんと阿あ弥み陀だ丸まるが、戦せん闘とう態たい勢せいに入はいる。ダメだ。でも、遅おそかった。すでにふたりは憑ひょう依い合がっ体たいをすませ、木ぼく刀とうをふり上あげている。

「かかったな。」

　トカゲロウが、舌したをべろりと出だして、不ぶ気き味みな笑えみを浮うかべた。

「トカゲ剣けん法ぽう、ヌキウチ!!」

　居い合あい斬ぎりというやつだろうか。トカゲロウはずっと布ぬのに包つつんで隠かくしておいた「春はる雨さめ」をイッキに抜ぬいて、葉ようくんたちに「カウンター」斬ぎりをお見み舞まいする。





──ズバァアン!!
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　しかし、トカゲロウは手て応ごたえを感かんじられなかったようだ。「これをよけるかよ。」と悔くやしそうに舌した打うちをしている。

「なぜお主ぬしが、春はる雨さめを……。それは拙せっ者しゃと喪も助すけの友ゆう情じょうの証あかし。お主ぬしのような薄うす汚ぎたない盗とう賊ぞくが持もっていい代しろ物ものではない。」

　春はる雨さめがここにあることに驚おどろきつつも、阿あ弥み陀だ丸まるはぐっとトカゲロウをにらみつける。

「だからいいんじゃねえか。」

「なに!?」

「てめえの命いのちより大たい切せつなこの刀かたな。」

　トカゲロウは「レロリ」と春はる雨さめの「ミネ」の部ぶ分ぶんをなめた。気き持もち悪わるい。

「この借かりモンの肉にく体たい。」

　すっかり自じ我がを失うしなったままの竜りゅうの胸むねをドンとトカゲロウがたたく。

「そして、このちっこい人ひと質じち。」

　今こん度どは、地じ面めんに転ころがったぼくを踏ふみつけてくる。

「この三つの盾たてがあるかぎり、てめぇはオレに手てが出だせねぇ。」

「くっ、卑ひ怯きょう者ものめ。」

　阿あ弥み陀だ丸まるが悔くやしそうだ。でも、トカゲロウの言いうとおり、身み動うごきがとれない。

「悔くやしめ。これが盗とう賊ぞくトカゲロウのやり方かたヨ。」

「ベロリ」。トカゲロウの舌したなめずりの音おとが、ここまで聞きこえてくる。

「どうすればいいでござるか……。」

「舌したなめずり」のトカゲロウに対たいして、「歯はぎしり」しながら悩なやむ阿あ弥み陀だ丸まる。

「どのみち、三つのうちどれかはあきらめなさい。」

　アンナさんがいまさらながら家いえから出でてきて、そう言いった。「いたんかい！」とツッコミを入いれそうになるのを、ぼくはぐっと我が慢まんした。

「ひとから霊れいをはがすには、まず霊れいを精せい神しん的てきに負まかさないといけない。」

　アンナさんは、一本ぽんずつ指ゆびを立たてながら、その方ほう法ほうを説せつ明めいする。

「例たとえば、やつの取とり憑ついているあの身体からだを行こう動どう不ふ能のうになるまで傷きずつけたり。」

　二本ほん目めの指ゆびを立たてながら、ちらりとぼくのほうを見みるアンナさん。

「あの人ひと質じちを見み捨すてたり。」

　いや、それは、ちょっと、勘かん弁べんしてくれないかな、アンナさん。

「やつの攻こう撃げきの手しゅ段だんであるあの『春はる雨さめ』を破は壊かいしたり。」

　指ゆびを三本ぼん立たててアンナさんは結けつ論ろんを言いう。

「この中なかのどれかを選えらばなければ、あんたに勝かち目めはないのよ、阿あ弥み陀だ丸まる。」

「答こたえはわかりきっているでござる！」

　阿あ弥み陀だ丸まるは即そく座ざに答こたえる。しかし、その顔かおは苦く悩のうに満みちていた。

「こやつが復ふく讐しゅうだなんだとのたまうのも、そもそもは拙せっ者しゃが原げん因いん。であれば、無む関かん係けいのまん太た殿どのたちを巻まきこむわけにはいかぬ。それに、『ひと』と『もの』、そのちがいも重じゅう々じゅう承しょう知ちしておる。」

「だが……、」と阿あ弥み陀だ丸まるは続つづける。

「だがしかし、春はる雨さめは……、春はる雨さめだけは……。」

　阿あ弥み陀だ丸まるが拳こぶしをぎゅっとにぎりしめるのがわかった。

「喪も助すけが……、いちばん大たい切せつにしていた親おやの形かた見みの長なが包ぼう丁ちょうを、拙せっ者しゃのために打うち直なおしてくれたもの……。」

　六百年ねん前まえを思おもい出だしているのだろうか。独ひとり言ごとのように阿あ弥み陀だ丸まるが小ちいさくつぶやく。

「おうおう、ずいぶんと悩なやんでるみたいだな、阿あ弥み陀だ丸まる。その調ちょう子しでもっと苦くるしむがいいぜ。なんたって、この春はる雨さめはてめぇにとって……、」

「拙せっ者しゃにとって『春はる雨さめ』がなんだと？」

　トカゲロウの言こと葉ばをさえぎって、阿あ弥み陀だ丸まるが言いった。さきほどまでの、苦く悩のうに満みちた表ひょう情じょうではない。視し線せんはまっすぐトカゲロウのほうを向むいている。

「な、なんだ、その反はん抗こう的てきな態たい度どは!?　いいのか、このガキの首くびがふっとぶぜ！」

　ぼくの首くび筋すじに「春はる雨さめ」の刀とう身しんがぴたりと当あたる。ひやりとした感かん触しょくにふるえが出でる。

「やってみろ。拙せっ者しゃはそれより早はやく斬きる。」

「斬きる？　何なにを斬きるってんだコラ！　まさかこの身体からだを斬きるつもりか？　できゃしねえよな、そんなこと。こいつはてめぇの敵てきじゃねえんだしよー。」

　阿あ弥み陀だ丸まるの気き迫はくに圧おされているのか、トカゲロウは必ひっ死しに「盾たて」の存そん在ざいを主しゅ張ちょうする。

「申もうし訳わけござらん、葉よう殿どの。拙せっ者しゃのせいでつまらぬことに巻まきこんでしまい。」

　阿あ弥み陀だ丸まるはトカゲロウを無む視しして、憑ひょう依いしている葉ようくんに話はなしかけていた。

「お前まえが悪わるいわけじゃないさ。あいつを斬きったのだって、仲なか間まを守まもるためだったんだろ。」

　葉ようくんが阿あ弥み陀だ丸まるに応こたえる。

「阿あ弥み陀だ丸まるの本ほん当とうの強つよさをわかってねえんだ、あいつは。六百年ねんたったいまでもな。」

　葉ようくんの言こと葉ばに、トカゲロウがカッとなる。

「んだと、このクソガキ！　斬きるなんてハッタリに決きまってる。そんなことできるわけねえ！」

　トカゲロウが「春はる雨さめ」をふりかざした。

「答こたえなら初はじめからわかりきっておる。」

　怒いかりに狂くるうトカゲロウに対たいして、阿あ弥み陀だ丸まるは落おち着ついていた。




「真しん空くう仏ブッ陀ダ斬ぎり!!」





──ガキィイイン!!
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　ああ、春はる雨さめが。阿あ弥み陀だ丸まるの必ひっ殺さつ技わざが春はる雨さめを真まっぷたつに折おってしまった。

「うそだ！　『春はる雨さめ』はてめぇがダチからもらった大たい切せつな刀かたななんじゃなかったのかよ！」

　トカゲロウが折おれた春はる雨さめを持もったまま、信しんじられないという顔かおをしている。

「たしかに大たい切せつな刀かたなだ。」

　阿あ弥み陀だ丸まるは「当あたり前まえだ」と言いわんばかりの表ひょう情じょう。

「だがな、喪も助すけがくれたのは刀かたなだけじゃない。仲なか間まのためならそれをも捨すてる心こころ意い気き。喪も助すけが拙せっ者しゃのために、大たい切せつな形かた見みを捨すてたようにな。」

　トカゲロウは意い味みがわからず、「うそだろっ！」ともう一いち度ど言いった。

「サムライの命いのちとも言いうべき刀かたなを!?　たかがガキ一匹ぴき守まもるために!?　ありえねえ！」

「いいかげんにしろ、トカゲロウ。」

　憑ひょう依い合がっ体たいを解といた葉ようくんが口くちを開ひらいた。

「奪うばうのはほんの一いっ瞬しゅん。守まもるのは一いっ生しょうだ。阿あ弥み陀だ丸まるはそのずっとの間あいだ、仲なか間まのためにがんばった。だから強つよくなったんだ。お前まえは、その強つよさに負まけたんだ。」

　葉ようくんの言こと葉ばには説せっ得とく力りょくがあった。たしかに六百年ねんずっと親しん友ゆうを待まち続つづけた阿あ弥み陀だ丸まると、六百年ねん恨うらみ続つづけたトカゲロウでは、霊れいになったあとの想おもいがちがう。

「あきらめてその身体からだから離はなれろ。お前まえは正ただしく成じょう仏ぶつしなきゃならない。」

「成じょう仏ぶつ？」とトカゲロウが復ふく唱しょうする。

「そうだ。さっさとあきらめてラクになれ。六百年ねんも恨うらみ続つづけてたんじゃ、いいかげん疲つかれちまったろ。」

　出でた。葉ようくん独どく特とくの「ラク」の発はっ想そう。出で会あったころは何なにを言いってるんだと思おもったけど、いまは少すこしわかってきた。葉ようくんの「ラク」には強つよい信しん念ねんがあるんだ。

「ふざけんじゃねえ。六百年ねんも恨うらみ続つづけてきたんだぞ。そう簡かん単たんに成じょう仏ぶつなんかしてたまるか。それにな……。」

　トカゲロウは縛しばられたままのぼくの首くび元もとにナイフを突つきつけた。これは、ボウリング場じょうで手て下したの足あしを刺さしたやつだ。

「オレが成じょう仏ぶつするのは、阿あ弥み陀だ丸まる。てめぇを絶ぜつ望ぼうのどん底ぞこに落おとしてやったときだぜ。」

「あやつ、まだ武ぶ器きを持もっておったとは。葉よう殿どの、急いそいで憑ひょう依い合がっ体たいを！」

「もう遅おせえ！　この世よは奪とるか奪とられるかだ！　てめえらみてえに仲なか間まだなんだと甘あめえやつらにゃしょせん渡わたっていけねえんだよ！」

　ナイフがふり下おろされる。




「いやあああああ!!」




　ぼくは本ほん日じつ何なん度どめかの悲ひ鳴めいをあげた。

「だからお前まえは阿あ弥み陀だ丸まるに負まけたんだ。それどころか木ぼく刀とうの竜りゅうにもな。」





──ドガッ!!






　トカゲロウが竜りゅうの身体からだもろともふっとんだ。一いっ瞬しゅん何なにが起おこったのかわからなかった。

「大だい丈じょう夫ぶか、ボウズ。」

　トカゲロウの手てから離はなれたぼくを抱かかえ、縄なわをほどいてくれたのは、竜りゅうの手て下したのひとりだった。そして、トカゲロウを殴なぐり飛とばしたのはほかの手て下したたちだった。

「どうして？　きみたちは、木ぼく刀とうの竜りゅうに逆さからえないんじゃ……。」

「はっ。オレらは竜りゅうさんの家け来らいじゃねえ。あのひとを信しんじてついてきてんのよ。その信しんじてるひとがクソ野や郎ろうになるなんて、だまって見みてられるわけねえだろ。」

　意い外がいだった。竜りゅうたちはワルの集しゅう団だんで、竜りゅうは「暴ぼう力りょく」で手て下したたちを従したがえてるんだと思おもっていたから。

「てめえら、放はなせ！　この野や郎ろう！」

　竜りゅうの手て下したたちに手て足あしを押おさえこまれたトカゲロウが叫さけんでいる。

「もういいかげんにしてくれよ、竜りゅうさん。『殺ころす』だなんて、何なに考かんがえてんだ！」

「たしかに竜りゅうさんは乱らん暴ぼう者ものだけど、少すくなくともオレたちには優やさしかったじゃねえか！」

　トカゲロウの右みぎ手てを押おさえる手て下したと、左ひだり手てを押おさえる手て下したが涙なみだ目めで叫さけんだ。

「忘わすれちまったのかよ。中ちゅう学がくの入にゅう学がく式しき。居い場ば所しょがなかったオレに声こえをかけてくれたこと。」

「覚おぼえてねえのか。夏なつ祭まつりでヤクザにからまれてたオレを助たすけてくれたときのことを。」

　ふたりの叫さけびにほかの手て下したたちも声こえをあげる。

「そうだ。家いえ出でして行いくあてのなかったオレに、竜りゅうさんは焼やき芋いもを食くわせてくれた。」

「食くうに困こまって、腹はらペコだったオレにおごってくれた肉にくまんの味あじ、忘わすれられねえよ。」

　知しらなかった。竜りゅうの手て下した、いや、仲なか間またちは、すごく竜りゅうのことをしたってるんだ。そしてそれは、竜りゅうが居い場ば所しょのないやつらに手てを差さし伸のべてきたから。

「社しゃ会かいに居い場ば所しょのないオレたちに、ベストプレイスを探さがそうと誘さそってくれた竜りゅうさんの言こと葉ば。いまでも忘わすれられねえんだよ。」

　足あしを刺さされた仲なか間まのひとりが、声こえをふるわせながら続つづける。

「オレたち、仲なか間まじゃねぇか、って。」

　竜りゅうの仲なか間またち全ぜん員いんが目めに涙なみだをうかべて、「竜りゅうさん！」「竜りゅうさん！」と口くち々ぐちに叫さけんでいる。

「仲なか間ま仲なか間ま仲なか間ま仲なか間ま仲なか間ま……。」

　トカゲロウがぶつぶつと念ねん仏ぶつを唱となえるかのように繰くり返かえした。




「うるせえんだよ！」




　まずい。竜りゅうの仲なか間またちの声こえは、トカゲロウには逆ぎゃく効こう果かだったようだ。

「このトカゲロウ様さまがこのまま引ひいてたまるかってんだよ。オレにはまだ最さい後ごの『盾たて』があんだよ。」

　トカゲロウは押おさえられていた手てをふり払はらうと、持もっていたナイフを自じ分ぶんの、いや、憑ひょう依いしている竜りゅうの首くび元もとに突つきつけた。

「おい、阿あ弥み陀だ丸まる。もう一いち度どそのガキに憑ひょう依いして自じ害がいしな。さもねえと、こいつを道みち連づれにするぞ！」

　なんてことを考かんがえるんだ。自みずから取とり憑ついている身体からだを人ひと質じちにするなんて。

「そんなことしたら、あんた地じ獄ごく行いきよ。」

　ここまでずっとだまっていたアンナさんが、トカゲロウをにらみつけて言いった。

「地じ獄ごく……？　へへ。けっこうじゃねえか、地じ獄ごく。」

　ナイフを自みずからに突つきつけたまま、トカゲロウが不ふ敵てきに笑わらった。

「地じ獄ごくってんならオレの生いきた時じ代だいこそ地じ獄ごくだったさ。終おわらない戦せん争そう。止とまらない奪うばい合あい。何なにも持もたないやつらは、飢うえる一いっ方ぽう。オレは親おやすら犠ぎ牲せいにして生いき延のびてきたんだ。」

　トカゲロウの声こえはふるえていた。それでいて、低ひくく重おもい声こえは、その場ばにいた全ぜん員いんを「しん」とだまらせてしまった。

「あの光こう景けいを越こえる地じ獄ごくがあるってんなら見みせてほしいもんだぜ、なあ阿あ弥み陀だ丸まる！」

「バカなマネはよせ！　トカゲロウ。」

　阿あ弥み陀だ丸まるが止とめに入はいるが間まに合あわない。

「ケケケケッ！　オレは地じ獄ごくなんて怖こわくねえんだよぉおお！」

　やめて。ぼくも声こえにならない叫さけび声ごえをあげた。しかし、ナイフが竜りゅうの首くびに突つき刺ささりそうになったその瞬しゅん間かん、トカゲロウの動うごきが止とまり、そのまま仰あお向むけに倒たおれてしまった。

「か、身体からだが動うごかねえ……。」

　トカゲロウ自じ身しん、何なにが起おきたかわかっていないようだった。

「シャーマンでもない竜りゅうの肉にく体たいは、お前まえの無む理りな憑ひょう依いにこれ以い上じょうたえられないんだ。このままお前まえが取とり憑ついてたなら、どちらにしろ、竜りゅうを取とり殺ころすことになっちまう。」

　葉ようくんがかなしそうな顔かおで、トカゲロウの顔かおを見み下おろす。

「取とり殺ころす、って、木ぼく刀とうの竜りゅうが、死しんじゃうってこと……!?」

　ぼくのつぶやきに、竜りゅうの仲なか間またちにも動どう揺ようが走はしる。

「なあ、トカゲロウ。取とり返かえしがつかなくなる前まえに、その身体からだから出でてくれないか。」

　葉ようくんが頼たのむように言いった。しかし、トカゲロウの態たい度どは変かわらない。

「ケッ。それじゃあ、この男おとこにはこのまま死しんでもらおうか。それもこれもぜんぶてめぇのせいさ、阿あ弥み陀だ丸まる。オレぁ、オレを殺ころしたてめぇをぜったい許ゆるさねぇ。てめぇの苦くるしむ顔かおを見みるまで、オレは成じょう仏ぶつできねえんだよ。」

　なんでそこまで阿あ弥み陀だ丸まるにこだわるんだろう。確たしかに殺ころされた恨うらみは大おおきいかもしれない。でも、自じ分ぶんから襲おそって返かえり討うちにあったんだから、仕し方かたないことにも思おもえる。

「あの時じ代だい、お前まえとて多おおくの人にん間げんを殺ころしてきたはずだ。なのに、自じ分ぶんは死しぬ覚かく悟ごができていなかったとでも言いうのか。」

　阿あ弥み陀だ丸まるがトカゲロウに語かたりかける。

「うるせぇよ。オレは何なにがなんでも生いきなきゃいけなかったんだ。」

　トカゲロウが苦くるしそうに言いった。

「オレのおふくろはなぁ、あの大だい飢き饉きんの中なか、自じ分ぶんの命いのちを使つかってオレを生いき残のこらせてくれたんだ。」

　もう取とり憑ついている竜りゅうの身体からだに力ちからなど残のこっていないはずなのに、トカゲロウはゆっくりと身体からだを起おこそうとしている。

「おふくろがつけてくれたこのトカゲロウって名な前まえはな、自じ分ぶんの尻しっ尾ぽを切きり落おとしてでも生いき延のびるトカゲのようになれって想おもいが込こめられてんだ。」

　ひざをふるわせながら、トカゲロウは立たち上あがった。

「オレはなあ！　死しんだおふくろの分ぶんまで生いきなきゃならなかったんだ!!」

　トカゲロウはそう叫さけぶと、葉ようくんをつかみ、首くび元もとにナイフを突つきつけた。

「ケケケケケッ！　こいつを殺ころせば、てめえはどんなに苦くるしむかな、え？　阿あ弥み陀だ丸まるよ。」

「葉よう殿どの！」

　もう動うごけないと完かん全ぜんに油ゆ断だんしていた。どうしよう。今こん度どは葉ようくんがピンチだ。

「ボケッとしてんじゃないわよ、葉よう！」





──ジャララララ！






　アンナさんがトカゲロウの背はい後ごから跳とんできて、「数じゅ珠ず」で縛しばり上あげた。

「自じ分ぶんの生おい立たちが不ふ幸こうだったからって、ひとのモノを奪うばっていいわけないでしょ。あんたみたいな救すくいようのないバカは、あたしがさっさと地じ獄ごくに送おくってあげるわ！」

　アンナさんはトカゲロウを除じょ霊れいするつもりだ。でも、葉ようくんがそれを止とめた。

「だめだ、アンナ。そいつをそのままあの世よへ送おくっちまったら、だれがそいつを救すくうんだ。」

　葉ようくん、何なにを言いってるんだ。こんなひどいことをしたトカゲロウを救すくうだなんて。

「救すくわれない魂たましいを救きゅう済さいするのもシャーマンの仕し事ごとだろ。」

　葉ようくんは納なっ得とくのいかないアンナさんを説せっ得とくしている。

「この世よに救すくえないやつなんかいねえ。こいつは生いきなきゃならないという責せき任にんを負おうあまり、結けっ局きょくだれも信しんじることができなかっただけなんよ。」

「ケケケ。オレを救すくう？　ざけんじゃねえぞ、コラ！」

　悪あく態たいをつくトカゲロウ。いったいこんなひねくれた霊れいをどうやって救すくうというのだろうか。

「ふざけてなんかねえさ。トカゲロウ、おいらに憑ひょう依いしろ。そしたら、おいらの身体からだを煮にるなり焼やくなり好すきにすればいい。」

　今こん度どこそ本ほん当とうに何なにを言いってるんだ、葉ようくんは。トカゲロウを葉ようくんに憑ひょう依いさせるなんて。ぼくらだけじゃなく、トカゲロウ自じ身しんもあまりにおかしな申もうし出でに困こん惑わくしている。

「霊れいが成じょう仏ぶつできるのは、この世よへの未み練れんがなくなったときだけだ。もう竜りゅうの身体からだじゃ、お前まえの望のぞみは果はたせないだろ？」

　それはそうだけど。トカゲロウの「未み練れん」は、阿あ弥み陀だ丸まるへの「復ふく讐しゅう」だ。葉ようくんに憑ひょう依いしたら、絶ぜっ対たいその復ふく讐しゅうを果はたそうとするにちがいない。でも葉ようくんはそんなことお構かまいなしって顔かおだ。




「ホラ。おいらに憑ついてきな。」




　葉ようくんは、両りょう手てを大おおきく広ひろげて、トカゲロウの魂たましいを迎むかえ入いれる準じゅん備びをした。

「納なっ得とくいかんでござる！　何な故ぜ、葉よう殿どのが犠ぎ牲せいになってまでこの男おとこを救すくわねばならぬのか！　たかだか一匹ぴきの盗とう賊ぞくごときのために、葉よう殿どのが！」

　阿あ弥み陀だ丸まるが葉ようくんとトカゲロウの間あいだに割わって入はいる。

「すまん。阿あ弥み陀だ丸まる、少すこしだまっててくれるか。」

　怒いかり心しん頭とうの阿あ弥み陀だ丸まるを、葉ようくんは強きょう制せい的てきにヒトダマモードにして、位い牌はいに閉とじこめてしまった。そんなことをしたら、葉ようくんを守まもるボディーガードがいなくなっちゃうのに。

「大だい丈じょう夫ぶ。きっとだれも傷きずつかずに解かい決けつするさ。」

　葉ようくんは自じ信しんありげにほほえんだ。

「ケッ！　だれも傷きずつかずにだぁ？　んなバカなことがあってたまるかってんだ。」

　トカゲロウが葉ようくんをにらみあげる。

「この世よは奪とるか奪とられるか。てめえが食くった団だん子ごのせいで、だれかが団だん子ごを食くい逃のがす。だからオレは団だん子ごを食くうほうを選えらんだ。当あたり前まえのことだろうが。」

「ゼーゼー」と苦くるしそうに息いきをしながら、トカゲロウはふたたび立たち上あがろうとする。




「見みせてみろよ！　てめぇの言いう『救すくい』とやらを!!」
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「ドロン」と木ぼく刀とうの竜りゅうから飛とび出でたトカゲロウは、自みずからヒトダマモードになって、葉ようくんの身体からだに「ドン！」と飛とびこんだ。

「葉ようくん！」

　ぼくは思おもわず、叫さけんだ。しかし、返へん事じをしたのは葉ようくんではなかった。

「ケケケッ。バカなやつだ。わざわざオレに殺ころされるために身体からだを貸かすとは。まったく信しんじられねえぜ。」

「トカゲロウ!?」

　まさか、そんな。本ほん当とうにトカゲロウに好すきにさせるつもりなのか。葉ようくんなら、トカゲロウに取とり憑つかれても、霊れい魂こんをコントロールできると思おもったのに。

「……ったく、信しんじられねえよな。」

　トカゲロウが、顔かおをあげる。そこには涙なみだに濡ぬれた盗とう賊ぞくの顔かおがあった。

「クソっ。オレとしたことが、この身体からだをぶっ殺ころせねえとは。どういうこった。なんなんだよ、この気き持もちは……。」

　トカゲロウにも、自じ分ぶんが涙なみだを流ながしている理り由ゆうが理り解かいできていないようだった。

「未み練れんでござるよ。」

　位い牌はいから阿あ弥み陀だ丸まるが現あらわれて言いった。

「未み練れん？」

「トカゲロウの未み練れんとは拙せっ者しゃへの復ふく讐しゅうではなかった。母はは親おやに抱いだいていたような『信しん頼らい』という心こころの安やすらぎを求もとめる想おもい。それこそが本ほん当とうの未み練れん……。」

「なんだと、阿あ弥み陀だ丸まる！　てめぇに何なにがわかるってんだっ！」

　涙なみだを拭ふきながら、阿あ弥み陀だ丸まるに詰つめ寄よるトカゲロウ。

「少すくなくとも、拙せっ者しゃはお前まえと同おなじあのひどい時じ代だいを生いきた。拙せっ者しゃも喪も助すけという仲なか間まがいなかったら、守まもるものもなく、奪うばうことしか知しらなかっただろう。」

　トカゲロウはだまった。阿あ弥み陀だ丸まるは続つづける。

「孤こ独どくなお前まえにとって真しんの救すくいとは他た人にんを信しんじ、他た人にんに身みをゆだねること。葉よう殿どのはお前まえを信しんじゆだねることで、お前まえの『信しんじる心こころ』を呼よび起おこさせたのでござるよ。」

「……な……、それじゃあオレが取とり憑ついた時じ点てんで、オレはこいつに負まけてたってことじゃねえかよ。」

　すごい。まさか葉ようくんはそこまで読よんでいたのか。

「「「竜りゅうさん！」」」

　トカゲロウに取とり殺ころされずにすんだ竜りゅうを、仲なか間またちが必ひっ死しに介かい抱ほうしている。どうやらエネルギーを使つかい切きって眠ねむっているようだ。

「仲なか間まか……。」

　葉ようくんから離はなれたトカゲロウがそうつぶやいたのが、ぼくの耳みみにも聞きこえた。

「ああ。団だん子ごはみんなで食くうからうまいんだよ。」

　葉ようくんが言いった言こと葉ばの意い味み。今こん度どこそ、トカゲロウに届とどいているはずだ。だって、トカゲロウの口くち元もとに、うっすらとだが、幸しあわせそうな笑えみが浮うかんでいたから。





第だい九廻かい　シャーマンスター







　トカゲロウの一いっ件けんから一いち夜やが明あけた。深しん夜やにまでおよんだ戦たたかいにみなヘトヘトのボロボロ。そこにいた全ぜん員いん、かつては民みん宿しゅくだったという葉ようくんのうちに泊とめてもらった。

「おはようございます。葉ようのダンナ！」

　まだ眠ねむい目めをこすりながらぼくと葉ようくんが台だい所どころに行いくと、そこには、木ぼく刀とうの代かわりに包ほう丁ちょうを握にぎり、朝ちょう食しょくの支し度たくをする竜りゅうの姿すがたがあった。

「な、なんで木ぼく刀とうの竜りゅうが!?」

　昨夜ゆうべのことで、竜りゅうが根ねっからのワルではないことはわかったけど、それでも、朝あさから早はや起おきしてみんなのごはんをつくるなんて。ちょっと予よ想そう外がいだった。

「っていうか、お前まえ、なんでそんなにピンピンしてんだ!?　ふつうの人にん間げんは憑ひょう依い疲づかれで一週しゅう間かんは動うごけないはずなのに。」

　葉ようくんはぼくとはべつの理り由ゆうで驚おどろいていた。そうなのか。憑ひょう依いされるとそんなに身体からだに負ふ担たんがかかるものなんだ。

「あたしも驚おどろいたわよ。こいつ、どうやら『チカラ』に目め覚ざめちゃったみたいなの。」

　先さきに起おきてたのか、アンナさんが「やれやれ」という顔かおで言いった。

「チカラって？」

「シャーマン能のう力りょくよ。トカゲロウに取とり憑つかれたのがきっかけになったのね、きっと。」

　アンナさんの説せつ明めいに、ぼくらは「えええええ!?」と叫さけんだ。




「木ぼく刀とうの竜りゅうに、シャーマン能のう力りょくがぁあ!?」




　信しんじられない。しかし、信しんじざるを得えないセリフが竜りゅうの口くちから出でる。

「おはようございます！　阿あ弥み陀だ丸まる師し匠しょう。」

「拙せっ者しゃが見みえているでござるか？」

　竜りゅうは「もち。」とうなずいた。どうやら本ほん当とうにシャーマン能のう力りょくに目め覚ざめてしまったようだ。

「さっきからなんなんだよ、ダンナとか師し匠しょうとか。」

　葉ようくんは若じゃっ干かん気き持もち悪わるそうな顔かおをしている。

「オレはね、ずっと居い場ば所しょを求もとめ続つづける迷まい子ごみてえなもんでした。」

　竜りゅうが何なにやら語かたり始はじめた。

「仲なか間ま以い外がいの連れん中ちゅうからは見み向むきもされないはぐれ者もの。いま思おもえばそういうところがトカゲロウと気きがあっちまったのかもしれねぇっス。」

　トカゲロウが竜りゅうに取とり憑ついたのは「ワル」だったからというわけではなさそうだ。

「だが、阿あ弥み陀だ丸まる師し匠しょうは、そんなオレを助たすけてくれた。師し匠しょうの首くび塚づかを壊こわしたオレを、大たい切せつな刀かたなを折おってまで……。」

　昨さく夜やの竜りゅうは意い識しきがなかったはず。おそらく、先さきに起おきていたアンナさんにいろいろ聞きいたんだろう。

「師し匠しょうの心こころ意い気き。マジで感かん動どうしました。そして、師し匠しょうのような霊れいをこの世よとつなぐ、葉ようのダンナにアンナのおかみ。」

　アンナさんは「おかみ」らしい。

「シャーマン……。たしかに最さい初しょは面めん食くらいましたがね、こんなスゲェ人にん間げんがいたなんて。そしてオレにもその才さい能のうがあると知しって、オレは初はじめて居い場ば所しょを見みつけたような気きがしたんスよ。」

　まさか、その居い場ば所しょって、ここのことを言いってるのか。

「オレ、料りょう理りの腕うで前まえには自じ信しんがあるんス！　ダンナ、おかみ。この民みん宿しゅくで板いた前まえとして働はたらかせてください。春はる雨さめを折おった償つぐないをさせてください！」

　竜りゅうはその場ばでひざをつき、床ゆかに額ひたいをこすりつけるようにして言いった。

「おい、野や郎ろうども！　家いえの掃そう除じと庭にわの整せい備びだぁ！」

　顔かおを上あげた竜りゅうが号ごう令れいをかけると、どこに隠かくれていたのか、竜りゅうの仲なか間またちが一いっ斉せいに飛とび出でてきた。




「「「おう!!」」」




「やっぱ、竜りゅうさんはすげえぜ！」

「ああ、男おとこ前まえだぜ！」

「しかも、霊れいが見みえるなんて、タダ者ものじゃなかった！」

　仲なか間またちが口くち々ぐちに木ぼく刀とうの竜りゅうをほめたたえる。

「ここがオレたちの……。」

「オレたちの……。」




「「「ベストプレイスだぁあ!!」」」




　全ぜん員いんの声こえがそろう。どうやら本ほん当とうにここを民みん宿しゅくとして再さい開かいさせようとしているらしい。

「いいの？　葉ようくん、アンナさん。大たい変へんなことになってるけど。」

　葉ようくんは言こと葉ばを失うしなっている。

「民みん宿しゅく……。『美び人じんおかみ』って響ひびき、悪わるくないわね。」

　アンナさんは、まんざらでもなさそうだ。でも、だれも「美び人じんおかみ」とまでは言いってないけどね。


──パアァン！



　アンナさんの平ひら手てが飛とんできた。口くちに出だしてないのに。心こころの中なかでツッコんだだけなのに。




　その日ひの夜よる。家いえ中じゅうの掃そう除じを終おえた竜りゅうたちは、この民みん宿しゅくに備そなえ付つけてある温おん泉せんに入はいり、疲つかれを癒いやしている。ぼくらは居い間までまったりくつろぎタイムだ。

「にしても本ほん当とうに驚おどろいちゃったね。まさか、木ぼく刀とうの竜りゅうがあんなことになっちゃうなんて。」

「いいじゃない。家いえ中じゅうピカピカになって大おお助だすかりだわ。」

　アンナさんはすっかり、竜りゅうたちも、民みん宿しゅくのおかみも受うけ入いれてしまっている。

「う～ん……。」

　一いっ方ぽう、葉ようくんは何なにやら考かんがえこんでいる様よう子す。

「どうしたの、葉ようくん？」

「いや、竜りゅうのやつ。春はる雨さめを折おっちまったこと、ずいぶん気きに病やんでたみたいだったからな。」

　たしかに。「償つぐない」という言こと葉ばはそう簡かん単たんに出でてくるものじゃない。

「返かえらぬものは、もう返かえらない。拙せっ者しゃはべつに気きにしてないでござるよ……。」

　阿あ弥み陀だ丸まるはそう言いったが、表ひょう情じょうはどこかさみしげだ。

「やせガマンしてんじゃないわよ、阿あ弥み陀だ丸まる。春はる雨さめは打うち直なおしてもらえばいいじゃない。あんたの親しん友ゆうの喪も助すけって男おとこを呼よんでね。」

　しれっとつぶやくアンナさん。いやいやいやいや、アンナさん。喪も助すけさんはとっくに成じょう仏ぶつしちゃったんだよ。

「もう忘わすれたの？　あたしはイタコ。恐おそれ山ざんが生うんだスーパーシャーマンよ。」

　そうだった。アンナさんにかかれば、たとえ霊れいが成じょう仏ぶつしてたって、いつでもどこでも霊れいを呼よべちゃうんだった。沙シャ問モン老ろう師しのときも、成じょう仏ぶつした霊れいを呼よんで葉ようくんに憑ひょう依いさせたのをぼくは思おもい出だしていた。




　風ふ呂ろからあがった竜りゅうたちを庭にわに集あつめて、アンナさんの「降こう霊れい」がはじまる。

　──ジャラララララ。

　アンナさんの数じゅ珠ずが鳴なる。竜りゅうたちはまだ事じ態たいがのみこめていないようなので、ぼくがなるべくわかりやすく「イタコ」のチカラについて説せつ明めいした。

「なんてこった。やっぱすげえやシャーマンは。ともあれ、これでオレの気き持もちも救すくわれるってもんだ。」

　竜りゅうは涙なみだをぬぐった。やはり、春はる雨さめを折おってしまったこと、ずいぶんと気きにしていたようだ。

「あんたの恩おん返がえしはここからよ。」

　アンナさんは数じゅ珠ずを鳴ならしながら、竜りゅうに向むかって言いった。

「下クダリテクレリヤ。下クダリテクレリヤ。喪も助すけの霊れいよ！」

　アンナさんは現あらわれたヒトダマを木ぼく刀とうの竜りゅう目めがけて放はなった。同どう時じに葉ようくんも阿あ弥み陀だ丸まるを呼よび出だす。




「「憑ひょう依い合がっ体たい!!」」




　葉ようくんとアンナさんの声こえがそろう。喪も助すけさんの霊れいは竜りゅうに、阿あ弥み陀だ丸まるは葉ようくんに。そうか。こうすれば、ふたりは肉にく体たいを持もった状じょう態たいで再さい会かいすることができる。

「阿あ弥み陀だ丸まる……。刀かたなは大だい事じにしろって、あれほど言いったろうが！」

　竜りゅうに憑ひょう依いした喪も助すけさんが、いきなり拳こぶしをふり上あげる。

「何なにを！　喪も助すけ、てめぇこそ六百年ねんもオレを待またせやがって。このウスラトンカチが！」

　葉ようくんに憑ひょう依いした阿あ弥み陀だ丸まるも拳こぶしをにぎり応おう戦せんする。

「ええ!?　なんでケンカ？　せっかく会あえたのに!?」

　ぼくはふたりの行こう動どうの意い味みがわからない。





──バキッ!!






　喪も助すけさんと阿あ弥み陀だ丸まる。ふたりの拳こぶしがおたがいの頰ほおにめりこむ。相あい打うちだ。

「会あいたかったぜ、阿あ弥み陀だ丸まる……。」

「ああ、久ひさしぶりだな、喪も助すけ……。」

　ああ、そうか。六百年ねんぶりの再さい会かい。言こと葉ばなんてふたりにはいらないんだ。昔むかしみたいにケンカしながら拳こぶしで語かたり合あう。最さい高こうの再さい会かいをアンナさんと葉ようくんは演えん出しゅつしたわけだ。

「まあ、これもチカラに目め覚ざめた竜りゅうの身体からだあってこそね。いい恩おん返がえしになったんじゃないの。」

　同どう時じに竜りゅうの気き持もちも晴はれて一いっ石せき二に鳥ちょう。アンナさん、さすがだ。

　その後ご、喪も助すけさんは竜りゅうの身体からだを借かりたまま、街まちの鍛か冶じ屋やで春はる雨さめを打うち直なおした。トカゲロウの一いっ件けんを経へて、ぼくらが手てにしたもの。それは、阿あ弥み陀だ丸まるの愛あい刀とう「春はる雨さめ」と、木ぼく刀とうの竜りゅうという新あらたな「シャーマン仲なか間ま」だった。




「やっぱ、かっけえよなぁ、憑ひょう依い合がっ体たい。そう思おもうだろ、まん太た？」

　鍛か冶じ屋やで葉ようくんたちと別わかれたぼくは、なぜか木ぼく刀とうの竜りゅうといっしょに夜よ道みちを歩あるいていた。「ガキがこんな時じ間かんにひとりで帰かえるなんてあぶねえだろ。」だって。竜りゅうが仲なか間まには優やさしいってことがぼくにもよくわかった。

「確たしかにね。でも、竜りゅうはできなかったね、憑ひょう依い合がっ体たい。」

「うう。それを言いうなって……。」

　とたん、竜りゅうが悲かなしそうな顔かおをする。そうなのだ。葉ようくんたちと別わかれる前まえ。竜りゅうがやってみたいと頼たのみこんで、阿あ弥み陀だ丸まるを自じ分ぶんの身体からだに憑ひょう依いさせようとした。結けっ果かは、さんざん。何なん度どトライしても竜りゅうが阿あ弥み陀だ丸まると憑ひょう依い合がっ体たいすることはなかった。

「アンナさんも、憑ひょう依いされるのと、するのじゃ大おおちがいって言いってたじゃないか。」

「でもよぉ。アンナのおかみが、オレにもシャーマン能のう力りょくがあるって言いってくださったからよぉ。つい期き待たいしちまうじゃねえか。葉ようのダンナみたいになれるんじゃねぇかってさ。」

　竜りゅうの気き持もちはよくわかる。でも、葉ようくんは代だい々だいシャーマンの家か系けいに生うまれ、その上うえ、小ちいさいときから修しゅ業ぎょうをしてるんだ。昨日きのう今日きょうシャーマン能のう力りょくに目め覚ざめたばかりの竜りゅうが同おなじことができるとは思おもえない。

「わかってるんだ。わかっちゃいるんだけどよぉ……。」

　竜りゅうはまだあきらめがつかないようだ。嘆なげくように夜よ空ぞらを見みあげた。ぼくもつられて顔かおをあげる。





──ドドドドドオオオオオオオ!!






　そこには、見みたこともないほど大おおきなほうき星ぼしが、すごい音おとをたてながら、夜よ空ぞらを駆かけ抜ぬけていく。

「な！　なんじゃこりゃあああ！」

　竜りゅうが腰こしを抜ぬかしそうなほど驚おどろいている。ぼくはもう腰こしを抜ぬかしている。

「なんなんだ、あの彗すい星せい!?　『万まん辞じ苑えん』にものってないぞ、あんなの。」

　ぼくが地じ面めんに座すわりこんで、叫さけんでいると、竜りゅうがぼくの手てを引ひいて立たたせてくれた。

「アンナのおかみに聞きいてみようぜ！」

『万まん辞じ苑えん』にも書かかれてないことをアンナさんが知しってるわけが、とはもう思おもわなかった。葉ようくんたちと出で会あって、ぼくの常じょう識しきはひっくり返かえった。シャーマンの世せ界かいは『万まん辞じ苑えん』にのってないようなことがふつうに起おきる。

「葉ようくんがいつも星ほし空ぞらを見みてたのも、関かん係けいあるのかな……。」

　そういえば、あの道タオ[image: ]レンも出で会あったとき、星ほしを見みていた気きがする。ぼくと竜りゅうは、いま来きた道みちを引ひき返かえし、葉ようくんたちの家いえをめざした。




「あれは、『羅ラ[image: ]ゴウ』よ。」

　案あんの定じょう、アンナさんは、巨きょ大だい彗すい星せいの正しょう体たいを知しっていた。

「『羅ラ[image: ]ゴウ』は、密みっ教きょうの伝でん承しょうにある『破は滅めつ』を象しょう徴ちょうする謎なぞの星ほし。対ついとなる『計ケイ都ト』という星ほしとともに『巫の星シャーマンスター』と呼よばれ、五百年ねんに一度ど、地ち球きゅうに近ちかづき大だい災さい害がいをもたらすと言いわれているわ。」





[image: ]





　五百年ねんごとに「破は滅めつ」が。でも、そんなことどんな歴れき史し書しょにものってない。

「そりゃそうよ。大おおいなる『破は滅めつ』のたびに、それを大おおいなる『再さい生せい』へと変かえる『救きゅう世せい主しゅ』が現あらわれたんだから。」

　救きゅう世せい主しゅ……。それって、もしかして……。

「ああ、シャーマンキングってことだな。」

　葉ようくんが『羅ラ[image: ]ゴウ』を見みあげながらつぶやいた。あのほうき星ぼしは、世せ界かい中じゅうにいるシャーマンたちに告つげているんだ。救きゅう世せい主しゅ、つまり、シャーマンキングが誕たん生じょうする時ときだと。

「シャーマンファイトがはじまる。」

　その合あい図ずでもあるほうき星ぼしから、ぼくはいつまでも目めを離はなすことができなかった。





第だい十廻かい　新あらたなる闘たたかいへ







「葉ようくん、大たい変へんだ！　あの彗すい星せいのことがニュースになってる！」

　ぼくはスマホ片かた手てに教きょう室しつに飛とびこんだ。

「す、すまねぇ、まん太た。いま、ちょっと……。」

　葉ようくんの横よこには、竹刀しない片かた手てにアンナさんが「あと十分ぷん！」と厳きびしい顔かおをしている。

「わおっ！　空くう気きイス、まっ最さい中ちゅう！」

　ぼくはタイミングの悪わるさにずっこける。




　放ほう課か後ご、ぼくと葉ようくんは改あらためてシャーマンファイトについて話はなし合あった。でも、葉ようくんはあいかわらず「ユルい」まんまだ。

「どうも、ピンとこんのよ。」

　修しゅ業ぎょうばかりが厳きびしくなることにひとしきり文もん句くを言いったあとのセリフだ。

「ええ？　でも、あの星ほしを見みて、世せ界かい中じゅうのシャーマンが、ここ東とう京きょうに集あつまってくるんでしょ？」

　あの道タオ[image: ]レンのように。あんなのがわんさかやってくるかと思おもうと、アンナさんの修しゅ業ぎょうが厳きびしくなるのも仕し方かたない気きがする。

「でもさ、東とう京きょうでやるってこと以い外がい、いっさい謎なぞなんだぞ。日にち時じとか、ルールとか、なんもだぞ。」

　確たしかに主しゅ催さい者しゃもわからない大たい会かいというのは、実じっ際さい怪あやしいものがある。

「しかも、じいちゃんからも何なにも連れん絡らくないし。ほんとにあるのか、そんな大たい会かい？」

「いや、ぼくに言いわれても困こまるけど。」

　そんなやりとりをふたりでしてるときだった。

「少しょう年ねんよ。『道みち』を見み失うしなっているな。」

　背はい後ごから声こえをかけられた。ふり返かえると、長ちょう身しんで長ちょう髪はつ、目めにはサングラス、右みぎ手てにはごつい指ゆび輪わを五個こもつけた、いかにも怪あやしいひとが立たっていた。

「そんなときは、心こころを空からにして、星ほしと大だい地ちの声こえに耳みみを傾かたむければいい。さすれば、きみの魂たましいは、進すすむべき道みちを見みつけられるだろう。」

　言いってることもすごく怪あやしい。何なにかの勧かん誘ゆうかもしれない。変へんな壺つぼとか買かわされないうちに退たい散さんしたほうがよさそうだ。

「葉ようくん、行いこう。」

　ぼくは長ちょう髪はつのひとに興きょう味みありげな葉ようくんを引ひっ張ぱって、その場ばから立たち去さった。




　その夜よる。ぼくらはいつもの墓ぼ地ちの丘おかに来きていた。今こん夜やも星ほしがキレイだ。

「やっぱ、ここが一いち番ばん落おち着つくな～。」

　葉ようくんは寝ね転ころがって、ご機き嫌げんで星ほしを眺ながめている。でも、隣となりに座すわる阿あ弥み陀だ丸まるは、なんだか浮うかない顔かおをしている。

「拙せっ者しゃと葉よう殿どのがここで出で会あって約やく半はん年とし。葉よう殿どのは本ほん当とうに強つよくなられた。」

「何なに言いってんだ、阿あ弥み陀だ丸まる？」

　ぼくにも阿あ弥み陀だ丸まるが何なにを言いいたいのか、わからない。

「憑ひょう依い合がっ体たいの速はやさもあがり、憑ひょう依い後ごの一いっ体たい感かんもいっそう高たかまった。」

　そのとおり。修しゅ業ぎょうや幾いく度どもの戦たたかいで、葉ようくんは強つよくなった。しかし、阿あ弥み陀だ丸まるは「だが、」と続つづける。

「霊れいである拙せっ者しゃはこれ以い上じょう強つよくなることがない。拙せっ者しゃだけでシャーマンファイトとやらを勝かち抜ぬいていけるかどうか……。いささか不ふ安あんでござる。」

　阿あ弥み陀だ丸まるは葉ようくんのことを心しん配ぱいしているんだ。自じ分ぶんの力ちからがおよばず、葉ようくんが負まけることを。それは決けっして無ぶ事じにはすまないということを察さっしているから。

「なんだそんなことか。」

　葉ようくんは阿あ弥み陀だ丸まるの悩なやみを軽かるく受うけ流ながした。

「そ、そんなこととはなんでござるか！」

　これには阿あ弥み陀だ丸まるもさすがにだまっていられない。

「だってよ、そんなのいま心しん配ぱいしても仕し方かたねえじゃねえか。」

「葉よう殿どのは、少しょう々しょう考かんがえが甘あまいのではござらぬか。勝しょう負ぶに勝かちたいと思おもうなら、そんないいかげんな気き持もちでは……。」

　阿あ弥み陀だ丸まるの言いうとおりだ。葉ようくんはやはりユルすぎる。

「『進すすむべき道みち』か……。」

　葉ようくんが、昼ひる間まの怪あやしい長ちょう髪はつのひとが言いっていた言こと葉ばを口くちにする。

「オイラは確たしかにいいかげんかもしれん。でも何なにが起おこるかわかんねえ先さきのことにおびえるよりも、いまオイラに何なにが大だい事じかってことのほうがよっぽど重じゅう要ような気きがする。」

　葉ようくんの考かんがえを聞きいて、ぼくも阿あ弥み陀だ丸まるも、ぐっと言こと葉ばを失うしなってしまった。

「大だい丈じょう夫ぶ。お前まえは強つよいよ。なんとかなるって。」

「なんとかなる」。葉ようくんらしいセリフだけど、この言こと葉ばで、阿あ弥み陀だ丸まるの不ふ安あんは取とりのぞくことができたようだ。この柔じゅう軟なんなところが、葉ようくんの強つよさなのかもしれないな。

「なるほど、それがきみの見みつけた魂たましいのあり方かたか。」

　本ほん日じつ二度ど目め。背はい後ごから声こえをかけられた。しかも、この声こえには聞きき覚おぼえがある。

「昼ひる間まの怪あやしい長ちょう髪はつグラサン！」

　思おもわずぼくはそのひとの特とく徴ちょうそのままでツッコんでしまった。

「ハッハッハッ。できれば私わたしもこんな目め立だつ格かっ好こうはしたくないんだけどな。」

　長ちょう身しん、長ちょう髪はつ、サングラスに指ゆび輪わ。さらにいまは、独どく特とくの「柄がら」が刺し繡しゅうされたマントをまとっている。民みん族ぞく衣い装しょうだろうか。

「悪わるいが、きみたちを尾つけさせてもらった。」

　尾び行こうされていたのか。なんのために。いや、いま理り由ゆうはひとつしかない。シャーマンファイトだ。

「申もうし遅おくれたが、私わたしはパッチ族ぞくのシルバ。」

　長ちょう髪はつグラサンは名な乗のりながら、マントを脱ぬぎ捨すてた。

「シャーマンファイト運うん営えい委い員いんの者ものだ。」
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　やはりシャーマンファイト関かん係けい。しかも、運うん営えい側がわ。そして、シルバというこのひとも、シャーマンのようだ。マントの中なかから、複ふく数すうの霊れいが現あらわれた。

「な、なんだあの霊れい？　動どう物ぶつ霊れいみたいだけど、なんかちがうぞ。」

　幼おさないころから霊れいと接せっしてきた葉ようくんが違い和わ感かんをおぼえる霊れい。いったいなんなんだ、それは。

「彼かれらは五百年ねん間かん、魂たましいを磨みがき続つづけて進しん化かした『精せい霊れい』。麻あさ倉くら葉よう、きみのシャーマンファイト参さん加か資し格かくをテストする、私わたしの優ゆう秀しゅうな持もち霊れいたちだ。」

「テストだって!?」

　ぼくは驚おどろいていた。これまでいっさい謎なぞだったシャーマンファイト。その運うん営えい側がわがいきなり現あらわれたことにも驚おどろいていたが、まさか、参さん加かするのにテストがいるなんて。

「さよう。われらパッチ族ぞくは太たい古この昔むかしよりシャーマンファイトを取とり仕し切きってきた一いち族ぞく。というわけで、私わたしはきみにその資し格かくがあるか見み極きわめねばならないのだよ。」

　五体たいいた「精せい霊れい」が、シルバの右みぎ手ての指ゆび輪わそれぞれに戻もどっていく。五個こもごつい指ゆび輪わをつけていたのはこのためだったんだ。

「オイラを……、見み極きわめる？」

　葉ようくんも困こん惑わくしている。

「葉よう殿どの！　こやつはいったい？」

「知しらんよ。でも、あいつはオイラのことを知しってる……。」

　戸と惑まどう葉ようくんと阿あ弥み陀だ丸まるを見みて、シルバは「フッ。」と笑えみをこぼす。

「われらパッチ族ぞくはつねにグレートスピリッツの意い思しとともにある。グレートスピリッツは何なにもかも知しっておいでだ。もちろん、麻あさ倉くら葉よう、きみのこともな。」




「「グレートスピリッツ!?」」




　葉ようくんとぼくは同どう時じに聞きき返かえした。

「それを知しりたければ、テストに合ごう格かくするのだ。」

　シルバは冷つめたくそう返かえすと、懐ふところから何なにやら取とり出だして、ぼくらに見みせた。なんだろう。一いっ見けんスマホみたいだけど、そのカバーというか、装そう飾しょくというか、シルバがまとっていたマントのような民みん族ぞく的てきな雰ふん囲い気きのもので包つつまれている。

「私わたしに勝かつことができたら、この参さん加か選せん手しゅの証あかしを与あたえてやろう。」

　あのスマホみたいなのをもらえれば、シャーマンファイトに参さん加かできるということか。でも、テストっていったい何なにをすればいいんだろう。

「ルールは簡かん単たん。制せい限げん時じ間かん内ないに、私わたしに一いち撃げきでもダメージを与あたえられれば合ごう格かくだ。」

　本ほん当とうに簡かん単たんだ。一いち撃げきだなんて。いまの葉ようくんと阿あ弥み陀だ丸まるの強つよさならこんな試し験けん楽らく勝しょうだ。

「おもしれえ。そのテスト受うけてやる！」

　葉ようくんもめずらしくやる気き十じゅう分ぶんだ。

「しかし、葉よう殿どの、まだこやつの実じつ力りょくもわからぬうちに……。」

　一いっ方ぽうで阿あ弥み陀だ丸まるのほうは慎しん重ちょうだった。

「大だい丈じょう夫ぶだって、阿あ弥み陀だ丸まる。なんだってやってみなきゃわからねえし、やってきたチャンスは逃のがしちゃいけねえ。オイラたちのチカラを見みせてやろうじゃないか。」

　葉ようくんは、そう言いって、春はる雨さめを腰こしの位い置ちにかまえた。速はやい。この時じ点てんで憑ひょう依い合がっ体たいも完かん了りょうしている。




「真しん空くう仏ブッ陀ダ斬ぎり!!」




　斬ざん撃げきがシルバに向むかって飛とんでいく。決きまりだ。あっさり試し験けん合ごう格かく。むしろぼくはシルバが怪け我がをしないか、そっちのほうが心しん配ぱいになっていた。





──パァアアン!!






　しかし、そんな心しん配ぱいは無む用ようだった。指ゆび輪わをはめた右みぎ手てをシルバがかざすと、「真しん空くう仏ブッ陀ダ斬ぎり」の斬ざん撃げきが空くう中ちゅうで飛とび散ちるように砕くだけた。

「はじかれた!?　小こ手て調しらべと浅あさく撃うったのがまずかったか。ならば直ちょく接せつ斬きりつけるまで。」





──ガァアアン!!






　左ひだり手ての甲こうで刀かたなを受うけるシルバ。阿あ弥み陀だ丸まるの春はる雨さめによる強きょう烈れつな斬ざん撃げきを左ひだり手て一本ぽんで防ぼう御ぎょするなんて。

「憑ひょう依い合がっ体たいでは、私わたしに勝かつことはできんよ。」

　よく見みると、シルバの左ひだり手てにはさきほどの精せい霊れいたちの中なかにいた「カメ」がくっつき、春はる雨さめを防ふせいでいる。

「そう。彼かれはカメの精せい霊れい『シルバーシールド』。私わたしを守まもってくれる頼たのもしい精せい霊れいだ。」

　霊れいが「盾たて」になるなんて。しかもあれは憑ひょう依い合がっ体たいとはちがうようだ。

「せっかくなので、ほかの精せい霊れいも紹しょう介かいしよう。『シルバーホーン』。」

　今こん度どはシルバの右みぎ足あしに牛うし、いや、バッファローの顔かおが浮うかぶ。

「精せい霊れいは自じ我がが強つよい人にん間げん霊れいとちがって、その魂たましいの姿すがたを自じ在ざいに変へん化かさせることができる。それは、各おの々おのの能のう力りょくをダイレクトに発はっ揮きし、術じゅっ者しゃを守まもるため。」

　シルバが右みぎ足あしをふり上あげると、そこからまるでバッファローの突とっ進しんのような衝しょう撃げき波はが出でて、葉ようくんの身体からだを吹ふっ飛とばす。

「葉ようくん!?」

　吹ふっ飛とばされすぎて、丘おかからほうり出だされてしまった。このままじゃ、地じ面めんに激げき突とつしてしまう。

「フフ。すまんすまん。勢いきおいあまってしまったようだ。走はしれ、コヨーテの精せい霊れい『シルバーテイル』。」

　左ひだり足あしにコヨーテの顔かおが浮うかんだかと思おもうと、シルバはものすごいスピードで、飛とばされた葉ようくん目めがけてダッシュした。

「は、速はやぁああ!?」

　続つづいて、シルバの右みぎ手てが光ひかる。左ひだり手てにはカメがついていたが、今こん度どはヘビだ。

「彼かれをつかめ！　『シルバーロッド』。」

　あと少すこしで地じ面めんにぶつかりそうだった葉ようくんの足あしに、ヘビの精せい霊れいが巻まきついて、落らっ下かの勢いきおいを殺ころした。ドサリと葉ようくんは墓ぼ地ちの草くさむらに落おちた。

「ど、どうなってんだー!?」

　葉ようくんは何なにが起おきたかわからず叫さけんだ。もちろんぼくもだ。なんで、霊れいが刀かたなをふせいだり、走はしったり、つかんだり、ものに触さわることができるんだ。

「フフ。それは私わたしのチカラで精せい霊れいたちを具ぐ現げん化かしているからだ。」

　シルバの声こえが、はるか上うえのほうからする。ぼくらは空そらを見みあげた。すると、そこには宙ちゅうに浮うかぶシルバの姿すがたがあった。

「と、飛とんでるぅううう!?」

　もう叫さけびすぎてのどがかれそうだ。

「私わたしが飛とんでいるのではない。ワシの精せい霊れい『シルバーウイング』を具ぐ現げん化かしているのだ。」

　シルバは背せ中なかに大おおきなワシをまとい、まるで翼つばさが生はえているかのようだ。

「そして、霊れいを具ぐ現げん化かするチカラこそ、シャーマンの能のう力りょく値ち……。」

　シルバがふわりと地じ面めんに降おりてきた。




「それが『巫ふ力りょく』なのだ。」




　聞きいたことのないワード。でも実じっ際さい目めの前まえで空そらを飛とんだシルバを見みてしまうと、その「巫ふ力りょく」というものがシャーマンにとっていかに重じゅう要ようかぼくにだってわかる。

「どうだ！　驚おどろいたかボーズ！　言いっとくがな、オレたち精せい霊れいがいるかぎり、シルバには指ゆび一いっ本ぽん触ふれさせねーぜ。てめーの『憑ひょう依い合がっ体たい』じゃオレたちに勝かつことはできねーんだよ。さっさとあきらめて帰かえってクソして寝ねな。」

　シルバの背せ中なかのワシがしゃべった。しかも、すごく下げ品ひんだ。

「わからないかい？　いくらきみが強つよい霊れいを持もっていても、そのやり方かたでは、私わたしは六百年ねん前まえのサムライと戦たたかっているにすぎない。私わたしが試ためしたいのは、そのサムライの強つよさではなく、きみのシャーマンとしてのチカラなのだよ。」

　下げ品ひんなワシの精せい霊れいの言こと葉ばを受うけて、シルバが丁てい寧ねいに説せつ明めいしてくれる。

「『巫ふ力りょく』で具ぐ現げん化かした彼かれらは霊れいそのもの。ゆえにあらゆる物ぶつ理り攻こう撃げきは通つう用ようしない。彼かれらを倒たおせるのは、唯ゆい一いつきみの『巫ふ力りょく』だけなのだ。」

「巫ふ力りょく……。阿あ弥み陀だ丸まるじゃない、オイラのシャーマンとしてのチカラ……。」

　でも、試し験けんはもうはじまっている。いまから、その「巫ふ力りょく」を使つかう修しゅ業ぎょうをしても間まに合あわない。

「時じ間かんはまだある。少しょう年ねんよ、知ち恵えを使つかうのだ。」

「でも、知ち恵えっつっても、巫ふ力りょくなんて言こと葉ば初はじめて聞きいたし……。」

「それでいいんだ。」

　シルバが葉ようくんの言こと葉ばをさえぎって言いった。

「きみが答こたえを知しっていたら、それは『知ち識しき』であって、『知ち恵え』ではない。」

　ぼく愛あい用ようの『万まん辞じ苑えん』。ここにのっていることは「知ち識しき」だ。「知ち恵え」と別べつ物ものであることはわかる。

「知ち恵えとは閃ひらめき。知ち恵えとは無むから有ゆうを生うみ出だすチカラ。知ち恵えとは不ふ可か知ちを既き知ちにする才さい能のう。それはつまり、この世よに新あらたな可か能のう性せいを見み出いだす光ひかり。人じん類るいを導みちびくべきシャーマンキングにとって、もっとも必ひつ要ような能のう力りょくが、この知ち恵えなのだ。」

　でも、「知ち恵え」なんて解かい釈しゃくの幅はばが広ひろすぎる。これじゃあ、具ぐ体たい的てきにどうすればいいのかはまったくわからないじゃないか。

「精せい霊れいには物ぶつ理り攻こう撃げきは通つうじない。ってことは、霊れいには霊れいをぶつければいいってワケだ。」

　葉ようくん、何なにか策さくがあるみたいだ。

「頼たのもしいでござる、葉よう殿どの！」

　しかし、葉ようくんはそんな阿あ弥み陀だ丸まるを強きょう制せい的てきにヒトダマモードにして、シルバ目めがけて投なげつけた。




「ヒトダマ豪ごう速そっ球きゅう!!」




　突とつ然ぜんのことに「ぬぅおあああ!?」と叫さけび声ごえをあげながら阿あ弥み陀だ丸まるがシルバに向むかって飛とんでいく。しかし、するりと通とおり抜ぬけてしまった。

「霊れいがひとをすり抜ぬけるのは当とう然ぜんだな。」

　シルバは冷れい静せいに言いい放はなった。

「くそっ。じゃあ、これならどうだ！」

　葉ようくんはそう言いうと、アンナさんみたいに、手てで「印いん」を結むすぶと「自じ帰き依え仏ぶつ、當とう願がん衆しゅ生じょう……、」とお経きょうを唱となえ始はじめた。

「アンナ直じき伝でんのお経きょう攻こう撃げきだ。これならどんな霊れいでも成じょう仏ぶつせずにはいられないはず！」

　たしかにアンナさんのお経きょう攻こう撃げきは強きょう烈れつだ。しかし、シルバは「なんだそれは？」という顔かおをしている。

「パッチ族ぞくにそういう文ぶん化かはないのでね。まさに『馬うまの耳みみに念ねん仏ぶつ』というやつだ。」

　そうか、お経きょうや念ねん仏ぶつという「概がい念ねん」自じ体たいがなければ、通つう用ようしないのか。

「ああ!?　葉ようくん、阿あ弥み陀だ丸まるが！」

「葉よう殿どの、助たすけてくだされ～。」

　葉ようくんのお経きょう攻こう撃げきで、阿あ弥み陀だ丸まるのほうが成じょう仏ぶつしかかっていた。あわてて葉ようくんが阿あ弥み陀だ丸まるを引ひき戻もどす。

「ハッハッハッ！　おもしろいなきみは。」

　シルバは高たか笑わらいをしている。いったいどうすればこの男おとこに一いち撃げきを与あたえることができるんだろう。「巫ふ力りょく」を使つかうってどうすればいいんだ。

「なーシルバ、やっぱ、こいつダメだぜ。」

　さきほどの口くちの悪わるいワシが姿すがたを現あらわした。

「あたしもそう思おもう。もう終おわりにしましょうよ。」

　右みぎ手てからヘビが現あらわれた。しゃべるのはワシだけじゃないようだ。

「でもさ～、シルバがひとを気きにいるなんてめったにないだろ～。せっかくだし～、もう少すこしつきあってやろうぜ～。」

「いや、シャーマンファイトの祭さい司しは忙いそがしいんだ。こんなザコにかまってる時じ間かんはねえよ。」

「オ、オラは……。」

　左ひだり手てのカメ、左ひだり足あしのコヨーテ、右みぎ足あしのバッファローも現あらわれて口くち々ぐちに勝かっ手てなことを言いっている。

「くそ！　シルバはいったいどうやってこいつらを具ぐ現げん化かしてるんだ。」

　葉ようくんはそう言いって、五体たいの精せい霊れいとシルバの身体からだをじっと観かん察さつした。

「ん？　よく見みると、ワシはシルバの頭あたまの羽は根ね飾かざりから出でてるみてえだぞ。」

　ほんとだ。しかも、ワシだけじゃない。左ひだり手てにはカメの甲こう羅らの一いち部ぶがくっついているし、ほかの精せい霊れいも、シルバの衣い装しょうについているその動どう物ぶつの一いち部ぶから発はっ生せいしているみたいだ。

「ワシは羽は根ね。カメは甲こう羅ら。バッファローは角つの。ヘビはアゴ。コヨーテは足あし。これってもしかして、それぞれの精せい霊れいの能のう力りょくを象しょう徴ちょうしている部ぶ分ぶんか……？」

　葉ようくんは何なにかに気きづいたみたいだ。

「葉よう殿どの、何なにか策さくがあるでござるか!?」

「ああ。よくわかんねえけど、やってみるしかねえだろ。」

　よくわかんないって、大だい丈じょう夫ぶなのか、葉ようくん。でも、さっきの「豪ごう速そっ球きゅう」や「お経きょう攻こう撃げき」のときとはちがう自じ信しんを葉ようくんから感かんじられた。

「オイラ、シルバを見みてて思おもったんだ。やっぱりシャーマンは霊れいとともにあってこその存そん在ざいだってな。だからさ、阿あ弥み陀だ丸まる。またオイラに力ちからを貸かしてくれるかい？」

「もちろんでござる！」

　阿あ弥み陀だ丸まるの返へん事じを受うけて、葉ようくんは「よっし！」と阿あ弥み陀だ丸まるをヒトダマモードにした。

「行いくぜ、憑ひょう依い合がっ体たい。」

　葉ようくん、なんで。憑ひょう依い合がっ体たいはシルバには通つう用ようしなかったのに。けど、いつもの憑ひょう依い合がっ体たいじゃなかった。葉ようくんは自じ分ぶんの身体からだにじゃなく、「春はる雨さめ」に向むかって阿あ弥み陀だ丸まるをぶつけようとしている。




「憑ひょう依い合がっ体たい!!　阿あ弥み陀だ丸まるイン春はる雨さめ!!」




「春はる雨さめ」の中なかに、阿あ弥み陀だ丸まるの霊れい魂こんが入はいっていく。その瞬しゅん間かん、墓ぼ地ち全ぜん体たいを照てらすようなまばゆい光ひかりが葉ようくんたちから放はなたれる。

「なんだ!?　この光ひかり？」

「これが彼かれの『巫ふ力りょく』か。まだ慣なれぬせいか、どんどんあふれてくるな。」

　シルバも驚おどろいている。

「麻あさ倉くら葉よう。それが正せい解かいだ。『具ぐ現げん化か』には『媒ばい介かい』となる『アイテム』がいる。だが、それはなんでもいいわけではない。ワシなら飛ひ翔しょうする羽は根ね。カメなら外がい敵てきから身みを守まもる甲こう羅ら。『アイテム』はその霊れいの能のう力りょくの『シンボル』でなければならない。」

　なるほど。シルバが身みにつけている「アイテム」にもちゃんと意い味みがあったんだ。そして、サムライの「シンボル」となる「アイテム」は、刀かたな以い外がいにありえない。

「あれが、麻あさ倉くら葉ようの新あたらしいバトルスタイル……。」

　光ひかりが少すこし落おち着ついて、葉ようくんたちの姿すがたが見みえた。春はる雨さめからあふれでた阿あ弥み陀だ丸まるの霊れい魂こんが「ボボボボ」と燃もえるように光ひかっている。なんなんだ、あれは。

「オーバーソウルだ。」

　シルバがそうつぶやいた。「オーバーソウル」ってなんだ。

「物ぶっ質しつに霊れいを込こめようとすれば、その霊れいは物ぶっ体たいからあふれだしてしまう。そのあふれた霊れい『オーバーソウル』を具ぐ現げん化かするのが『巫ふ力りょく』なのだよ。」

　シルバの説せつ明めいで理り解かいした。でも、納なっ得とくがいかないことがひとつ。さっきシルバは自じ我がの強つよい人にん間げん霊れいはカタチを変かえることはできないって言いっていた。なら、阿あ弥み陀だ丸まるのあのカタチはなんなんだ。

「そのサムライ、主しゅ人じんのために、自じ我がなどとうに捨すてたようだな。」

　阿あ弥み陀だ丸まるの覚かく悟ご。葉ようくんを信しん頼らいしてるからこそできたんだ。

「さあ、シルバ。これでやっと立たち場ばは対たい等とう。こっからが本ほん番ばんだ。」

　葉ようくんが阿あ弥み陀だ丸まるの憑ひょう依いした春はる雨さめをかまえた。

「いいだろう。ただ、戦たたかう必ひつ要ようはない。一いち撃げきでいいんだ。それできみの実じつ力りょくがわかる。」

　シルバは身みにまとっていた精せい霊れいたちを解かい除じょした。すると、五体たいの精せい霊れいが、縦たて一列れつに連つらなった。どこかでみたことがある。そう、『万まん辞じ苑えん』にのっていた。

「トーテムポールだ！」

　ネイティブアメリカンたちが家いえや墓ぼ地ちに立たてる彫ちょう刻こく。ワシ、ヘビ、コヨーテ、カメ、バッファロー。精せい霊れいたちが連つらなる姿すがたは、その「柱ポール」にそっくりだった。

「行いくぞ、精せい霊れい合がっ体たい！」

　シルバがそう叫さけぶと、精せい霊れいたちがそのカタチを変かえ、ひとつになっていく。




「完かん成せい！　トーテムポール砲ほう!!」
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　その姿すがたは、まさに大たい砲ほう。五体たいの精せい霊れいはド派は手でな武ぶ器きへと「変へん身しん」した。

「このトーテムポール砲ほうは、五つの精せい霊れいたちのチカラをひとつに合あわせ、エネルギー源げんを打うち出だす、オーバーソウルの別べつ形けい態たいだ。きみの巫ふ力りょくがこれに打うち勝かてば、一いち度どに私わたしの精せい霊れいたちを打うち破やぶることができるだろう。」

　シルバは、「だが、」と続つづける。

「逆ぎゃくに合ごう格かくに値あたいしない巫ふ力りょくならばエネルギー源げんの直ちょく撃げきを受うけ、きみは……、死しぬ。」

　最さい後ごの「死しぬ」という言こと葉ばを、シルバは重おもく、そして、真しん剣けんに言いった。それが、噓うそでも大おおげさでもないという証あかしだと言いわんばかりに。

「生せいか死しか。それでもシャーマンキングになりたいというなら挑いどむがいい。」

　勝かてば合ごう格かく。負まければ死し。葉ようくん、ものすごい状じょう況きょうに追おいこまれてしまった。どうしよう。でも、葉ようくんが大だいピンチのいま、なぜかぼくは以い前ぜんアンナさんとしたやりとりを思おもい出だしていた。





◆　　　






「葉ようくん、本ほん気きでシャーマンキングになるつもりあるのかな？」

「なんでそんなこと聞きくの？」

「だって、葉ようくん、いつものんびりしててユルいでしょ。そもそも、シャーマンキングになってどうしたいんだろ？」

「本ほん人にんは『なんの苦く労ろうもしないラクな生せい活かつがしたい』って言いってたわ。」

「ダメじゃん！　そんなやつが救きゅう世せい主しゅなんて、ダメじゃん！」

「だからいいのよ。『オレが、オレが』ってやつらは結けっ局きょく自じ意い識しきと己おのれの欲よくでしか目もく的てきを持もたないのよ。」

「欲よくからの目もく的てき……？」

「でも、葉ようはちがう。葉ようはラクでいたい以い外がいの目もく的てきを持もち合あわせちゃいない。だからいつも葉ようは笑わらっていられる。目もく的てきに縛しばられて自じ由ゆうを失うしなうこともない。欲よく望ぼうでシャーマンキングになった人にん間げんは、目もく的てきを果はたしたあとどうなっちゃうのかしら？」

「そ、それは……。」

「葉ようは何なにがあっても葉ようでいられる。だからあたしは、そんな葉ようを愛あいしてる。」

「え！　愛あい!?」

「だからあたしは、葉ようがシャーマンキングになれるって信しんじてるのよ。」





◆　　　






　さらっと「愛あい」なんて口くちにするアンナさんに驚おどろいた印いん象しょうが強つよかったけど、いま思おもうのは、ぼくも葉ようくんがシャーマンキングになれるって信しんじていること。そんな葉ようくんが、このテストをあきらめるわけがない。

「打うてよ、そのトーテムポール砲ほうってやつ。」

　葉ようくんの言こと葉ばに、シルバが少すこし顔かおをしかめる。

「それは、勝しょう算さんがあって言いっているのか？　勇ゆう気きと無む謀ぼうは別べつ物ものだぞ。死しが怖こわくないのか？」

「オイラ、死しぬのは怖こわくねえよ。阿あ弥み陀だ丸まるだって死しんでんだからな。それに、これは勇ゆう気きでも無む謀ぼうでもねえ。ただ、あきらめてラクになるくらいなら、死しんでラクになったほうがマシってだけだ。だって、いまあきらめてラクになっちまったら……、」

　葉ようくんはそこで深ふかく息いきを吸すった。

「一いっ生しょう、ラクじゃいられなくなる。」

　葉ようくんらしい覚かく悟ごの決きめ方かただった。アンナさんは葉ようくんのことをよくわかってる。

「よかろう。ならば、このテスト、全ぜん身しん全ぜん霊れいをもって受うけるがいい！」

　シルバがトーテムポール砲ほうをかまえ、葉ようくんに狙ねらいを定さだめた。




「トーテミックソウルブラスト!!」




　激はげしい光ひかりを放はなちながら、エネルギー源げんが葉ようくん目めがけて飛とんでいく。

「こっちも行いくぞ、阿あ弥み陀だ丸まる。憑依合体カラダで覚おぼえたあの技わざだ！」

　葉ようくんが阿あ弥み陀だ丸まるのオーバーソウルごと春はる雨さめをふりかぶる。




「真しん空くう仏ブッ陀ダ斬ぎり!!」




　ふたつの光ひかりがぶつかり合あう。





──ガァアアアン!!






　はげしい衝しょう撃げき音おん。葉ようくんはぶじだろうか。





──ゴォオオオオオオオン!!






　葉ようくんがシルバのトーテミックソウルブラストを受うけ止とめている。それどころか、オーバーソウルはどんどん巨きょ大だい化かしていく。





──ゴッ!!






　その大おおきく伸のびたオーバーソウルは、トーテミックソウルブラストごとトーテムポール砲ほうを斬きり裂さいた。

「やった！」

　しかし、シルバには傷きずひとつ付ついていない。あと少すこし、届とどかなかったのか。

「ちっ、すまねえ、阿あ弥み陀だ丸まる。不ふ合ごう格かくみてえだ。」

「葉よう殿どの！」

　オーバーソウルが解かい除じょされた。葉ようくんの体たい力りょく、いや、巫ふ力りょくも限げん界かいだったんだ。

「巫ふ力りょくのこともわかったし、死しなずにすんだ。まあ、これでいいか……。」

　言いい終おわる直ちょく前ぜん、ふらりと葉ようくんが体たい勢せいを崩くずす。

「葉ようくん！」

　──ガシッ！

　倒たおれそうな葉ようくんをシルバが支ささえてくれた。

「大だい丈じょう夫ぶ。巫ふ力りょくを使つかい果はたして少すこし疲つかれているだけだ。なにせ、私わたしに届とどくほどの一いち撃げきだったのだからな。」

　そう言いった瞬しゅん間かん、シルバの頭あたまのバンダナが切きれ、ハラリと地じ面めんに落おちた。葉ようくんの攻こう撃げきは届とどいていたんだ。

「彼かれは合ごう格かくだ。」
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　シルバがそう告つげると、葉ようくんもぱちりと目めを覚さました。よかった本ほん当とうに疲つかれただけだったみたい。

「きみにはこれを授さずけよう。」

　シルバが葉ようくんに例れいのスマホみたいなのを手て渡わたす。参さん加か選せん手しゅの証あかしと言いっていたやつだ。

「オラクルベルだ。」

　ぼくは『万まん辞じ苑えん』で「オラクルベル」を調しらべる。「オラクルベル」はのってなかったけど、「オラクル」の意い味みはわかった。「託たく宣せん」、つまり神かみからのお告つげという意い味みだ。

「すべての指し令れいがそのオラクルベルを通とおしてきみに伝つたえられる。」

「指し令れい……？」

「そう。バトルならば対たい戦せん相あい手てや試し合あい日にち時じ、場ば所しょ。そのルールや判はん定てい基き準じゅんが、該がい当とうする参さん加か者しゃの持もつオラクルベルに送おくられる。バトルだけでなく、ミッションの指し令れいがくることもあるだろう。きみはシャーマンシップにのっとり、そのすべてを乗のり越こえてシャーマンキングをめざすのだ。」

　シルバはそこまで説せつ明めいすると、「では、失しっ敬けい。」と立たち去さろうとした。いやいや、それだけじゃぜんぜんシャーマンファイトのこと、わかんないよ。

「すべては、グレートスピリッツの御ご意い思しのままに。」

　シルバは去さり際ぎわの背せ中なかでそう答こたえた。でも、そもそも「グレートスピリッツ」についても説せつ明めいが足たりていない。

「シャーマンキングになる者もののみがそのチカラを得えるという全ぜん知ち全ぜん能のうの霊れいであり、この宇う宙ちゅうの始はじまりを見みた、すべての魂たましいの源みなもと……。」

「もしかして、じいちゃんが言いってたやつか……？」

　葉ようくんには心こころ当あたりがあるようだ。




「そう。精せい霊れい王おうのことさ。」




「グレートスピリッツ」は「精せい霊れい王おう」。国くにや文ぶん化かのちがいで呼よび方かたもさまざまなのかもしれない。

「麻あさ倉くら葉よう。きみにはおもしろい時じ間かんをすごさせてもらった。その『魂たましいのあり方かた』、しかと見み届とどけたよ。」

　そう言いうとシルバはふたたび精せい霊れいたちを具ぐ現げん化かした。さきほど、トーテムポール砲ほうは葉ようくんが斬きってしまったが、回かい復ふくしたらしい。

「きみに、グレートスピリッツの御ご加か護ごがあらんことを。」

　口くちの悪わるいワシの精せい霊れい「シルバーウイング」が「がんばれよ。」と言いって、翼つばさを広ひろげた。

「さらばだ。」
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　バサリとシルバは飛とび立たち、そのまま夜よ空ぞらに消きえていってしまった。

「精霊王グレートスピリッツか。なんだかおもしろくなってきたな……。」

　葉ようくんはそう言いって「オラクルベル」を握にぎりしめた。シャーマンファイト。これから何なにが起おこるかわからない。でも、大だい丈じょう夫ぶ。葉ようくんなら、きっと乗のり越こえられる。アンナさんもぼくも信しんじているから。




「葉ようくんならなれるよ、シャーマンキングに！」




　ぼくがそう言いうと、葉ようくんは、いつものように「うえっへっへっ。」とユルく笑わらった。でも、その目めに、希き望ぼうとやる気きに満みちた光ひかりが宿やどっていることにぼくは気きづいていた。





読者のみなさまからのお便りをお待ちしています。

下のあて先まで送ってくださいね。

いただいたお便りは、編集部から著者へおわたしいたします。

〒112-8001　東京都文京区音羽2-12-21　講談社　青い鳥文庫編集部





この作品はマガジンエッジＫＣ『ＳＨＡＭＡＮ　ＫＩＮＧ』第１巻から第４巻をもとにノベライズしたものです。





装丁　大岡喜直（next door design）

　　　久住和代





著者：百舌涼一（もずりょういち）

　1980年、山口県周南市出身。大学卒業後、広告制作会社に就職。コピーライターを生業とする。『ウンメイト』（「アメリカンレモネード」を改題）で第２回本のサナギ賞を受賞し、小説家デビュー。おもな作品に、『中退サークル』『生協のルイーダさん　あるバイトの物語』（ともに集英社文庫）などがある。2020年、『ゼツメッシュ！　ヤンキー、未来で大あばれ』（原題「ロストカゾク」）で、第３回青い鳥文庫小説賞金賞を受賞した。





原作・画家：武井宏之（たけいひろゆき）
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本作品は、二〇二一年一一月、小社より講談社青い鳥文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。
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